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ホホ ンダ ・ レ ー シ ン グ (HRC) と レ 
? ッ ド ブル ・ パ ワー トレ イン ズ 
と の 2025 年 まで の F1 参戦 用 パワ ー 
ユニ ッ ト 支 援 に つい て の 契約 延長 が 
発表 され た 8 月 2 日 、HRC SAKURA 
施設 の 一 部 が メデ ィ ア に 公開 され た 。 
| 一 部 ] と いっ て も 、 稼 働か ら 数 年 
は 存在 すら 明らか に され て いな か っ 
た 風洞 施設 や 、NHK の ドキ ュ メ ン 
ト 番組 に 登場 し て 存在 が 一 般 に 知ら 
れ た ミッ ショ ン ル ー ム な ど 、F1 を 
中 心 と し た レー シン グ カ ー 開 発 の 核 
と な る 部 分 。、 こ れ ま で メデ ィ ア に は 
立ち 入り は お ろか 、 撮 影 も 一 切 許さ 
れ て いな か っ た 施設 ば か り だ 。 公 開 
の 可否 や 領域 に つい て 社内 で は 議論 
が あっ た と も 漏れ 聞こ えて きた 。 
その 取材 内 容 詳細 は 次 号 で ご 紹介 
する と し て 、 こ こ で は 一 番 イ ン パ ク 
ト の あっ た 体験 だ け を お 伝え し た い 。 
風洞 施設 内 で 200km/h 時 の 計測 を 体 
験 し た 。 オ ー プ ンジ ェ ッ ト タ イ プ と 
呼ば れる も の で 風洞 気流 か ら 3 一 4 
m 離 れる と そこ に くる の は そよ 風 く 


らい 。 だ か ら 風 洞 内 で 実験 中 も と ど 
まる と と が で きる 。 

停止 状態 か ら 200km/h に 到達 する 
の に 1 分 か か っ た どう か …… ョ アデ ゲ 
ン の 駆動 音 も 想像 する より も ずっ と 
低く 、 驚 く ほ ど 静 か な 環境 だ っ た 。 
その と き 撮 影 し た の が 右 の 写真 。 当 
日 拝見 し た 資料 内 の グラ フ で は 、 
200km/h 時 の ダウ ン フ ォ ー ス は 1.21 
くら い 。 そ の 和 荷重 を 受け る と 車 高 が 
どれ くら い 変 化す る の か 撮影 を 試み 
た 。 実験 に 使用 され た 99 号車 (テス 
ト 車 実物 ) が 、 当 日 どれ くら い の 車 
高 設定 で どん な バネ レー ト だ っ た か 
は 聞い て いな い が 1.2t で 押し つけ て 
これ し か 車 高 変動 し な い の か 、 こ ん 
な に 車 高 は 動か な か いも の な ん だ と い 
う の が 正直 な 感想 だ っ た 。 

ちな み に 280km/h 時 の ダウ ン フ ォ 
ー ス は 1.5t で ドラ ッ グ は 400kg と の 
こと 。 富士 の TGR コー ナー( 1 コー 
ナー) に お ける ブレ ー キ ング 競争 は 、 
凄まじ い エ ネル ギー の せめ ぎ 合 い に 
表 ら れ で いる ② の だ 。 
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レイ ガー 社 が 製作 し 納品 され る 。 た だ し 、 


作業 や 性 能 確 認 、 


た 優秀 な スタ ッ フ が 


ら 集 まっ 
し か し どこ ご か ゆっ た り と 


ベル の 仕事 に 取り 組ん で いる 


世界 各国 か 
真 刻 に 、 
最高 レ 


シャ ン た ち 。 広々 


ギヤ ボッ クス デパ ー ト メン ト で 、 整 備 、 組 


み 立 て を 行なう テク 
と し て いて クリ ー ン な 作業 環境 だ 。 


認 
プリ 


ツ を FIA に 確 謎 
リス ・ 
こ は パ ー 


ル 【 


GR ヤ 


請 パ ー 


組ま れ た 


ー1 ハ イブ リッ ド 。 ボ ディ パネ 


プル の サフ ェ ー サ ー が 塗ら れ て いた 。 


ホモ ロ ゲ ー シ ョ ン 申 
し て も ら う た め ( 


IlHNE ト ふ 下 モエ I ト ー ホ ー ズ お ゼ | 叶 
四 G 球 王 世 公夫 KWIN さ で てく ヘー トド K 
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I ト Kー ホ マー』 皿 則 Il ト K て 選 ! に に 
愉 J っ J) 公 *0 IJAQQG り 部 定 中 や で 
っ "NG 刀 る ) 罰 染 つっ く ー 公 
ね シ 羽 シン @ 己 給 王 NN ド さ ベー ロー 
し 衣 舞 村人 色 ち し っ で 

ミー トル 愉 ヘイ トト K て ホ マ て” 個 早 
ヨコ SH トビ DH6te 炉 時 や 電 戸 
Q gt じ G ロ ー ド K 局 議 了 由枝 KG) 人 色 し 
*ON@。 町 区 や 普 結 6MH く K ャ THIN 

誤 H へ ト 届 交際 つ し っ St 革 
RS べ せ 怪 誤 H へ ト 辻 敵 除 つつ "IN ユー・ 
N ヾ AIhA4LGKI ト ー 各 某 王 還っ 
喘 寺 し 抽選 KK て 交 場 下 じ W 選 7 

地 烈 SNIN く ミミ Ih ト ユーGNvG ト ケズ 
ヘ 和 ト ー 人 で SS で や 李 ろう) 提 宙 り 本 
へ トト 8 と で へ GR トミ や ヤ や ホ や トト 
ィ テニ コー 艇 :Q で 公 p” 人 帳 や さ ミー 
レル 民 ヘー ト Kー ホ マー て 羽 近 で へ 岡 尺 
で H く K ャ HIRG 怪 壁 H つ トロ 無恥 7 
WW で 6 で し 則 編 唱 上 上 で て ン 接地 堺 
IN 々 ミロ ーー ウ GI ト KK て 相 規 間 全 SS 
NerendS で "人 企 時 SIN ユー・ ト で ヾ 
AIh ヘ テレ” JmAIKG で て ・ 尽 
本 私 心 忌 ー 町 G 慌 鶴 人 的 いう せ 個 つ 騙 
NG 運 曳 は "ペー ドル 肖 ヘー トト Kー ホ 
マー6 倒 了 民 や 内 太 つ 提 Q SN 


李 骨 じ 也 
w つ じ 油 情 8. で っ 


HKRG 押 トト ふ ー ユ ー ゼ 選 結 ペ ー 
KA へ 尽 性 給 定 投 剖 つつ) 松 導 ふつ 


いひ い 代 下 し っ で で " 拓 弄 四 柚 せる 0 


で し っ ぷっ 篤 ^ 載 半 叶 本 AMRo 公 0 
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1 
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ョ ms パー ンド レー シン 


計 e 語 ある 『 ウ ェ ア ハ ウス J。 


0D 
こ は 品 質 管 理 部 
門 も ある 。 各 パー ツ は 棚 【 


』。 ス ペー ス 内 ( 


DEEPNSM[ 


 ( 


搭載 する た め の ロ ジス 
クス ヤー ド が 。 ハ イブ リッ ド ユ ニッ ト や 可燃 性 の 液体 の 


保管 スペ ー ス も この エリ ア に 設け られ て いる 。 


ー 


う 。 


在庫 管理 は 厳 
スバ I に ノ クウ ク され ル 


(22570NG4U2OIG 


は 、 サ プラ イヤ ー で ある 
モン ドレ アレス の クレ ョ キテ ディ 


スク が 大 量 ( 


人 227 ニク ショ ッ ク の dm 電王 8 人目 2 み 上 人 ラ 50 


ジリ ウー パー ツク の コー ラー 
5 フランス ボー 三間 


整然 と 並び 、 


格 ( 


【 


本 一 


LUNN 


府民 翼 民 ーー ゴロ NNQ 還 人 Q 明 朋 S" 
舞 中 隷 や つら ら べ BS し NGin 装 
償還 ン 公 NANA ケズ で " 軍 KeK 愉 
NG 男 角 せ 党 ロ で " 判 槍 緒 公 で 
除 で 日 A 和 II ト を 引 尺 昌 込 そ へ (X 
RI S) HKR ロ 昌 H6 で し *0 レ っ 
Ne” 公 D じ NYAINA と 8 と (NN で て 
ー 宮 琶 所 著 咽 地 JI で で し っ で 公 7 
っ 乏 判 臣 路 幼 G へ 可 唱 ” 悪 坦 
te 只 忘 つつ し め 了 胴 二 0 で し じ っ ぃ @" 
N ト ヘー ユーG 驚 せ ^ KW ン セ 
N9 っ J” 條 私 そ ヘ ホ ー ズ や 貴 村 NG N で 
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けり 舞 さび お 8 る SHAK ト で ふ K キ ー 
み リ 人 公 で レ っ KO" と で へ へ 
Ste 還 人 さ FO - 員 性 震 ) ポ ho っ )7 
N ヾ AhAGTNINA 目 お 選 括 叫 A 
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^ 直 聞 4H 直 p 公 で や 好 っ さ 々 ミ 
SN 
「 て mm 尽 四 宮司 G 回 到 し ppSNOT 2J 避 
て 並 配 弥 虹 回 WotGS” 取 4 ロ 着 
抄 選 SN0 公 の っ 心 乱 生 ロ いう し で? 
且 と の 〇 GN ト ヘー ヘー し め 愉 人 古 李 編 
つじ し っ” 才 肖 喘 記せ だ 公 弓 り 
や 案 脚 公 戦 で や ptQG も や” く 
キロ ー ズ 選 で も や 革 忠 間 日 慌 必 hG 
32) つじ し 旬 MK 公 環 晶 SS 楽 給 上 喉 0 し っ Hi 
pH6 凡 選 公 | つ 刀 ざ うつ し め 
シ 泊 ペレ wtet6n 唱 詳 寺 つじ し っ 取 つづ 7 
区 年 ロ p 相 本 じ 條 人 る で て し っ hG ペロ 
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は 、 WRC 復 
落ち 葉 
残さ れ て いる 。 


ュー 
ュー 


し た と き の も の で 、 泥 や 
寺 の まま (【 


出場 
の 凹み が あえ て 当 8 


ュー 


後 の ト ヨタ を 支え て きた ヤリ ス WRC が 展示 され て 
いる 。 手 前 の マシ ン は エバ ンス が 昨年 の ラリ ー・ 


ファ クト リー の エン トラ ンス 内 側 ! 


モン ツア ァ 【 
ディ 


デ 
計 57 ル レ 
ァ 4J)k 


前 線 で 指揮 


5 ンク 
愉 届き GU い の 


は トヨ タ が WRC! 
最 


カル ディ レク ター 
復帰 を 決め た と きか ら 加 


レク ター の 近藤 慶一 


ュー 


の 
02 RESGZ2CD/ レバー( 


5( 昌 ( 


2 
ー カ ー 開 発 の 経験 を 積み 、 


TGR-E フ ィ ン ラ ンド の 技 
術 部 門 2 トッ プ で ある 、 
5 詳 作 お 2 に べく N の Z ああ レ 
IMIS207R 二 0 アリ 
Sat20U0Z0UURG 生 る 5 6 


現在 の GR ヤリ ス ・ 
1 の 開発 を 


ラ 選 
TGR( 


& 近 藤 


ラー 
える 


技術 部 門 の トッ プ 2 は フォ ウ 


日 本 の 知見 や 人 材 が 
TGR-E フ ィ ン ラ ンド を 支 


レン Wa 
次 が 。 カ 
7 計 @9 ミ 


リング SL で 


いな い 素 の 状 介 


% の 
この 姿 を 


昨 シ ー ズ ン か ぎ 
り で その 役目 を 終 
有 状 が よく 
WRC の 現場 で 見 る 


は 、 


ワー クシ ョ ッ プ の 片隅 


ヤリ ス WRC の 
ボディ の フォ ルム や 空 
リ レ 
66NINO の Da 27 


ラ 一 
22) 2 2 


カカ パー ツ の 


【 


ぷ ツ 団 揚 Ke” うり 旧 人 篤 ン 醤 料 中 名 
選 つ つじ し 加 tG tt で り 固 帳 つじ っ 
っ J 抑 ORT 

「 球 柚 ⑳ つ し ゼ ^ し wot@ 穫 で ININ タ ーー 
し SG で は っ 公 で ) KK リー 向 p 押 人 
避 つ じ っ t” 電 引 由 革 人 を 工 陰 年 舞 せ 
K ル レモ GX や へ 私 キー 恒 議 JR つ 7 
宗 思 名 wtG 穫 犬 四 弄 珂 ね て いひ ロ つ 
レ っ | 

teH62J” NT で K 頑 せ 共 下 醒 記 
記 S 除 陸 央 レート へ 日 ボ ミト で ささ 心 尺 
ー し SNoe て ・ ト トト ー 出 G 箕 咽 ゼ 
下り ンー ト 全能 交 で レス" 0 で り 
HH 一 へ で G ゼ INLAH ふ て 人 トト で ユ 
ふ ヽ ふ ペ ー ビ 玖 KG@ 販 NTH け お 8” 員 順 お 宏 め 
きっ っ) う / 候 JJ 
「 福 せ 夫 で Q く し も SJS( 元 )) じゃ 7 
ペーー く へ TA っ JNN さて OR 更 で 
3 JJ しゃ 出 由 公 wte 忌 っ っ 
NTESKICE IS まく Eu さい 
寺 館 K マ バーK に ロリ さ ひじ っ う 」 

慌 364Q き っ” しめ p 皿 田 で 除 団 居 * 
皇 部 此 皿 | 己 来 まで し っ ぃ GS” 還 べ 
GS 守 秩 じい さい せれ ミロ 新 総 ES で 
レ ^ っ te” TNG 現 ボ さしも 公 べ で ” 層 
ESJIIIEGNIIIUINNSNIIEDGCNC で 3 た 3 ドミ 3 で / リン 
っ "(秋田 ) 舞 虹 刀 只 公 周 照 の 
Ne『 除 問 品 NNHA 還 本 さ で ホー 
』 思 理 つ ONS ふさ で で O 抽 NO の) 昭 
っ 

いし "と で へ か GF 受 の ( 臣 - 〇 
- ロ ) 志 応寺 其 避 柚 つじ っ て 町 
有 字 と 〇 ホー コス ゼ 「 よ トミ さ へ | 時 補 で し 
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チー ント ン ン ニア バリン ン マネ ニン ニ 


川村 信隆 


っ と 、 相 当 重 要 か つ コ ン フ ィ デ ン シ ャ ル な 職務 
を 担当 し て いる の だ ろう 。 

出向 者 だ け で な く 、 現 地 採用 の 日 本 人 も か な 
り 増 えて いる 。CFD ア ナリ スト の 高谷 岳志 
は 大 学院 の 航空 系 学科 で 学ん だ CFD の スペ シ 
ャ リス ト 。 日 本 で 空力 解析 を 得意 と する ソフ ト 
ウェ アベ ンダ ー 在 籍 時 に ヤリ ス WRC の 冷却 シ 
ステ ム の 解析 を サポ ー ト し た こと が 、 チ ー ム の 
デザ イン 部 門 に 入る きっ か け と な っ た 。GR ヤ 
リス ・ ラ リー 1 で は 、 要 で ある ハイ ブリ ッ ド の 
冷却 系 や 、 エ ンジ ン の 吸 排気 系 や 冷却 系 の デザ 
イン を 担い 、 空 力 の 開発 も サポ ー ト 。 昔 か ら 走 
る こと が 好き で 、 体 日 に は フィ ン ラ ンド で ツー 
リン グ カ ー の レー ス に 出 て いる そう だ 。 

ダン パー テク ニシ ャ ン の 高橋 秀明 氏 は 、 元 々 
日 本 で ラリ ー の メカ ニッ ク を や っ て いた が 、 イ 
ギリ ス の M ス ポー ツ に 履歴 書 を 書い て 送っ た と 
ころ 採用 され 、R5 や R2 マ シン を 担当 し て いた 。 
その 流れ で TGRWRT に 移籍 し 、 現 在 は ダン パ 
ー 担 当 の メカ ニッ ク と し て テス ト や ラリ ー の 現 


エレ クト リカ ル デ ザ イナ ー 


泉 竜太 


シャ シー ビル ダー 


福田 雅史 


場 で 活躍 し て いる 。 

シャ シー ビル ダー と し て 、 ロ ー ル ケー ジ な ど 
マシ ン の シャ シー を 製作 し て いる 福田 雅史 氏 は 、 
日 本 で も 非常 に 腕 の いい メカ ニッ ク と し て 知ら 
れ て いた 。 現 地 採 用 に より チー ム に 加わ り 、 さ 
ら に 技術 力 を 磨い て いる 。 彼 が 担当 する ロー ル 
ケー ジ の 溶接 箇所 は 非常 に 精度 が 高く 、 仕 上 が 
り も 美しい と 評判 だ 。 

「 日 本 で は グロ ー バ ル 化 が 叫ば れ て いま す が 、 
な か な か 国外 に 出 て 働 こ うと いう 人 は 増え て い 
な いと 感じ ます 。 で す の で 、 少 し で も 多く の 日 
本 人 に 我々 の チー ム で 働い て も らい た いと 個人 
的 に は 考え て いま す 。 た だ し 、 重 要 な の は や は 
り 、 や る 気 や 能力 で すし 、 最 終 的 に は 各部 門 の 
マネ ー ジ ャ ー が 面接 を し て 採用 を 決め ます 。 も 
し 一 緒 に 働き た いと 思う 人 が いた ら 、 和 是非 コン 
クト し て くだ さい 。 圭一 ター ス ボ ポーツ か らち 人 
も 成長 し ます | と 春名 氏 。 

世界 一 を 争う WRC チー ム の 門戸 は 、 多 く の 
人 に 開か れ て いる 。 


- / 
テン ニン ャ ン 


小 馬 寛 之 


DEEPNSM 


『 会 議 室 』 で パソ コン と タブ レッ ト を 広げ て 執務 する 
WRC プロ ジェ クト ディ レク ター の 春名 雄一 郎 氏 。 
TGR-E の 副 社 長 と し て も 忙し い 日 々 を 送り 、 WEC で も 
プロ ジェ クト ディ レク ター を 務め て いる 。 
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と 向き 合う 
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Photo & Text @ 古 貨 敬 介 (Keisuke Koga) 


バス キュ ラ の ユ ス カ を 拠点 と する 
上 TGRWRT で は 、2022 年 8 月 現在 、 フ ィ 
ン ラ ンド に 住む 15 名 の 日 本 人 が チー ム ス タ ッ 
フ と し て 働い て いる 。 全 スタ ッ フ の 10 % 以 上 
に 相当 する 人 数 で あり 、 過 去 に WRC へ 出場 し 
た 日 本 車 メ ー カ ー の ワー クス チー ム と 比べ て も 、 
その 割合 は か な り 多 い 。 職種 は さま ざま で 、 マ 
ネジ メン ト 、 エ ンジ ニア 、 メ カニ ッ ク 、 事 務 職 、 
か タリ ンク スタ クソ ツ フ な で と 、 少く の 目 本 人 が い 
ろ い ろ な 部 門 で チー ム を 支え て いる の だ 。 
チー ム 立 ち 上 げ 当 初 の メン バー は 、 他 の 
WRC チー ム て で 経験 を 積ん で きた 者 が 多かっ た 。 
パフ ォ ー マ ンス デー タ エ ン ジニ ア の 木戸 真 二 氏 
睦 。、 ミ コツ ピ ツ で エン ン ン エン ジニ アテ と し て ト 、 
・ マ キネ ン の 黄金 期 を 支え た 。 チ ー フ エン ジニ 
アリ ング マネ ー ジ ャ ー の 川村 倫 隆 氏 は 、 や は り 
過去 に 日 本 の ワー クス チー ム の 技術 部 門 で 重要 
な 職務 に 就 い て いた 。WRC で 豊富 な 経験 を 持 
つ 彼 ら ベ テラ ン は 、 久 々 に WRC に 復帰 し た ト 
ヨタ に と っ て 非常 に 重要 な 存在 で あり 、 現 在 も 
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在 フ ィ ン ラ ンド の 日 本 人 スタ ッ フ た ち 。 写真 左 か ら 、 行 木 宏 、 近藤 慶一 ( 副 上 


舞 テー カル ディ レク ター)、 


小 馬 寛之 、 福 田 雅史 、 和 泉 由 妃 (HR コーデ ィ 8S 


ー タ ー)、 熊田 大 輔 (コー ポレ ー テ ィ ブ プラ ン ニ ング スペ シャ リス ト )、 服 


部 大 、 


高橋 秀明 、 高 谷 岳 志 、 
郎 、 木 戸 真 二 (パフ ォ ー マ ンス デー タ エ ン ジニ 


泉 竜太 、 和 泉 孝幸 (次 席 シ ェ フ )、 春 名 雄一 
ア )。 こ の ほか 、 山 下 洋 樹 


(デー タ エ ン ジニ ア ) を 含め た 15 名 の 日 本 人 が 『 ユ スカ 』 で 活動 し て いる 


チー ム の 根幹 部 分 を 技術 面 で 支え て いる 

や が て 19 年 に は 、 近 藤 慶一 氏 が 技術 部 門 に 
加わ り 、 現 在 は 副 テク ニカ ルディ レク ター と し 
て 要職 を 担っ て いる 。 ち な み に 近 藤 氏 は 、 ト ヨ 
タタ で ジャ パン ・ タ クシ ー の 設計 に 携わっ た 後 、 
GR ヤリ ス の 開発 チー ム に 参加 。WRC チ ー ム か 
ら の | ラリ ー カ ー 化 の 際 、 有 利 に な る よう に 、 
この よう に 設計 し て ほし い 」 と いう 要望 を 検討 
し 、 市 販 車 に 盛り 込む 、 と いっ た 仕事 も し て い 
た 。 現在 は テク ニカ ルディ レク ター の トム ・ フ 
ォ ウ ラー と と も に 技術 部 門 を 統括 し て いる 
マネ ジメント 部 門 で 働い て いる プロ ジェ クト 
ディ レク ター の 春名 氏 は 「 ト ヨタ 自動 車 か ら の 
出向 者 を 意識 し て 増やそ を うと し て いま す 。 モ ー 
ター スネ ポ ー ツ を 、 人 
す た め に は 、 や は り 『 人 』 が 鍵 を 握る と 思う 

半 2PUPe の の 
クル マ 作 り を 経験 し て も ら お うと し て いま す 。 
その 一 環 と し て 、 凄 腕 技能 養成 部 か ら も 人 を 派 
邊 し て も ら っ て いま す 。 彼ら は 日 本 で は クル マ 


を 走ら せ て 評価 も 行なう 立場 で す が 、 こ ちら で 
は 圭 に だ みみ ニシ ャ シン (し メカニック ) と し て の 任 
事 を 学ん で も ら っ て いま す 。 クルマ を 開発 する 
うえ で 、 モ ー タ ー ス ポー ツ の 世界 を 経験 し て お 
く こ と は 知見 を 広げ る こと に 役立つ と 思い ます 。 
帰国 後 、 ト ヨタ の 全日 本 ラテ リー チーム の メカ ニ 
ッ ク と し て 活躍 し て いる 者 も いま す 」 

取材 時 、 服 部 寛大 氏 は サブ プア ッ セ ンプ ブリ ー 部 
門 で 、 小 馬 寛 之 氏 は ファ ブリ ケー ショ ン 部 門 で 
GR ヤリ ス ・ ラ リー 1 ハイブ リッ ド の パー ツ を 
整備 し て いた 。 さ ま ざ ま な 競技 用 パー ツ の 構造 
を 深く 知る こと は 、 市 販 車 の 開発 、 評 価 に お い 
て も プラ ス に な る に 違い な い 。 

エレ クト リカ ル デ ザ イナ ー の 泉 竜 太 氏 は 、 や 
は り ト ヨタ か ら の 出向 者 で 、 電 装 系 の 設計 を 担 
当 し て いる 。 目 本 に いた と き は 、 レ ー シ ン グ ド 
ライ バー と し て 86/BRZ レー ス に も 出場 し て 
いた 根っから の カー ガイ だ 。 

テク ニカ ルコ コーディネー ター で ある 行 木 宏 氏 
の 仕事 内 容 は 、 明 確 に は 説明 され な か っ た 。 き 
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WRC レキ キュ ラー ドラ イ バ ー 勝 田 足 元 が 解説 する 

最新 ター マッ クラ リー の 知恵 と 工夫 

今年 11 月 に 12 年 ぶり の 復活 を 果たす WRC 日 本 ラウ ンド 『 ラ リー ジャ パン 」 は ター マッ クラ リー で ある 
舗装 路 で 速 さ を 追求 す を た め の 行 為 と し て は 、 サー キッ トレ ー ス より も 峠 の 走り 屋 の 世界 の ほう が 

むし ろ 近 い の か も し れ な い が (!?2)、 シ ビア さ が ま っ た く 違 う 。 で は 、 どのくらい シビ ア な の か ? 
何 が 難し く 、 何 が 勝敗 を 分 ける の か ?2 そん な ター マッ クラ リー の 最新 の 事情 を 

勝田 貴 元 の 解説 に よっ て 紐解く 。 全日 本 F3 で ラン キン グ 2 位 と な っ た ほど に 、 舗装 で の 戦い を 知る 男 が 
同じ 舗装 で も 別世界 の ター マッ クラ リー で 体得 し た 知恵 と 工夫 の 数 々 と は 
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ター マッ ク 注 意 事項 


タイ ヤ の 選択 と 使い 方 
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auto sport 


[ 2 昌 叫 6 NSP 


既存 車種 か ら 派生 し た の で な く 、 ラ リー に 勝つ こと を 目的 に 
まっ た く 新 規 に 企画 され た 空前 絶後 の マシ ン が スト ラ ト ス HF 
で ある 。 ス ペー スフレ ー ム の 車体 に 前 後 ダ ブル ウイ ッシュ ボ 
ー ン を 与え 、2.4 2 自然 吸気 の フェ ラー リ ・ デ ィーノ V6 を ミ 

居 措 載 m こ の パッ ケー ジン ク が ター マッ ク で 遅い は ず が 
な か っ た 。 そ し て 図ら ず も 、 同 車 の 強 さ は 親会社 フィ アッ ト 
の 始 み を 呼ぶ こと に な り 、 ラ ンチ ア は ワー クス 活動 の 縮小 を 
余儀 な くさ れ て し まっ た 。 し か し 、 ス トラ トス HF の 図 抜け た 
基本 性 能 の 高 さ は 通用 し 続け 、 デ ビュ ー か ら 7 年 近く が 経っ 
た 1981 年 の ツー ル ・ ド ・ コ ルス で は 、 プ ライ ベー ター の チー 
ム ・ シ ャ ルド ネ か ら 出 場 し た ベル ナー ル ・ ダ ル ニ ッ シュ に よ 
っ て 優勝 を 飾っ て いる 。 な お 、 タ ー マ ッ ク 仕 様 で も 車 高 が か 
な り 高 い が 、 当 時 は 各 車 この よう な も の だ っ た 。 
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Mi Peugeot。 205. Turbo 46E2 _ 
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奇 オ アン ドレ ・ ド ゥ ・ コ ル タ ン 記 ヨコ た 
セプト を 作り 、 開発 を 取り まとめ た 205 
ター ボ 16 は 、 グ ルー デ プ B の 真 拓 ち だ = 
1.7 2 の 直列 4 気筒 ター ボ を ミッ ド に 失 
し 、 前 後 ト ルク スプ リッ ト 可 能 な セン タタ 
ー デ フ を 持つ 4WD ミ シン と いう 成り Z ち 記 
その 先進 性 と 実際 の 走行 性 能 は 際立っ て 
いた 。 デビ ュー か ら 1 年 後 の 1985 年 ツー 
レ ャ ドコ ソレ Ke 示 リデン キン 
モデ ル で ある 「E2」 が 登場 。 前 後に 備 わ 
うた 巨 天 な スポ 2 人 志 ほ 8。 て れ が が 二 敵 
抑え が 利 か な い 領 域 に 入っ た こと を 暗 に 
示し iC も いた だ た 。 この 85 年 ルン 02 
ャ ン ・ 人 
マキ シ 5 ター er 
ラン スー 区 八 8 こよ り 雪 辱 し た 。 
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Photo @ 1985 Tour de Corse_ ド 』 
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[ グル ー プ 4 ] ダッ ト サ ン ・ バ イオ レッ ト GT 


Datsun Violet GT 


長らく サフ ァ リ ・ ラ リー の 盟主 で あっ た ニッ サン 
が 、 ヨ ー ロ ッ パ 開催 の ラリ ー に も 積極 的 に 参戦 し 
その 時 代 の 主 
力 機 が 、PA10 と いう 型式 名 の バイ オレ ッ ト だ っ た 。 
78 年 の デビ ュー か らし ば らく は 「160J」 と いう 
モデ ル 名 の グル ー プ 2 仕様 で 、 2 自然 吸気 SOHC 
の L20B は 当時 の トッ プレ ベル か ら す る と 随分 非力 。 
それ で も 、 得 意 と する グラ ベル ラリ ー の みな ら ず 、 


た の が 1970 年 代 未 一 80 年 代 初頭 。 
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[ グル ー プ B ] ラン チア ・ ラ リー037 


Lancia Rally 037 


LANCIA MARTINI 


979 Tour de Corse (Jean Ragnotti 


M.Miyajima 


<r = コア 
ーーーーー っ 


グル ー プ B が 事実 上 の プロ ト タ イ プ 車 両 で 
ある こと を 最初 に 明確 に 示し た の が ラン チ 
ア * ャ ラリ ー037 だ 。 ジ ャ ン パ オ ボ 回 wm ダラ ー 
ラ 設計 の スペ ー ス フレ ー ム に 、 ス ー パ ー チ 
ャ ー ジ ャ ー で 過 給 する 22 DO0HC エ ンジ ン 
を 縦 置 き で ミッ ド に 搭載 、 ア ウデ ィ ・ ク ワ 


年 大 会 で も 1-2 フ ィ ニ ッシュ を 決め て いる 。 


ター マッ クイ ベン ト で も そこ そこ の 活躍 を 見 せ た 。 
そし て 81 年 、DOHC・ 4 バル ブ ヘ ッ ド を 持つ 
LZ20B (最高 出力 210 馬力 ) 搭載 の 公認 を よう や 
く FIA よ り 獲 得 し た ニッ サン は 、 同 社 と し て 最初 
で 目下 最後 の WRC 全 戦 ( 非 メ ー カ ー タ イト ル 戦 
は 除く ) へ の ワー クス 参戦 を 実施 。 同年 唯一 の オ 
ー ル ター マッ ク 戦 で あっ た ツー ル ・ ド ・ コ ルス で 、 
トニ ー・ ポ ンド が 弥 勲 の 総合 3 位 に 入っ た 。 


》 八 衝 2 


[ グル ー プ 2 ] ルノー 5 アル ピー ヌ 
Renault 5 Alpine 


1972 年 発売 の レノ ー 5 に 、 79 年 に 追加 設定 され た ス 

ポー ツモ デル が 5 アル ピー ヌ 。1.4 2 0HV 自 然 吸 気 の 

FF 車 で ある 。 それ を ワー クス の ラリ ー カ ー に 仕立 て 

た と ころ で 知れ て いる わけ だ が 、 ジ ャ ン ・ ラ ニョ ッ 

ティ は この 小さ な クル マ を 狂っ た よう に 極限 で 走ら 

せ 続 け 、 し か し 壊さ な いと いう 名 人 芸 を 披露 し た 。 写 
真 の 79 年 ツー ル ・ ド ・ コ ルス で は 、 上 位 陣 が 次 々 に 

自 減 し た こと も あっ て 総合 2 位 を 秦 取 。 彼 は 同年 の 

モン テカ ル ロ で も 5 アル ピー ヌ で 2 位 を 奪っ て お り 、 
小さ な FF 車 が ハイ パワ ー マ シ ン を 喰う と いう ミニ ・ 

クー パー 以来 の 伝説 を 作っ た 。 
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Photo @ 1983 Tour de Corse 


トロ が 4WD 時 代 を すでに 呼び 込ん で いた が 、 
それ が 深化 する 前 の 一 瞬 を 突く と いう 格好 
で 、1982 年 半ば か ら 85 年 半ば まで の 3 年 間 
を ワー クス カコ し で だ っ 走っ だ た GO の 
ツー ル ・ ド ・ コ ルス で は 1- 4 位 を 独占 。 84 
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Photo @ 1984 Tour de Corse (Stig Blomqvist) 


ラリ ー 和 界 ( に 4WD 昔 命 を 起こ し た 立役者 。 し か し 。 タ ー マ ッ ク 
に お ける アウ ディ ・ ク ワ ト ロ は 、 最初 の モデ ル で ある A1 か ら 
開 億 2 の ウド に 苦労 し ど お し だ っ た 。 パ ワ 
ー は グル ー プ B 時 代 で 随 一 。 し か し 、 大 柄 で 重い 直列 5 気筒 を 
フロ ント に 、 そ れ も フ ロン ト ア クス ル の 前 に 縦 置き する と い 
う レ イア ウト は 、 ク ル マ の 向き が 変わ ら ぬ うち に スロ ッ ト ル 
を 開け る と 大 アン ダー 大 会 に な っ て し まう つら さ を ひ た すら 


曲がら す 、 の た うつ 王者 クワ トロ 。 そし て 閲 光 の マキ シ 5 タ 


Audi Quattro A2 0 


呼ん だ 。 そ の 打開 策 が 、1984 年 の ツー ル ・ ド ・ コ ルス で アウ 
ディ が デビ ュー させ た 、 ホ イー ル ベ ー ス を 320mm も 縮め た ス 
ポー ツク ワ ト ロ だ っ た が 、 案 の 定 ハ ンド リン グ が ナー バス に 。 
同じ 84 年 コル シカ で は 、 ロ ング ホイ ー ル ベー ス 車 の 軽量 化 モ 
デル で ある A2 を 駆っ た 写真 の ステ ィ グ ・ ブ ロン クビ スト の ほ 
う が 速 く 、 彼 は 5 位 で フィ ニッ シュ 。 この 踏ん 張り も あっ て 、 同 
年 の ブロ ンク ビス ト は クワ トロ で WRC チャ ン ピ オ ン に 輝い た 。 


ー ボ 


| 伸 『 [ グル ー プ B ] ルノー・ マ キシ 5 ターボ 


Renault Maxi 5 Turbo 


Photo @ 1985 Tour de Corse (Jean Ragnotti) 


FF の コン パク トカ ー を 超 殴 級 の モン ス 
ター ラリ ー カ ー に 変身 させ た 最初 の 例 


時 代 が 深まっ た 85 年 に 、 エ ボリ ュー シ 
ョ ン モ デル で ある 「 マ キシ | を 送り 出 


が 、1979 年 デビ ュー の ルノー5 タ ー 

で な か っ た か 。 5 アル ビー ヌ と 同じ 1.4 
20HV を ター ボ 化 し 、 本来 は リヤ シー 
ト が ある 場所 に 縦 置 き に 。 こ の エ ポ ッ 
ク メ イ キン グ な マシ ン は 、81 年 に は モ 
ン テ カ ル ロ 、 そ し て 82 年 の ツー ル ・ ド 
・ コ ルス で 、 い ずれ も ラニ ョ ッ テ ィ の 
手 に より 優勝 を 飾っ た 。 その後 、 ル ノ 
ー は F1 に リソー ス を 注い だ た め 、 ラ リ 
ーー 活動 は 手薄 に 。 し か し 、 グ ルー プ B 


M.Miyajima 
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し て きた 。 ホ モロ ゲ 取 得 専用 車 を 販売 
て 排気 量 を 130cc 増 や し て 1527cc と 
し 、 最高 出力 は 100 馬 カカ アッ プ の 350 馬 


M.Miyajima 


力 に 。 こ れ で 乾燥 重量 890kg の 車体 を 、 


ワイ ド な 後 輪 2 本 で 蹴り 出さ せ た 。 
WRC の 初陣 は 85 年 の コル シカ 。 同 ラリ 
ー で や は り デ ビュ ー し て きた 王者 プ ジ 
ョ ー205 タ ー ボ 16 の E2 を 寄せ 付け ず 、 
ラニ ョ ッ テ ィ が 圧勝 を 節 っ て ルノー5 
伝説 を 完結 させ た 。 


M.Miyajima 


[ グル ー プ A ] ラン チア ・ デ ル タ ・ イ ン テ グ ラー レ 16V 


Lancia Delta Integrale 16V 


Photo @ 1990 Tour de Corse (Didier Auriol) 
グル ー プ B の WRC に お ける 使用 禁止 に と も な っ 
て 、 1987 年 より ドッ プ カ テ コ ゴリー に 繰り 上 が っ 
だ た クルー クア 2A5e も そこで 用 の 7 だ の の ワリ ーー 


16 バ ルプ ブ 化 し た も の が イン テグ ラー レ 16V、 最 
終 進 化 形 が 92 年 デビ ュー の HF イ ン テ グ ラー レ で 
ある 。 こ の 時 代 の WRC で は 、 全 面 タ ー マ ッ ク の 


年 大 会 で は ディ ディ エ ・ オ リオ ー ル の イン テグ 
医 連 6969N520 四 サイン の 邊 ヨタ ・ セ 
リカ GT-FOUR (ST165) と の 秒 差 の 争い に 競 


の ベー ス 車 両 と な る 必須 条件 を 満た す も の と し 
で で EP 天 永 車 の 22L 人 に 200 ター ボ ポニ エ シン ジレ シン と 
4WD シ ステ ム を ぶち 込ん だ の が ラン チア ・ デ ル 
タ HF 4WD で あり 、 ト レッ ド を 広げ た エボ モデ 
ル が デル タ ・ イ ン テ グ ラー レ 、 そ の エン ジン を 


イベ ント は ツー ル ・ ド ・ コ ルス し か な か っ た が 、 
87 年 大 会 、 88 年 大 会 と も に デル タ は 2 輪 駆動 車 
に 惨敗 。 89 年 大 会 で つい に 雪辱 を 果たし 、 まさ 
に どん な 踏面 で も 勝て る マシ ン と な っ た 。90 年 
Pr 90 


り 勝 っ つて 2 連覇 し た 。 ラ ンチ ア は さま ざま な デ 
バイ ス の 開発 に も 非常 に 積極 的 だ っ た が 、 ブ レ 
ー キ の 放熱 性 を 上 げ 、 リ ム の プロ テク ター に も 
な る ホイ ー ル カバ ー な ど は この 時 代 の 象徴 的 な 
9 ラー プ 7 こ 。 


[ グル ー プ A ] トヨ タ ・ セ リカ GT-FOUR (ST185) 


》 人 昌 


Toyota Celica GT-FOUR (ST185) 


1980 年 代 は セリ カ ・ ツ イン カム ター ボ で アフ リ 

民 風 孔 し で いた トド ヨタ 。 ョ ヨー ロッ パ の ス ア リ 
ント ラリ ー で 通用 する 4WD タ ー ボ 車 を 88 年 デビ 
ュー の ST165 型 セリ カ GT-FOUR で 実現 する と 、 
いよ いよ WRC フル 参戦 に 乗り 出し た の だ が 、 ラ 
ンチ ア の 路 城 は な か な か 崩せ な か っ た 。 特 に コ 
ル シ カ で は 苦労 し 、4 度目 の 挑戦 で あっ た 91 年 
大 会 で サイ ン ツ に よっ て 待望 の 初 制覇 。 だ が 、 2 
代目 GT-FOUR の ST185 型 に な る と また 苦労 し た 。 
フロ ント の オー バー ハン グ が 長い こと な ど 、 セ 
リカ は 必ず し も ラリ ー カ ー の ベー ス に 向い て い 
だ わけ で は な か っ た の だ 。 それで も W 陸 誠 
ー ム ・ ヨ ー ロ ッ パ 澤 身 の 熟成 作業 が 実り 、ST185 
は 94 年 大 会 で コル シカ 初 優勝 を 達成 。 ライ バ 
ー は 、 こ の 7 年 で 実に 6 度目 の ツー ル ・ ド ・ コ 
ルス 制覇 で あっ た オリ オー ル で 、 彼 は 翌 95 年 大 
会 も 今度 は ST205 型 GT-FOUR で 制 し て みせ た 。 
な お 、ST185 が ラリ ー を 通し て リト ラク タブ ル 
の ヘッ ドラ イト を 閉じ て 走っ た WRC イベ ント は 
この 94 年 コル シカ だ け 。 


国 Photo @ 1994 Tour de Corse (Didier Auriol) 
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〉 基 人 聞 Photo @ 2000 Rallye Catalunya (Jesus Puras) 


[ F2 キ ッ ト カ ー ] シト ロエン ・ ク サラ ・ キ ッ ト カ ー 


Citroen Xsara Kit Car 


ワイ ド ト レ ッ ド の 車体 に 高度 な チュ ー ニ ング の 2 6? 自然 吸気 
エン ジン と 電子 制御 デフ を 搭載 し た 前 輪 駆動 ラテ リー カ ー。 こ 
の いわ ゆる 「F2 キ ッ ト カ ー」 に よる 頂上 決戦 が 、1990 年 代 後 
半 の フラ ンス 国内 選手 権 で 過熱 し 、 そ の 余波 が WRC に も 及 ん 
だ 。 先 黄 を つけ た の は ルノー・ メ ガー ヌ で 、 決 定 打 は プ ジ ョ 
ーー 306 マ キン シン 。 そ し て 、 と ど め を 刺し た の が シト ロエン ・ ク 
サラ ・ キ ッ ト カ ー と 言え る だ ろう 。 タ ー マ ッ クラ リー 専用 車 
で あっ た この 車両 は 、 路 面 が 乾い て いれ ば ワー ルド ラリ ー カ 
ー を 置き 去り に する スピ ー ド を 披露 。 事 実 、99 年 の ラリ ー・ 
カタ ルー ニャ と ツー ル ・ ド ・ コ ルス と いう 2 戦 の WRC イベ ン 
ト を 、 フ ィ リ ッ プ ・ ブ ガル スキ ー に より と も に 制 し て いる 


人 車 と も に 、 ター マ ッ ク で 一 層 輝 く 役 者 た ちがい た 


ーー 


ーーーーーーー [ ワー ルド ラリ ー カ ー ] プジョー 206 WRC 


Peugeot 206 WRC 


206WRC は 、 プ ジョ ー が グル ー プ B の 205T16 の 後 、 
14 年 ぶり に 放っ た WRC トッ プ カ テ ゴリ ー 車 両 だ 。 
まさ に 205 の 後継 モデ ル で ある 206 の 小さ な ボディ 
に 、22? タ ー ボ エン ジン と 4WD シ ステ ム を 搭載 。 設 
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ター マッ クラ リー で 、 こ こま で マシ ン を “意図 的 に 跳 ば 
すす” ポイ ント が ある の ほ 、 ラ リー ドイ ヂ チュラ ント の 車 
事 演習 場内 ステ ー ジ 「 パ ン ツ ァ ー プ ラッ テ 」 くら い の も 
の 。 これ で も 着地 の リバ ウン ド で 跳ね 飛ば され て コン ト 
ロー ル を 失わ な い の だ か ら 、 現 代 の ラリ ー カ ー の 足 ま わ 
り は 本 当 に 素晴らし い 。 な お 、 ワ ー ル ドラ リー カー 規定 
は 、 そ の 導入 か ら 20 年 が 経っ た 2017 年 に 、 最後 の 大 き な 
改訂 が 行なわ れ た 。 空力 パー ツ の 大 き さ を 規定 史上 で 類 
を 見 な い サ イズ まで 容認 し た も の で 、 往 時 の グル ー プ B 
を 礼 徳 と させ る と こ 明和 m に の g 力 関係 は 、 最 
新 の ラリ ー 1 規定 で は 少し 控え 目 に され た 。 
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還 上 iti 較 サー キッ ト 用 と は 異な る デザ イン 思想 


高 が ギリ ギリ まで 低め られ た ター マッ ク 仕 様 
の 2 ae て で の 0 ン ク ク ョ ーッ / ン 
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た と スタ ニー マッ ククリ で あう て も 訪れ だ 路 画 を が 
ん が ん 走破 する か ら だ 。 
ター マッ クラ リー で は 、 コ ー ナ ー の 舗装 され て い 
な い イ ン 側 に タイ ヤ を 落と し て 走る イン カッ ト 走 法 
が 定番 だ が 、 石 な どの 大 き な 障 害 物 が な けれ ば 全 輪 
を 路肩 に 落と し て で も 直線 的 な ライ ン を 取る こと を 
WRC ドラ イ バ ー た ち は 暑 踏 し な い 。 そ の と き 、 充 
分 な 強度 と ダン パー スト ロー ク が 確保 され て いな け 
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ら な い 。 舗装 路 と は いえ 、 タ ー マ ッ ク 仕 様 の サス ペ 
シン ョ ン に のり 生 CB 玩 005 の 
イン 思想 や セッ ティ ング が 求め られ る の だ 。 
の 2 ニス ンド り リク ルマン カラ クリ の わり クメン 
パー の スト ロー ク は 270mm ま で に 制限 され た 。 タ ー 
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マッ ク 仕 様 で も 270mm を 確保 し て いる の か どう か は 
の NSKGUNANO の の 還 タ ンク ハ の の クラ (ソリ 二 
を BOS か ら レ イガ ー に 切り 替え た トヨ タ の 勝田 貴 
元 は 「 タ ー マ ッ クラ リー で も 、 路 面 か ら の 衝撃 は 以 
あの 20 還 EieEU KW E: al 上 < 


フ 。 

興味 深い の は 、 同 じ レ イガ ー 製 ダン パー を 使う M 
スポ ー ツ ・ フ ォ ー ド ・ プ ブ プーマ の ター マッ ク 用 ダン パ 
ー に は 、 ト ヨタ の レイ ガー に は 存在 する キャ ニス タ 
圭二 の 全 タ クシ ク の 2 いこ る の 0 こる の ゆい 
て 、 ト ヨタ の フォ ウラ ー は 「 我 々 は ダン パー を 直立 
同 誠 KB 寺 GO の 用語 き 朋 謀る る 5 表 
め に 配置 し て いる 。 最 大 トラ ベル 量 は 同じ な の で 、 
フォ ー ド の 方 が ダン パー 内 の 容積 を 大 きく 取る こと 
が で G き キマ 三 ス クー の 必要 が かい の 78 の う K 々 
は 直立 配置 で フリ クシ ョ ン を 抑え サス ペン ショ ン が 
スム ー ズ に 動く こと を 重視 し た が 、 彼 ら は 違う 考え 
の よう だ | と 自身 の 古巣 の 設計 思想 を 分 析 す る 。 

トヨ タ は 、 前 後 サ スペ ンション で 同じ 部 品 を 使っ 
も クタ ンク パパ 二 が 自 六 の くま う 生 う 股 / 二 ム の 
SA リク クラ (UI GU ラク ンク 22 の 
で は 優勝 よ っ て その アブ グ 呈 王寺 が ひと まず 正しい 
こと が 証明 され た が 、 果 た し て 次 な る ベル ギー、 そ 
し て 日 本 の 舗装 路 で は どう だ ろう か ? 


瑞 間 還 還 提議 ドラ イ 用 2 種類 の 違い は 発動 温度 域 や 剛性 


ーッ クッ リリ 二 中 く ド ライ ョ ン ニ ティン ション 
導 の 多 ( (2 トド ラク ライ / 同 こら 8 リッ クリ | 
ON ク の クリ 二 用 の 0 の リリ / ク の 5602 
0056 い 弄 の 必 ま れ 0 で SU 目 本 で 言 の の の 5 ク 
イヤ に 近い 外観 。2008 年 以来 、WRC の トッ プ カ テ 
時 0U 思 の 510 は ウノ メル イク と 8 っ (ちり 朋 住 ほ 
回 2 ンド リタ 2 の GU の ラリ 
ー 1 用 スリ ッ ク の 『P ゼ ロ RA WRC』 に は 、 ト レッ 
2 コン 0 0 2 の 全 2 / ク 2 
ト 、 ハ ー ド の 3 種類 の コン パウ ンド を 設定 。 イ ベン 
問 全 5 の に の トー ドス 220 ん 0 つう 
トヨ タ の 勝田 貴 元 に よる と 、 サ ー キ ッ ト 用 スリ ッ 
ク の よう KN の の い 8 が リク リッ が 高い わく 
は な く 、 基 本 的 に は 発動 温度 域 や 剛性 の 違い だ と い 
う 。 踏面 温度 が 低い コン ディ ショ ン で ハー ド を 選ぶ 
と な か な か 暖 ま ら ず 、 新 品 の 場合 ウォ ー ム アッ プ に 
5 km 以上 、 ユー ズ ド で も 3 一 4 km か か る と いう 。 その 
た め 、 ス ター ト 前 に どれ だ け 暖 め ら れる か が 重要 で 、 
ペン シル ステ ニョ ン の スク タニ 1 上 人 向 が の まで の 
り 邊 中 2 クル MM ピン シィ の 上 
加速 急減 速 を 繰り 返す な ど し て 、 少 し で も 温度 を 上 
KOIIa 00 の MNO 
また 、 ス テー ジ の 途中 に 水たまり が あっ た り 、 濡 
れ た 泥 が ある 路肩 を イン カッ ト す る と 、 そ の 瞬間 に 
タイ ヤ が 冷え て グリ ッ プ が 落ち る た め 、 注 意 が 必要 
ノラ 2 ンド ウシ | iePUIGI ま ZI 慢 層 時 
まま 6 の 90 還付 ド 0 の ニク 05 WE の 主人 ーN 
り も 動き が 読み づら いと 勝田 は 言う 。 
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ンク 2608 の 2 ーママ ッ ク ァ リー の リッ 
ク は ハード と ソ ク アク ト の 2 タイ クア だ が 、 路 温 が 代 く 
凍結 路 も ある モン テカ ル ロ で は スー パー ソフ ト と ソ 
フト の 2 本 立て 。 ス ー パ ー ソ フト は 0 度 前 後 を 想定 
愉 誠 人 で G タン ク ョ レン ライ ンション で も 全 わ れる 
ソフ ト は 0 度 以上 の ドラ イコ ン デ ィ シ ョ ン で の 使用 
を ピレリ は 推奨 し て いる 。 

0 ク ク ラ リー GS は 050 導 リ ク 0 
Ma ーッ ドク 0 2 ント クッ RAW クン 
が 用 意 さ れる 。 排 水性 は スリ ッ ク よ り は いい が 、 サ 
イド ウォ ー ル が 軟らか いこ と も あり 、 強 度 は スリ ッ 
クボ 0U 6 の の で の 及 6 証 ンク カン トド (ハン ノ ク っ 
すい の が 難点 で 、 実 際 今 年 の クロ ア チ ア で は パン ク 
pe も つら お も 邊 レル よ まれ か は 2 イ ( (2 だ 
け で な く ホ イー ル の リム が 破損 し て いた ケー ス も か 
00 ラフ ルル つの ん 

中 ン ショ カル mamIG で は ウエ キット 専用 イイ Y ほ 用 訪 き 
れず 、 凍 結 & 雪 道 用 タイ ヤ の 『 ソ ッ ト ゼ ロ STZ Bj 
が その 役割 を 兼務 する 。 い わ ゆ る スタ ッ ド レス タイ 
ヤ だ が 、 そ れ に 最大 突出 量 2 mm の 金属 製 ス タッ ド 
が 埋め 込ま れ た も の が 洒 結 路面 で は 使わ れる 。 

ラリ ー 1 と な っ て 車 重 が 100kg 以 上 も 増え 、 な お 
0 の 2 の 02 ドク ニン Ne 5 (の ウニ は が かり 
きら (ai 回 の 問 素 化 や セン ター テル の 休 旧 に 5 
1 OS 直 Dedi<0 太 0 つり 7/ こ で の 7 の 5 二 の 二 の 
ッ ク ラ リー で も タイ ヤ に か か る スト レス は 格段 に 増 
ee の OU 二 ラ リ の ョ シン シー ここ < に 26: 
ャ レン ジ の 日 々 が 続い て いる 。 


ブラ ィ 作 メ は 
トヨ タ の 副 テ クニ カル ディ レク ター で ある 近藤 慶一 
六 思 NO の IN SR ラリ 辻 の 
2 種類 の サス ペン ショ ン 。 写 真 左 が グラ ベル 用 で 、 右 
が ター マッ ク 用 。 


で > mi 


* 画 い 
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還 2 用 必 人 2 6 お の か 00 クル ミク / | トレ ノド ト し 
旬 ま 20 の る 本 屋 人 が ミノ クト コノ バク | 5 る 
程度 の ウエ ッ ト 路 面 で も グリ ッ プ を 発揮 する 。 


2 の 0 の 9 の レレ ISS0GUMODSXE22CO UE ー ジ シン 
引 ン 2 を (Aa 目 | で 見 れる カド の 2 本 トラ イ 
用 『P ゼ ロ RA WRC』」、 下 の 2 本 は 凍結 & 守道 用 の 
『 ソ ッ ト ゼ ロ STZ B』 の スタ ッ ド 仕様 で 、 真 ん 中 は そ 


記 計 下 互 下 更 ま 
3 アア プア た / テ 
ラン /、/ テテ マ ン 
sv 世 9 


B80 


面 だ で ら | 農 走 に の 10 カ も 事 は ラ の リ が れ カ う | 
が "汚れ が 道行 広 エ m チ 大 演 凍 イー モッ いな 1 か 外 
劣 フ れ て 走 の "がり リ 飛 に 丈 省 っ コ 部 ンク W い の ? 3 
化 ラ いる よ 日 る ア ぶ 固 夫 場 て シン シン が テ な R " 姜 ど 
し ン 凹 な こう 本 プ で ジ め な 内 い デ 婁 カタ C そ を 箱 の マ 
て ス 西 いと な で ド は ヤ ら よ の た イィ イ や ル | に れ 頭 根 よ ッ 
有明 の も "な も い ウ  - ン シン れ う ス リシア ロマ は は に の う ク 
壊 コ 激 路 ん の え 畑 モ プ た に テ す ョ イ の ツ 想 も 浮 よ な ラ 
し ル し 面 て で ば 内 | も 道 と | る ンス 山 ク 像 ちか う シ リ 
ン く M て 徐 の 才 が ヨコ ジ で の パ バ 曽 用 を る を ろ ペペ べ な 」 Il 
大 カウ 畑 れ も 畑 狭 ル 同 続 ン は まあ | スリ 超 ん る 幅 ン 一 
き 島 ル か っ ちや い 川 じき ク た っ ン テ | え 間 人 人 道 を と 
な に ト ら ぼろ ミク 沿 く < ` リ 戦 "て に | が る 違 も を 連 い 
欠 は ラ 流 っ ん カネ い ド 途 | 車 ド も 覆 ジ 山 エ い 多 走 想う 
が  … バ れ ち ラン ク の イイ 中 トト が イイ 日 わ は ほ キ で いる す 守 
い 道 ン 出 も リ り 畑 ネ 急 ツ に で 走 ツ 際 れ 舗 ど セ は か ラ る き Sd W プ ブッ 
く の ピ た 考 | 内 道 斜 の は カ っ の だ ` 装 あ ン な も り リ だ か 8 ウル 1 
つ 表 | 泥 え カ の を 面 別 数 チ て 軍 け ド 路 る トト いし | ろ ら So ガル 
Si UE 
8 を アァ トド 
ロ っ の っ 
エキ セン トリ ッ ク な ター マッ クラ リー の 世界 > 古 て よ ル 
2 散 き う ス 
Ypres Rally Rallye Deutschland の 介 / な の 
“ 和義 8 る タタ W よ 
の < プ Central Rall の 2 
5 〆 ャ entral Ra 仙 ト 
Rally Ireland V ムリ 1 @ ツ は タ 
の *8 クー 
マー 』 P 9 Rallye SM Alsace め リ し 9 
ら ン 3 』 と 1 かみ ク 
ンー Croatia Rally " 上 の 隣 戦 
en 3 電 > 価 0 
N の 2 
っ e ル / g 兵 時 人 林 な 詞 
1: _ や ーッ 、/ 6 の ツ か 軸 
= * 誤 つぐ 
/ 罰 て た 2 う 
錠 ルッ 人 み イ な 
/』 < ょ ベラ 
Rallye Catalunya う て リ 
IN -. 人 ご ま か 
で ら 


Rallye Monte-Carlo Rally Monza Rally Bulgaria 


Rallye Sanremo Tour de Corse 


の ひき 並 き rm の 問 届 ま デメ へ 息 肖 農 ど 婦 生 の 〇 つ 呈 中 軒 骨 吉 さ 簡 ご 笛 記 油 賠 潜 店 


の SA 半 m 中 きき 嘱 ロミ 寺山 中 , 元 一 ご NNS パ ー 必 OS 道 呈 の つつ 記 S 壮 いい らい 


[ ラリ ー・ ブ ル ガ リ ア ] 落 WRC 開催 :2010 年 


| = xx | Rally Bulgaria 


1 度 限り の WRC 開催 に 終わ っ た バル カン 決戦 


バル カン 半島 の ブル ガリ ア 共 和 国 で 、 
か つて WRC が 開催 され た こと を 知っ て いる 人 は それ 
ほど 多く な い だ ろ う 。 何しろ 2010 年 に 一 度 行なわ れ 
た だ け な の だ か ら 。 ブルガリ ア は 国土 の 約 3 分 の 1 が 
山岳 地帯 で 、 昔 か ら ラ リー が 盛ん だ っ た 。 ヨー ロッパ 
選手 権 も 毎年 の よう に 開催 され 、 関 係 者 の 努力 に より 
つい に WRC を 迎え る に 至っ た 。 

ホス ト タ ウ ン は リラ 山脈 の スキ ー リ 
ゾー ト 、 ボ ロ ヴ ェ ツ が 務め 、 周 辺 の 険しい 山岳 地帯 の 
舗装 され た 山道 が 戦い の 舞台 に 。 全体 的 に は ハイ スピ 
ー ド な ステ ー ジ が 多かっ た が 、 路 面 の 舗装 が か な り 粗 
いた め ミ ュー は 低く 、 路 面 の うねり や 凹凸 で 突然 姿勢 
を 乱す マシ ンジ が 少な く な が っ た 。 

それ な り に 見 応え の ある ラリ ー で は 
あっ た が 、 プ ロモ ーション 効果 が それ ほど 高く な く 、 
し か も 安全 性 や イベ ント の オー ガ ナ イ ズ に 多く の 問題 
が あっ た た め 、1 回 限り で WRC の カレ ンダ ー か ら 脱 
EC まつ だ 。 


auto sport 


040 


こ 界 て で 個 程 現 少 タ | 第 ツ 意 と シ と が りく < く 見 あ 

で の 開 性 度 在 に | 世 マ で プ 味 デ 浮 高 異 え 舗 る 

ご タタ 催 過 的 に よ マ 者 ツ 異 変 イ い いな て 和装 一 
紹 | さ 去 で 抽 W り リッ 各 ク ク 常 化 グ シ て 造り も に 
介 マ れ の え R そ ク 国 ラ に 量 ラ ョ ー 装 、 路 関 
す ツ た イ 避 ら C の ラ に リト が ベン 気 で 下面 し 
る 多 で カ れ で 数 りほ | リ 大 ル に に も ラミ て 
こ ラ | シン あて は は | あの ッッ き ラ 大 消 イ ユ も 
と リマ ト る い 1 音 が り 難 キ く りき り 雨 な | 
に | ッ も ラ る シ よ あと し | | く や が ら は 同 
し 図 ク 含 リ が | りり あい に コ 以 左 す 降 ば 場 じ 
よ 氏 ララ め ぬ め | “ ズ も ら と な ン 上 右 く る グ 所 よ 
の 証 D ば い ン 増 末 ゆこ り デ に さ な と リ り リ に う 
"と | W か すず す に える 造る ろ 得 イ 路 れる 表 ツ よ な 
し を R り れ 3 て 装 個 で る シ 面 る な 面 プ っ グ 
て へ C "も ) い 路 性 あの ョ の “" ど に が て レ 
m コ と そ 実 4 る の 的 る が ング あ 油 か 大 | 
こ 世 し こ に 戦 減 な “人 婦 次 リ る コ 分 な き に 


| 目 FRANCE 


セバス チャ ン ・ ロ ー ブ の 地元 名 旋 の た め の WRC イ ベン ト 


臣 W 玉 WII/ 詳 フラ ンス の WRC ター マッ クラ ウン ド ロー ブ は 2010 年 、12 年 と 、 
と いえ ば 、 コ ル シ カ 島 を 舞台 と する 『 ツ ー ル ・ ド ・ コ 一 で 優勝 し た が 、 
ルス 』 が 有名 だ が 、2010 年 か ら 14 年 に か け て は 、 フ ラリ ー" 
ラン ス 本 土 で 『 ラ リー・ ド ・ フ ラン ス ・ ア ル ザ ス 』 が ング が 施さ れ た シト ロ エ 
5 回 開催 され た 。 ア ル ザ ス は 元 世 界 王者 セバス チャ ン ン DS3 WRC で 臨ん だ 13 
・ ロ ー ブ の 故郷 で あり 、 英 雄 の 地元 で WRC を 行 な お 年 大 会 で は 、 宿 英 セ バス 
うと いう 機運 が 高まり 、10 年 に 初 開催 が 実現 し た 。 チャ ン ・ オ ジ エ (当時 は 
フォ ルク スワ ー ゲ ン ) と 
の バト ル に 敗れ 、 大 クラ 
ッシュ 。 地 元 で の 引退 戦 
を リタ イア で 終え 、 珍 し 
く 涙 を 流し た 。 


ステ ー ジ は 、 そ の 多く が ブドウ 畑 内 
の 農業 道路 に 設定 され 、 直 線 的 な 狭 路 を 十字 路 で つ な 
ぐ 、 ジ グ ザ グ と し た コー スガ が 特徴 。 2 
ー マ ッ ク 路 面 は ドラ イコ ン デ ィ シ ョ ン で も 非常 に 滑 ! 

や すく 、 雨 が 降る と 格段 に 


叱 図 ー ご \ ざ ミス ー※S 逝 陵 


グリ ww プ が 代 小 み る 。 


| | 還 IRELAND 


堅 57 玉 3 剛 イ ギリ ス 領 の 北ア イル ラン ド と 国境 
を 接する アイ ル ラ ンド 共和 国 で も ラリ ー は 盛ん だ が 、 
同国 の 名 を その まま 大 会 名 と し た 『 ラ リー・ ア イル ラ 
ンド 」』 は 2005 年 か ら 09 年 に か MI 訓 4 回 開催 され 、 

大 会 と 09 年 ト と し て 
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Qurtrrn の 古本 ミ せ ー 寺 ご NN NN 


Rallye de France Alsace 


[ ラリ ー・ ド ・ フ ラン ス ・ ア ル ザ ス ] 落 WRC 開催 :2010 一 2014 年 


この ラリ 
WRC レギ ュ ラ ー 参 戦 か ら の “引退 
と し て 特別 な プラ ッ ク & ゴ ー ル ド の カラ ー リ 


| < 道 く スナ よ | マ る も 
シ り を な テテ | う 実 ルッ “ 開 
ョ に と い [が に 際 破 ク 穴 い 
ン しり " ジ 規 路 の 損 用 に て 
豊 あべ は 則 面 と に タ ド い 
か 路 え | 呈 湖 N 呈 よ イプ る 
。 面 す ス W し フク ろ リ ヤン 廃 
n も 一路 R < ラ パ は と 道 
街 コ タ 面 C 続 ツ 日 ン リ 沙 の 
地 | | が で く ト 本 クム ちょ よ 
を ナマ 未 は よ で の は 落 れ う 
走 | ツ ッ 舗 実 う 一 免 ち ば な 
り も ク 装 は な 石 般 れ や ス 
抜 実 一 路 そ タ 的 な サ 華 テ 
け に と で れ |I 左 な い イ 砂 1 
た バ ひ は ほ マ と 峠 " ド な ジ 
分 ど な ど と ツ コ 人 道 | 家 や 
くく いい ク ク | の ォ | あ 
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Rally Ireland 


[ ラリ ー・ ア イル ラン ド ] 芳 WRC 開催 :2007、 2009 年 


雨 と 泥 。 まさ に “ター マッ ク 版 の ラリ ー・ グ レー トブ リ テ ン 


か つて 紛争 状態 に あっ た 南北 アイ ル 
ラン ド の 関係 改善 を テー マ に 掲げ 、 両 国 に ステ ー ジ を 
設定 。 全 体 的 に 道幅 が 非常 に 狭く 、 石 を 積ん だ 壁 が す 
ぐ 近 くま で 迫り 、 し か も 路面 は アッ プ ダ ウン が 激しく 
バン ピー と 、 少 し の ミス も 許さ れ な い 難 易 度 の 高い タ 
ー マ ッ クラ リー だ っ た 。 し か も 、 ラ リー が 開催 され た 
冬季 は 雨 が 非常 に 多く 、 コ ー ス サイ ド か ら 流 れ 出 た 土 
で 路面 は 泥まみれ に 。 降雪 の 可能 性 が な い に も か か わ 
ら ず 、 エ マー ジェ ン シ ー と し て 急 逮 用 意 さ れ た スノー 
タイ ヤ を 装着 し て 走っ た 選手 も いた ほど だ 。 

ステ ー ジ や コン ディ ショ ン の トリ ッ 
キー さか ら “ター マッ ク 版 の ラリ ー・ グ レー トブ リ テ 
ン ” と いう キャ ラ が 確立 し た が 、 開 催 申 請 し て いた 
2011 年 大 会 が WRC カレ ンダ ー 入 り の 選考 に 漏れ 、 そ 
こ で ラリ ー・ ア イル ラン ド そ の も の が 終 交 を 迎え た 。 
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ター マッ クラ リー の 代名詞 。 残念 な が ら 現在 は 開催 休止 中 


芽 7Y7 剛 「 ツ ー ル ・ ド ・ コ ルス 』 は 、 地 中 海 に 浮 な い の が 特徴 。 海 央 沿い の ステ ー ジ は 風光 明 婚 で 非常 に 美 を 3 
か ぶ フ ラン ス の コル シカ 島 が 舞台 の ター マッ クラ リー。 し い が 、 断 崖 絶壁 の コー ナー も 多く 、 ド ライ バー の 心理 的 ーー 
1956 年 に 初め て 開催 され 、WRC 初 年 度 の 73 年 か ら シ リー プレ ッ シ ャ ー は 大 きい 。『 ブ ロー クン ・ タ ー マ ッ ク ]」 と 呈 人 時 条 ee ょ 和 ま > % > 


2 テー ン 


ズ に 組み 込ま れる な ど 、 長 い 歴史 と 高い 人 気 を 誇っ て いた 。 ば れる 、 老 朽 化 に より 荒れ た 路面 も 多く 、 路 肩 の エッ ジャ デー -- 
か つて は 島 の 非常 に 広い 範囲 を 走行 し 、 そ れ が 大 会 名 の 由 路面 の 次 で パン ク す る マシ ン も 少な く な か っ た 。 ーー ーー 
来 で ある 。 し か し 、 近 年 は 走行 範囲 が か な り 狭 まっ て いた 。 2019 年 大 会 を 最後 に 、WRC の カレ ンダ ー 人 


ステ ー ジ は 全体 的 に 道幅 が 狭く 、 羊 腸 の か ら は 外れ て いる 。 そ し て WRC の フラ ンス 大 会 自体 が 22 二 ーー 還 の 
ご と く ツ イス ティ な コー ナー が 続き 、 直 線 区 間 が ほとん ど 年 も 行なわ れ な い 事 態 と な か っ て いる 。 ーー 
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Rallye Deutschland_ 


[ ラリ ー・ ド イチ ュ ラ ント ] 芝 WRC 開催 :2002 一 2019 年 (2009 年 は 開催 な し ) 


ーー 


3 つの 異な る キャ ラク ター の ステ ー ジ 和 群 を 攻略 せよ に 


自動 車 王国 ドイ ツ で 初め て WRC が 開催 
され た の は 2002 年 と 、 比 較 的 最近 の こと 。 異な る エリ 
ア で 開催 され て いた 3 つの 国内 ラリ ー を 統合 し 、 ド イツ 
西部 の 古都 トリ ー ア を 中 心 と する 『 ラ リー・ ド イチ ュ ラ 
ント 』 が 誕生 し た 。 

還 E37 玉 玉 ステ ー ジ は エリ ア ご と に キャ ラク ター 
が 大 きく 異な る の が 特徴 で 、| 3 つの まっ た く 違 う ラ リ 
ー を 戦う よう な 感覚 だ |] と ドラ イ バ ー た ち は 言 う 。 メ イ 
ン と な る の は モー ゼル 河畔 に 広がる ブドウ 畑 内 の 道 。 ア 
ッ プ ダウ ン が 激しく 、 道 幅 は 極端 に 狭く 、 ツ イス ティ な 
コー ナー が 連続 する 。 『 パ ン ツ ァ ー プ ラッ テ 』 の 名 で 知 


1 本 の ステ ー ジ の 中 で も 変貌 する 「 千 の 路面 の ラリ ー』 ニー 


2021 年 に WRC の カレ ンダ ー に 加わ っ た 
『 ク ロア チア ・ ラ リー」』 は 、 タ ー マ ッ クイ ベン ト な が ら 『 千 


の 路面 の ラリ ー』 と 呼ば れる 。1 本 の ステ ー ジ の 中 で も 
路面 の 舎 装 状態 が 頻繁 に 変わ り 、。 コー ナー の 入口 と 出 晶 、 
イン 側 と アウ ト 側 で さえ 、 路面 コン ディ ショ ン が 変化 じ - 
グリ ッ プ が 激変 する こと も ある 。- ま た 、- イ ン 側 の 路肩 に 
タイ ヤ を 沙 と し て コー ナー を 直線 的 に 駆け 抜け る 3 イン 
カッ トド” が 可能 な ステ ニー ジン が 他 の ター マン クラ ガー 赤 太 


RI *Y 個 し し に コ 


Croatia Rally 守 


[ クロ ア チ ア ・ ラ 


2022 年 大 会 で は 大 雨 が 降り 、 た だ で さ 


られ る バウ ム ホ ー ル ダー 軍事 演習 場内 の ステ ー ジ も 非常 
に 個性 的 で 、 戦 車 の 操縦 訓練 の た め に 設け られ た コン ク 
リー ト の 道 は 、 と に か く 滑 りや すい 。 し か も 、 路 肩 に は 
戦車 の 腕輪 を 防ぐ た め の 『 ヒ ン ケ ル シ ュ タイ ン 』 と 呼ば -- 
れる 巨大 な プロ ッ ク が 多く 置か れ 、 そ れ に 当たっ て 大 破 - 
する マシ ン も 多かっ た 。 さ ら に 、 ご く 一 般 的 な 峠 道 の よ 
うな ステ ー ジ も 別 の エリ ア に は 設定 され て いた 。 

セバス チャ ン ・ ロ ー ブ が 8 連 還 を 飾る 


な ど 圧 倒 的 な 強 さ を 誇っ て いた ラリ ー だ っ た が 、。2019 。。 =- 


年 大 会 を 最後 に WRC と し て の 開催 は 途絶 を -- コ ドイ ツ に 
お いて も WRC 開催 が な い 状 態 と な っ て いる 。 
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リー ] 》 WRC 開催 :2021 年 ニニ ーー ニーーーーー 


に 多い た めこ 何 台 か の マシ ン が 走行 する と 路面 は 砂利 や 
土 に 覆 わ れ 非 常に ダー ティ ー に 。 その た め 出 走 順 が 遅い 
選手 た ち は 。 グラ ベル と 見 分 けが つか な いく らい 汚れ た 


路面 を 走ら な く て は な ら ず 、 出 走 順 が 遅い 選手 は か な り ご 凍 


不利 に な る 。 ーー 


え 滑 りや すい 路面 は さら に トリ ッ キ ー に な り 、 多 く の 選 
手 が 足 を すく われ た 。 
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Rally Monza 


[ ラリ ー・ モ ン ツ ァ ] 深 WRC 開催 :2020、 2021 年 


コロ ナ 宰 で ビン チ ヒ ッ ター 的 に WRC 開催 され た 「 ラ リー 祭り 」 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 が 初 
め て 世界 的 に 拡大 し た 2020 年 は 、 多 く の ラ リー 
が 開催 中 止 を 余儀 な くさ れ 、WRC は 危機 的 な イ 
ベン ト 不 足 の 状況 と な っ た 。 そ こ で 、 新 た な る イ 
ベン ト が 急速 カレ ンダ ー に 盛り 込ま れ た が 、 イ タ 
リア の 『 ラ リー・ モ ン ツ ァ 』 も その ひと つ で ある 。 
ミラ ノ 近 部 の モン ツァ ・ サ ー キ 
ッ ト を 中 心 に 開催 され る この ラリ ー は 、 以 前 か ら 
シー ズン オフ の お 祭り 的 な ラリ ー 風 イベ ント と し 
て 人 気 が あ っ た 。 そ れ を WRC 基準 で 開催 する た め 、 


古都 ベル ガ モ の 北部 に 設定 され て いた サー キッ ト 


Rallye Sanremo 


[ ラリ ー・ サ ン レ モ ] 攻 WRC 開催 :1973…2003 年 


WRC 開催 は 2003 年 が 最後 の クラ シッ クイ ベン ト 


2 7 分 か つて で 。 フ ラシン ス 
と 国境 を 接する リグ ー リ ア 州 の サン レモ を 中 心 と 
する 『 ラ リー・ サ ン レ モ 」』 が WRC の 一 戦 と し て 開催 
され て いた 。 初 開催 は 1928 年 と 長い 歴史 が あり 、 
73 年 の WRC 創立 初 年 度 か ら カ レン ダー に 含ま れ 、 
非常 に 高い 人 気 を 誇っ て いた 。 

サン レモ は も と も と 、 同 地域 の 
ター マッ ク と 、 ト スカ ー ナ 地方 の グラ ベル の 両 路 
面 を 走行 する “ミッ クス サー フェ スラ リー" だ っ 
た が 、97 年 大 会 か ら は 走行 範囲 を 狭め オー ル タ 
ー マ ッ クラ リー に 。 サ ン レ モ や サ ヴ ォ ー ナ の 裏山 


を 走る ステ ー ジ は 、 地 理 的 に ラリ ー・ モ ン テ カ ル 
ロ に 近い た め 道 の キャ ラク ター は 似 て いる 。 道幅 
は 概して 狭く 、 鋭 角 タ ー ン が 多く 、 秋 の 開催 の た 
め 一 部 の ステ ー ジ は 舗装 路 全 体 が 落ち 葉 に 覆 わ れ 
る な ど 、 非 常に トリ ッ キ ー な 面 も あっ た 。 

サン レモ で の WRC 開催 は 2003 年 
が 最後 と な り 、 イ タリ ア の WRC は グラ ベル イベ 
ント で ある ラリ ー・ イ タリ ア ・ サ ルディ 三 ア へ と 
引き 継が れ た 。 一 方 、 ラ リー・ サ ン レ モ 自 体 は イ 
タリ ア ・ ラ リー 選手 権 の 一 戦 と し て 開催 され 続け 
て いる 。 


| | 較 BELGIUM 


YpreS Rally 


[ イー プル ・ ラ リー ] 芝 WRC 開催 :2021 年 一 


ベル ギー 西部 の 農道 を 縦横 無尽 に 突っ 走る 


観客 が 多く 集い 、 非 常に 人 気 が 
高い に も か か わら ず WRC の カレ ンダ ー に 含ま れ 
な い ラ リー は 少な く な い が 、 ベ ルギー 西部 の 『 イ 
ーー グル ャ タラ リー あて の ひと うつ だ っ ら た 。 し が し 
2021 年 、 つ い に ベ ルギー で の WRC 初 開催 が 実現 
ce 

ステ ー ジ の 多く は 農道 で 、 道 幅 
は 全体 的 に 狭い が 直線 的 で 緩やか な コー ナー が 多 
いた め 、 ス ピー ド は か な り 乗 る 。 し か も 、 コ ー ス 
脇 に 排水 溝 が あっ た り 、 電 柱 が 迫る た め 、 わ ず か 
な ミス が 大 クラ ッシュ に つなが りや すい 。 路面 は 
畑 の 泥 で ラリ ー が 始ま る 前 か ら 既 に 汚れ て お り 、 

ラリ ー カ ー の 走行 に より 路面 が 少し クリ ー ン に な 
る 3 一 4 番手 の 出走 順 が 最も 有利 だ と され て いる 。 
た だ し 、 そ れ 以 降 は イン カッ ト に より 路肩 の 泥 や 


砂利 が 拉 き 出さ れ 、 さ ら に 不利 な 走行 条件 に な る 
な ど 、 踏 面 変 化 の 影響 は 大 きい 。 

2021 年 大 会 は 、 最 終日 を スパ ・ 
フラ ンコ ル シ ャ ン ・ サ ー キ ッ ト で 行なっ た が 、 移 
動 時 間 が か な り 長 く 選 手 か ら 不評 だ っ た た め 、 
22 年 大 会 で は 廃止 され た 。 


HYUNDAI 


外 の 山岳 ステ ー ジ が 大 幅 に 増やさ れ た 。 高地 で は 
降 婁 も あっ た た め 、「 ま る で モン テカ ル ロ の よう だ ] 
と 表現 する 選手 も 多かっ た 。 モ ン ツ ァ ・ サ ー キ ッ 
ト 内 の ステ ー ジ は 、 本 コー ス に 加え 、 い まや レー 
シン グ カ ー で は 走れ ぬ ほ ど 荒 れ た 目 コ ー ス の 伝説 
的 な バン ク も 走行 し 、 グ ラベ ル の 区 間 も 多 く 設 定 
され る な ど 、 非 常に ユニ ー ク な 構成 と され た 。 

2020 年 、21 年 と 2 年 連続 で WRC 
イベ ント と し て 開催 され た が 、 ピ ンチ ヒッ ター と 
し て の 役目 は ひと まず 終え 、22 年 は そもそも の 『 モ 
ン ツ ァ ・ ラ リー ショ ー』 と し て 11 月 に 行なわ れる 。 
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積雪 路 も 凍結 路 も ある が 基本 は ター 


必 A7 玉 私 悦 伝統 の 『 ラ リー・ モ ン テ カ ル ロ 』 は 
純粋 な ター マッ クラ リー と は 言え な い 。 路面 の へ 
ニース ほす ペ て ター マッ ク だ が 、 ア レン チア チル ヌス 
の 山岳 ステ ー ジ に は 一 部 に 積雪 区 間 も あ り 、 そ れ 
が この ラリ ー 最 大 の 特徴 で ある 。 


細か な サイ プ が 刻ま れ た スノー タイ ヤ 、 そ れ に 短 
い ス タッ ド (スパ イク ) が 打ち 込ま れ た スタ ッ ド 
タイ ヤ も 用 意 さ れ 、 ど の タイ ヤ を 使う か に より 勝 
負 が 決ま る 年 も も る た め 、『 タ イヤ ギャ ン ブ ル ラ 


通常 の ター マッ ク 用 タイ ヤ に 加え 、 


リー』 と も 呼ば れ て いる 。# 


Rallye Catalunya 


[ ラリ ー・ カ タル ー ニ ャ ] 六 WRC 開催 :1991 年 - 
(1994 年 は 世界 2 リッ ター 


選手 権 と し て 開催 、 2020 年 は 中 止 ) 


ハイ スピ ビー ド タ ー マ ッ ク ラ リー の 決定 版 


『 ラ リー・ カ タル ー ニ ャ 』 は 
スペ イン の カタ ルー ニャ 地方 が 舞台 と な り 、 世 界 
選手 権 イ ベン ト に は 開催 国名 を 冠 し た い FIA の 方 
針 に 則っ て 『 ラ リー・ ス ペイ ン (ラリ ー・ ド ・ エ 
スパ ー ニ ャ )』 と 呼ば れる こと も 多い 。 基 本 的 に 
は バル セロ ナ の 周辺 で 開催 され 、 過 去 に は グラ ベ 
ル と ター マッ ク が 混在 する ミッ クス サー フェ スラ 
リー た し て で も 、 あ る い ば ピ ュ ア ター マッ クラ リー 
と し て も 行なわ れ て きた 。 

スペ イン の ター マッ クス テー ジ 


全体 的 に 道幅 が 広く 、 中 高速 の 適度 な 曲率 の コ 
ー ナ ー が 多く 、 路 面 の 舗装 コン ディ ショ ン も 概ね 
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いい 。 そ の た め 、WRC の 中 で は 最も サー キッ ト 
に 近い 性 格 の ター マッ クラ リー と 言わ れ て いる 
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か つて ジル ・ パ ニッ ツィ が 競技 中 に プジョー 
206WRC で ドー ナッ ツタ ー ン を 披露 し た へ アピ 
ン ヨ ョ ヨー チ ナー も その ひと つ 。 最近 で ば は ラン ナパ ウト 
(ロー タリ ー) を グル グル と 回 る ポイ ント が ある 
ステ ー ジ 『 リ ウデ カニ エス 』 が 人 気 だ 。 


貫 雪 区 間 を 重視 し て ス 


Rallye Monte-Carlo 
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(1974 年 は 中 止 、 2009<201 1 年 は 非 WRC 戦 と し て 開催 ) 


マッ ク の 伝統 の 一 戦 


タッ ド タ イ ヤ を 選ぶ か 、 そ れ と も ドラ イ 区 間 で タ 
イム を 稼ぐ た め ス ノー また は スリ ッ ク で 行く か 、 
判断 は 非常 に 難し い 。 そ の た め 、 路 面 の コン ディ 
ショ ン 変 化 を 予想 し て 選手 に 伝え る “ノー トク ル 
ー” の 判断 も 勝負 に 大 きく 影響 する 。 ラ リー の ホ 
スト 国 は モナ コ だ が 、 ス テー ジ は 基本 的 に フラ ン 
ス 国 内 で 実施 され る (モナ コ の F1GP コー ス で シ 
ョ ー ト ステ ー ジ が 行なわ れ た こと も あっ た )。 
WRC 格式 で 開催 され た 大 会 で は 
セバス チャ ン ・ ロ ー ブ が 8 勝 を 、 セ バス チャ ン ・ 
オジ エ が 7 勝 を それ ぞ れ 飾っ て いる 
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を 主 開催 地域 と し た ラリ ー・ 

WRC 同和 了 和 4 
ダ 海岸 地域 を 主 と し た ラ 


、 バ ル セ ロ ナ の 北側 

ョ 8 ダ ャ ジラ パ が 
2005 年 か ら ド ゥ 
ー に 変わ っ た 。 
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堅 人 7 抽 I 払 悦 今 年 、 満 を 持 し て WRC に 復 
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開催 と な る 。 時期 的 に ステ ー ジ の 情報 は 未 公 
開 だ が 、WRC 開 催 の 予行 演習 イベ ント と し 
て 19 年 と 21 年 の 2 度 行なわ れ た 『 セ ント ラ 
ル ラ リー」』 に 、 そ の ヒン ト が 隠さ れ て いる 

愛知 県 と 岐阜 県 に 展開 する 
コー ス は 、 全 体 的 に 道幅 が 非常 に 狭く ツイ ス 
ティ 。 秋 の 終わ り の 開催 (2022 年 ラリ ー ジ 
ャ パン も 同じ ) で ある た め 道 に は 落ち 葉 が 多 
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[ セン トラ ル ラ リー ] 区 WRC 開催 : な し 


愛知 ・ 岐 阜 の 山間 部 が 、 つい に WRC の 舞台 に 


く あ り 、 そ れ が 朝露 で 濡れ る と 非常 に 滑り や 
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基本 的 な キャ ラク ター が 大 きく 変わ る こと は 
な い だ ろ う 。 
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ラリ ー と いう 競技 の 特徴 の ひひ と つ は 、 車両 整備 を 競技 時 間 の 中 に 組み 込ん で いる こと に ある 
WRC の 場合 、 最低 で も 3 日 間 に わ た る 戦い を 成り 立た せ 、 勝負 を 決定 づけ る 要因 と も な る !『 サー ビス 」』 の 世界 と は 
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2017 年 に WRC へ 復帰 し た 
トヨ タ も 、 サ ービス を 行 な 
う ワ ー ク スス ペー ス や ホス 
ピタ リティ スペ ー ス な ど を 
内 包 し た “建物 "スタ イル 
を 採用 。 た だ し 、 サ ービス 
スペ ー ス の 前 後 は 、 固 定式 
の 壁 で は な く 、 ビ ニー ルカ 
ー テ ン で 開閉 で きる タイ プ 
で 、 観 客 が サー ビス の 様子 
を よく 見 られ る よう 配慮 し 
て いる 。 


2000 年 代 と あま り 変 わら ぬ 
テン ト で サー ビス を 行なっ 
て いる の が M ス ポー ツ ・ フ 
ォ ー ド 。 技術 的 に も 資金 的 
に も フォ ー ド か とら 支援 を 受 
けつ つも 、 あ くま で 衝 立 
(自活 ) し て や っ て いか ね ば 
な ら な い 立 場 の チー ム で あ 
り 、 ヒ ョ ン デ や トヨ タ ほ ど 
の 予算 が な いと ころ が 、 こ 
の テン ト に 表れ て いる 。 だ 
か ら こ そ 、 昔 な が ら の ラリ 
ー チ ー ム らし さ が M ス ポー 
ツ に は 横 溢 し て いる 。 


ヒョン デ は 、 サ ービス サイ 
ト を 完全 に “建物” に し て 
し まい 、 そ の 中 に サー ビス 
を 行なう スペ ー ス を 設け た 
スタ イル を 上 真っ先 に 導入 し 
た 。 そ の 組み 立て や 分 解 、 運 
撤 に は 、 も ちろ ん 多大 な 労 
力 が 必要 に な る が 、 ス タッ 
フ た ち が か 気候 ・ 天 候 に 左右 
され ず に 作業 に あ た れ る メ 
リッ ト は 大 きい 。 た だ し 、 外 
か ら 有 眺め る 観客 に は 、 サ ー 
ビス の 様子 が よく 見 えな い 
の が 残念 。 
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| サー ビス 」 の 時 間 は こう 


ラリ ー で は 、 あ ら ゆ る 競技 行程 の 始ま り (入口 ) と 
終わ り (出口 ) に 、 各 車両 の 通過 時 刻 を チェ ッ ク す る 
『 タ イム コン トロ ー ル (TC)』 が 置か れ て いる 。 そ し 
て 各 車 両 に は 、 す べ て の TC に お いて 、「 こ こ は 何 時 何 
分 に 通過 し な さい | と いう 指定 通過 時 刻 が 与え られ て 
いる 。 ま た 、 ふ た つの TC の 間 の 目標 所 要 時 間 (ター 
ゲッ ト タ イ ム ) も 設け られ て いる 。 こ うし た こと は 、 
サー ビス に も 当て は まる 。 

今年 の ラリ ー・ フ ィ ン ラ ンド の デ 
イ 3 (土曜 日 ) 朝一 番 の 『 サ ービス 
E』 に お ける 、 1 番手 走 車 で あっ た 
M ス ポー ツ ・ フ ォ ー ド の アド リア ン 
・ フ ォ ル モー の 動き を 例 に 取っ て み 


Location 


経過 する 


終わ ら せ な けれ ば な ら な いわ け で ある 。 

朝一 番 の サー ビス で は 、 前 日 に 負っ た ダメ ー ジ を 修 
理 し 切れ て いな いよ うな ケー ス を 除け ば 、 最 新 の コン 
ディ ショ ン や 戦略 に 合わ せ た タ イヤ に つけ 替え 、 各 種 
機能 チェ ッ ク を 行なう 程度 の メニ ュー で 済ま され る 。 
ラリ ー・ フ ィ ン ラ ンド 『 サ ービス E』 で の フォ ル モ ー 
車 も 作業 は 予定 どおり に 進み 、 入 口 TC イ ン か ら 15 分 
後 の 6 時 20 分 に は 出口 TC に チェ ッ ク イ ン 。 タ イム 超 


SS dist 


Parc Ferme OUT - Service IN 


, Paviljonki 


Service OUT 


よう 。 フ ォ ル モー に 与え られ た 『 サ 
ービス E』 入口 TC の 指定 通過 時 刻 
は 午前 6 時 5 分 で あっ た 。 こ こ で コ ・ ド ライ バー の ア 
レク サン ドレ ・ コ リア が タイ ムカ ー ド の チェ ッ ク を 受 
ける や 否や 、 フ ォ ル モー は プー マ ・ ラ リー 1 を スタ ー 
ト さ せ 、 サ ービス パー ク 内 の アク セス ロー ド を 通っ て 
M ス ポー ツ ・ フ ォ ー ド の サー ビス サイ トム へ 移動 (今年 
か ら サ ービス パー ク 内 は ハイ ブリ ッ ド パワ ー の み で 走 
ら ね ば な ら な い )。 そ し て た どり 着く と 、 マ シン に は 
メカ ニッ ク た ち が 取 り 付 き 、 予 定 の 作業 メニ ュー が 人 行 
な われ て いっ た 。 

この 『 サ ービス E』 は ター ゲッ ト タ イ ム が 15 分 間 
の も の だ っ た が 、 そ れ は サー ビス パーク 入口 TC か ら 
出口 TC ま で に 与え られ た 時 間 。 つ まり 、 整 備 の 時 間 
だ け で な く 、 サ ービス パー ク 内 を 移動 する 時 間 (サー 
キッ ト で いえ ば ピッ トロ ー ド を 走行 し て いる 時 間 ) も 
含ま れ て いる の で あり 、 整 備 作業 自体 は その ぶん 短く 


過 に よる ペナ ル テ ィ な ど と 受け る こと な く 、 
前 の ルー プ へ と 向かっ て いっ た 。 
【 文 文 】 

た だ し 、 上 昨今 の WRC に お ける 30 分 間 や 45 分 間 の 長 
め の サ ービス は 、 各 車両 に そもそも 与え られ て いる 指 
定 通 過 時 刻 と は 多少 違う 時 刻 に サー ビス 入口 TC に チ 
ェ ッ クイ ン す る こと を 容認 し た 『 フ レキ シ サ ービス 』 
と 呼ば れる シス テム で 行なわ れる も の が 大 半 と な っ て 
いる 。 こ れ は 、 複 数 の マシ ン を 走ら せ て いる チー ム が 、 
それ ら の 車両 を 同時 に サー ビス で きる よう に する た め 
の 特別 措置 的 な シス テム だ 。 こ の 『 フ レキ シ サ ービス 』 
に より 、 各 チー ム の いく ら か の スタ ッ フ は 複数 の 車両 
を 掛け 持ち で 担当 で きる よう に な り 、 ひ いて は ラリ ー 
現場 に 参加 する スタ ッ フ 数 の 抑制 = ミコ スト 抑制 が 果 た 
され て いる 。 


この 日 の 午 


固定 式 と な っ て 久しい サー ビス パー ク 


各 チ ー ム 大 型 化 し 特色 を 打ち 出す 
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人 4 ラリ ー・ フ ィ ン ラ ンド の 
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Pos. No. Driver / Co-Driver Car Time / Diff from 1st 
1 69  K.Rovanpera / 」. Halttunen Toyota GR Yaris Rally1 3:44'19"2 
2 33  E.Evans / S. Martin Toyota GR Yaris Rally1 15"2 
2 6  D.Sordo / C. Carrera Hyundai i20 N Rally1 MM3 


Gravel | SS: 21 (338.34 km) | Total Distance: 1522.89 km 
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順位 ポイ ント : 1 位 25 点 、 2 位 18 点 、 3 位 15 点 、 4 位 12 点 、 5 位 10 点 、6 位 8 点 、7 位 6 点 、8 位 4 点 、9 位 2 点 、10 位 1 点 


パワ ー ス テー ジ ポ イン ト : 1 番手 5 点 、 2 番手 4 点 、 3 番手 3 点 、 4 番手 2 点 、 5 番手 1 点 
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Hyundaii20 N Rally1 
Toyota GR Yaris Rally1 
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O. Tanak / M. Jarveoja 
K. Rovanpera / J. Halttunen 
E. Lappi / J. Ferm 
K.Koga 


Ne# 
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終日 を 迎え た 時 点 で トッ プ の タナ ッ ク と 2 番手 ロバ ン ペ ラ の 差 は 8.4 秒 。 リス ク 回 避 の 策 
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サフ ァ リ & フ ィ ン ラ ンド 向け テス ト の 巻 


トッ プ カ テ ゴリ ー の モー ター スポ ー ツ に テス ト は 付き 物 
基本 的 に 一 般 公道 を コー ス に 使用 する WRC の 場合 
ラリ ー の 開催 地 で 事前 テス ト は で き な い た め 
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普通 は メデ ィ ア が 入る こと は な い 

だ が 、 この 古人 次 敬 介 と いう 人 は 、 
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Photo S&S Text @ 古 貨 辿 介 (Keisuke KOoga) 


サフ ァ リ ・ ラ リー の 悪名 高き パウ ダー 状 路面 『 フ ェ シ ュ フ ェ シ ュ 』 を 走 
破 す る た め 、 ポ ルト ガル の テス ト で も あえ て 土 煙 が も う も うと 上 が る 踏 
癌 を 情 語 叩 ス 。 土 煙 で 前 が まっ ゃ た 内 0N く な る よう な ン ニ ニン も の っ 7 


の HFP も 違 る 業 前 中 * 
NG82T ーー 2 お つ つ 26 (に ュ 肌 
9 い ReP プ 」 張 、 朝 
ON カテ デン 中 が な りか 』 開 " 滞 
要 生 時 e 生 ち トッ アタ 享 で わ 付 ら さ 
9Y ど の eg デリ は a 二 較 人 の 史 れ 、W 
開 こ 様 り ス | 且 中 謗 WC て まで に -R 
ee で 子 祭 ト 編 2 い い で Aa い 
れ  ~ が. 上 2 語 間 "し サ る れ 6 
て い 2 還 旨 に の . は 請 孤 癌 語 
お つ 作 2 記 行こ ES の デ 
6 還 旨 及 革 な -、 栄 MG ビビ 
避 議 ee に 本 』 わ 題 還 MSRMMG リ け フラ スズ 
に 重用 M 半 2 了 二 上 且 人 座 *w よ | リ は 
僕 。 か 。、 ド 。 国 則 絡 いま uo 8LS802 RA 
こと さ サ 関 才 こ ス も な ス 期 般 
い 4 弟 陳 只 デフ の う 人 EDe20 の 2] 條 2 


X1 ト で ト し め S 忌 SS 公 還 本 KG や 
語 Y0 で で っ" 

つ 忌 つ 企 回 の (て 町 尺 ・ 民 代 
REOR23 SS TSN SE32 一 
I ト K 選 届 評 つや で 色 で | の っ う 心 必 
で つう っ 宙 維 過 お 束 ” 受 と 〇 個 き 話 
IN ユー・ モ ミー ドミ 6 鐵 較 ′" NGS 団 
m け 態 理 人 も で te トス ・ 必 ユー リロ 
選 ト に て 的 共 ミー て ミレ を NN うり っ 
SG や 1 pt 柳 く し | 國 超 
づつ” 」 ト ユー 股 に o 近 ロ ふ ミ セレ ルト 
K テ お で て 選 皿 下 つ 7 

I ト Kー ホ マー 公 人 SNeG や ” 受 と 〇 篤 
CS で で で 吉 箕 @ モ ミー て 臣 羽 公 べ で "性 


宮 け 抱 問 で で さ KK へ @ 選 宮 H ス ト " 


酔 則 條 Yo で や 唄 庄 足 公 候 )” 且 底 
OG 臣 吟 公 Q 四 選 つ 民 日 ミ N ヾ で へ ・ 日 
く と へ K 公 選 必 の と エス K・I ト ユー ジコ G 
I ト Kー ド ボー ロリ 骨 ひし っ” Q 思 操 し 
き 呈 還 り で さ Ii い ユー 和久 ひ し っ り 
Jp 尽 忌 で で 生 ) で 刀 ン 区 で 叫 衝 
芽 尺 品 り 本? 且 と の 4iN で ミー 


IN さく ヘー コト ベ て G 爺 織 


JJ ウ 介 で 刀 S レ 『N さ て で く ヘー トト 
KS で を う 突 臣 本 KG っ J)” 
IN ユー リロ 選 む 如 崩 握 I ト K て し 坦 N9T 
ーK へ KG 配 避 8。 ルレ ル A へ 6G マ ー ハ 
^ ふ で 演 べ 表 門松 Ke 選 S@ 掲 Ei ト K 
SS で で hG 人 S) ペー 人 K 和 へ 公選 6 で 
ウレ つ 心 っ )” IN ユー リロ 選 し や 公 ー 
トト STNAIPGSCTN さ で を ヘー イト KK て 公 
し や この SF くい 

人 か ペーK へ G 聡 <m 琵 Uo 忠 ペ 放 せ 
ーーQ 国 配 G そ へ ペー く ミー 彼 


067 auto Sport 


朝 9 時 か ら 夕 方 6 時 ご ろ ま で 
昼食 を 除い て 働き っ ぱな し 

それ が 4 日 間 続 く 

ラリ ー 本 番 よ り 大 変 か も し れ な い 


調整 


ロ 


PB か ら 
更 で き な い 。 


本 
ト y4 
日 


まれ な り に 作業 時 
変 


本 7 か つて に しま の た の 
は 


2) 


ュー 


【 


上 li ド に = 関し て は 
士 


|  。 宮 2 リン ンク 


S 
*J 
や 
で ご 
/O 
所 
玉 
0 
ト 
人 ト 
| 
ぶ 


ヾ 脳 
ト 敵 
2 に 2 
や 十 
GS 
へ し 
] ト 6 
INNSS 
世 !J 
設 公 
届 
的 


レー トド ト < OSK の Pa 
フ を 降ろ し て 作業 する 必要 


比較 的 簡単 に 外 
eX 丘 2 リ ク ンション ブ 
が あり 、 


【 


2 


も 帯同 し 


VS し と 


分 析 す る の は 木戸 真 


' 
を ミ 胡 JG 目 油 届 毅 了 心 っ 心 
届 軸 や さか SS テモ エロ / 志 后 則 S 
へ 塞 7 。 回 K ぐ で 釧 生 し ふ つ 如 中 
TSG し へ 講 コ 由 届 朋 十 陵 へ し 継 や 
S ふ Sp 抽選 h べ ペ NG 屯 臣 CNG 
へ へ 回 SSG ゼ で 接 ホ さ 束 / を ャ | 
信 ユ 揚 古 ぶ で ぐ っ し 志 | 交会 Kp 了 胡 ミ 
AKG へ ヘレ つの 中 |GG 。y 節 
HI ト | 選 ト 江 つ 馬 ( 逗 公 くく で の 式 電 土 
。K へ A 毅 日 補 殺 班 性 | へ 必ず の 咽 ho 
ト / キ G 公 ル 思 1 せ 換 尿 約 り ロ 1 
2 旨い NO D い て 1J 
篤人 S 人 信和 々 HH7A へ A 咽 心 下 電 も る 箕 廿 
へ へ SS ね セ 也 人 色 計 じじ っ ti@ 志 り 了 屯 GEG 
日 mlG 導 ヘス ーー コマ 坦 妃 華 夢 レ ヘ へ 
1 へ mm ロレ ゼ ハ H ヒ に KtG し CRK 刀 世 人 


ー 本 番 だ け で な く テ スト (【 


上 ) 3 過 鐘 エグ 
デー タ を 管理 、 


坦 シ SIh ユ ー ツ トド ト に K て 間 選 回 串 束 
さ 國 本 は KOT NG 妨 S 箇 トー ふ 
K ホ ー ズ ゼ ” I ト ユー ロゴ 只 村 hG で 々 へ 
一 芽 紹 JI ト K て 和英 項 GQ ロ 本 公 で で し 
っ nt9S 選民 唱 維 祥 和 KeH AA 中 ト や 
っ じ ′ 区 拓 ロ 所 ON 

っ 抽 く KJI ト K て 6 
ささ る で ン さ ひし レス St” 的 絡 T 
K て 選 に St@ 如 SS” 結 証 @ 咽 状 I ト KK て 
思 半 尺 遺 中 人 で し っ 66 忌 や Q” 環 恨 所 
リド ilHNE ト そ モト ドー ホース 
ユーー 客 表 つじ し 臼 吐 刺 幅 篤 | 所 お 
IN ト K 玖 NGIJ う J 公 4ONG" ヒビ の 6 
U NXINRSH IS へ SN おく 
IN w つ レル AA 羽入 昌 ト セ KO や く KK 
下 て へ ・ 末 人 日 公 日 お く 條 ボ ・IN 人 や 


So で "トト J で ロビ の ビ 江 ーー 公 昌 H 
代 さ ーA ル つじ 忘 ホ ー ズ 避 っ 6 交 
田 幅 | ド 尽 で” 咽 覆 さき 呈 功 は で や 
時 トト K 取 に で で で hG 

ト J) ト J ウ や うい 本 滑り NeG 忌 ” 且 
〇 し ゼー ロト く 隊 寺 6I ト KK て 人 細 
志和 0 で し レス っ AG の ろう 心 JJ7 企 ヘ ペー 人 入 
ト 基 合い トト I( ま IN 民 ) で ョ 1 ロ 
ーー 心 ハ ーー” 呈 性 6 博 操 I ト ベー ゼ 
起 S じ っ っ ? NG 妃 S IN ユー 
@GK ト ー 公 し te や 上 っ 珈 旬 思 
ー ロ か くじ 庫 つ レト に て Ke や 
RS NG 褒 恨 お 了 刀 や トイ て ト トロ 
0 マン 豆 一生 t@ て 叫 失 もい トコ 軌 恨 
SI ト K て ミー ミ 怪 舌 し に S ト J 
っ) けつ ^ し OO 定 INN し 7 全 公 羽 ン " 
や つ し か ポー ペーKNINS 人 へ 自公 SNO 
I ト K て お マー て K た へ 民喜 
ト 咽 で で し っ 7 

I ト Kー ロ ー ド K 咽 義 o ほ 拓 完 @ 路 0 
し 臣 つ ローK 電 聖 や 早 つ 中 務め 所 ne 
S” 提 C じ し っ te で 避 交 回 公 人 で で し 
つむ で さ ケ InN マ で 一 公務 だ ビレ つ 6 
いさ htQG も "人 針 持 ローK 選 押 w 
N9 ト J ュ JJpD” 468。 m 還 1J)) リ ロー に K 寺 
Np セ ht 

H く AKII)S ロ ーK ぜ も おい トド ト ユ 
6 六 四 KI ト ー 公 つやの 振 し っ t@ っ り 昭 
(ぐふ ミル ロリ で し せ ゼ SS エ さぶ ト ST 
ー ド に 詳 概 六 J” 妨 公 IJNMI ト K て 選 
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父親 と 一 緒 に いる と き の カ ッ 
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スト 3 日 目 に 走っ た の は 勝田 


に もの 
も 、 勝 田 の コメ ント に 真剣 に 耳 を 傾け て いた 。 勝田 の テス ト 時 ( 
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SSS ト エレ で 還 羽 G 連 下 | ト スス 人 へ セ hG 
UE へ NN ID 
いり 二 r2NSNN GS うっ ぐつ) に Y < 直 計 旦 
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QA 1IKk 区 さっ し へ を の ぐ 到 晶 
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3 設 H6 し 出陣 的 つじ っ hG” VS 公 さき 
忠志 ン SG 公 で Ke 棚 演 " in ユー 
医 四 パ や 閑 概 人 p つ で さっ" 
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SN ユ ロ ーー や や JJ)) う ) 概 re 
っ で "時 殖 く YO で IN ユー コロ 8” や 
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ユー 六 四 じ し ば で 選 ン (で で ン StG っ J 
っ 心 !J ュ Jp” TA1 ト で TAG 押 p 
RM つ ” SNe 曲 机 " 扱 己 加 GR っ や 公 
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冷却 水 が 漏れ る と 
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ダメ ー ジ を 与 
いう 問題 が 起き た 。 テ スト の 現場 で 対策 を 施 そう 
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ポル ト ガ ル で の テス ト で 
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フラッツ 0 
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ント バン パー 開口 
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アポン ノコ 
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邊 TGR ケビン ・ シ ュ ト レイ フ 
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画 画 
gw 


よ 。 こん な に 多く 
問題 が 起こ る テス ト に 取材 に 来る な ん て ね 。 


2 る く 
IN CO 代 SKGO で 
・ 競 静 せ セ 
K 僚 し 中 

WAN SS レ ド N 
と | つっ 所 も 5!J 

5 トト や へ 呈 く 1J 
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SG_/ ふ 
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し じ 舞 呈 ふつ や し ん 選 。 
・ , 争 寺 固 ホ き で さら 
K 避 賠 じ 4 へ 徳 し て S 
さい ト つ で R ハ や ロ つ て で 
と 有 品 日 人 る X ル 半 下 て ちら つ 
5 へ ハ 心 写 塞 Es の 
SG 心 選 氏 去 人 四 や 立 二 公 
し ぶ ー 瑞 的 つ 旬 郁 赴 、 で 
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時 敵 No 必 SSS で GS せ 刀 つつ 公 りら 向 
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ENDLESS を 使う 理由 
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Yaris Rally1 で 実際 に 使わ れ た ENDLESS の パッ ド と 、 
同 車 用 の 新品 ロー ター (と も に ター マッ ク 用 )。 ロ ー 
ター を よく 見 る と 、 同 じ 「E」 マー ク で も ロー ター 外 
側 の ほう が 大 きく な っ て いる 。 


代表 取締 役 会 
花 里 功 さん 


K.Sawada 


K.Sawada 


ENDLESS Brake 
Technology Europe AB 


ルー カス ・ ニ ラン ド さ ん 


営業 部 取締 役 本 部 長 
稲本 隆之 さん 


K.Sawada 


RC の トッ プ カ テ ゴリ ー に お ける ブレ ー キ 
W シス テム へ の 負担 は 、 ハ イブ リッ ド シ ス テ 
ム 搭 載 の Rally1 時 代 突 入 で さら に 増し て き て いる 
その 中 で 、Rally1 の マニ ュ フ ァ ク チャ ラー 全 3 社 
か ら パ ッ ド の “指名 " を 受け て いる の が 、 競 技 ・ 
ー ツ 用 ブレ ー キ の 総合 メー カーENDLESS だ 。 
「 タ ー マ ッ ク な ら 、 ト ッ プ スピ ー ド か ら の 減速 G 
で ロー ター 温度 は 一 気 に 700 一 800 度 くら いま で 
上 が り 、 フ ル 加 速 で 急激 に 冷え て …… の 繰り 返し 
90 度 コー ナー が 連続 する よう 
な ドイ ツ は 特に キツ イ 。 ブ レー 
キメ ー カ ー に と っ て ラリ ー は も 
と も と タフ | と “前 提 条 件 ” を 
話し て くれ た の は 、 欧 州 を 拠点 
に 日 本 と の 営業 & 技 術 レ アゾ ン 
を 務め る 、 エ ンド レス ・ ブ レー キ ・ テ クノ ロジ ー 
・ ヨ ー ロ ッ パ AB の CEO ル ー カ ス ・ ニ ラン ド さ ん 。 
今季 は 発進 直後 か ら ハ イブ リッ ドブ ー ス ト が か 
か る よう に も な っ た 。「 1 個 目 の コー ナー まで の 
スズ スピード が 上 上 がり まし た 。 ドラ イ バ ー と し て は 
全 に 冷え た 状態 で も マキ シマ ム バ イト が ほし い 。 
グフ 5 に ウーン ク 用 と で は 特性 も か な り 異 
な り ま す が 、 ど ちら も ドラ イ バ ー が 最も 求め る の 
は コン トロ ー ル 性 で 、 初 期 制 動 も そこ に 含ま れ ま 
効い て ほし い タ イミ ング で 効き が 立ち 上 が る 
も の か が 必要 。 制 動力 が 足り な いと 、 踏 み 足 し て 後 
か ら 立 ち 上 が っ て き て 、 想 定 外 の 効き 方 に な る こ 


K. SaWada 


と も ある 。 今季 は 回 生 が 絡み ます し 、 そ こ は ド ラ 
イ バ ー が 試行 錯誤 し て いる と ころ だ と 思い ます 」 
(エン ドレ ス 堂 業 部 取締 役 本 部 長 の 稲本 隆之 さん )。 
トヨ タ へ は 今季 か ら ロ ー タ ー の 供給 も 開始 し た 。 
「 ラ リー 用 で は 、 新 井 敏 弘 選 手 が 欧 州 式 の 左足 ブ 
レー キ を 日 本 で 始め た と き 、 重 い Gr.N 車 両 で 700 
度 を 超え る か ら 大 変 だ と いう こと で 、 キ ャ リ ペ パー 
開発 を 始め た と ころ が 出発 点 . ベ ンチ も さん ざん 
回 し まし た ( 笑 )。 そ こ で の ノウ ハウ も Yaris 


「E ス リッ ト 」 の 「E」 を "反転 " 
同時 に 外側 の E を 大 きく し 
バイ ト 感 を アッ プ 


Rally1 用 ロー ター に 盛り 込ん で いま す 。 細 か い 部 
分 は お 話し で きま せん が 、 た と えば 『E』 ス リッ 
ト で は 、 回 転 方 向 に 対し て 『 ヨ 』 で 当たる よう に 
ター マッ ク 用 と グラ ベル 用 で 径 が 違う こ 

に 対し て 大 き さ や 置き 方 を 変え た りす る こと で 、 
ご mmー ド ーー 
ら や り ま し ょ うと いう お 話 を いた だ いて か ら 3 年 
間取り 組ん で き て 、 開 発 も だ いぶ 進み まし た が 、 
まだ 探り 中 の 部 分 も ある 。 さ ら な る 進化 で 応え て 
いき た いで すね 」 (代表 取締 役 会 長 花 里 功 さ ん ) 
ENDLESS は WRC で “勝て る ブレ ー キ "の ス 
タン ダー ド と な っ て いる の だ 。 
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華 肌 に 変身 


Tex 人 高安 丈 太郎 (Jotaro Takayasu) 
Photo @ 高橋 浩二 (Koji Takahashi) Belkits 


は じ め 、 小 さ な ス ポン サー ロゴ な ど 
精度 、 発 色 と も に 良い の で 、 ひ 


と 手間 か ける 価値 は 充分 ある 。 レン 


較 レ ジ モ デ ル は デカ ー ル を 中 心 に ディ テー ル ア ッ 
プ パ ー ツ を 製作 する メー カー。 取り 扱う ショ ッ プ 
に よる が 、 価 格 は 3000 円 前 後 。 還 リヤ バン パー の 
赤 は クレ オス の シャ イン レッ ド 。 ス トラ イプ と 車 
体 後部 の ロス マン ズブ ルー は 同じ クレ オス の ブル 
ー を ベー ス に 塗料 を 調合 。 一 キッ ト は 3 種類 の ホ 


サー ド バ パー ティ 製 デ カー ル で 


ロス マン ズ オペ ル マン タ 400 #7 1983 年 ラリ ー・ サ ン レ モ 


ベル キッ ト の オペ ル マン タ 400 は 、 ス トレ ー ト に 組め ば 
ギ ・ フ レク ラン が ステ アリ ング を 握っ た 1984 年 の ツー ル 
・ ド ・ コ ルス 仕様 が で きる 。 オ ペル ワー クス の カラ ー リ ン 
グ も シッ ク で 魅力 的 だ が 、 今 回 は チェ コ の REJ| Model 
(レジ モデ ル ) の 別売 り デ カー ル を 使っ て 83 年 の サン レモ 
で 4 位 に 入っ た ロス マン ズ カ ラー の トイ ボネ ン 車 に 外 

装 を 大 変身 させ た 。 車体 の スト ライ ブ は 金 、 白 、 
赤 の 3 色 だ け で ブル ー は 塗装 で 仕上 げ る 
と いう 構成 。「ROTHMANS」 の 文字 を 


間 。--"~ ーー{'{'{† え RS 
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か ら 近 年 まで 、 幅 広 ーー 
い 年 代 の ラリ ー カ ー 
の プラ モデ ル を リリ ムー 


ー ス する ベル ギー の 
の 生 。 
教材 社 が 日 本 総代 理 
店 を 務め る 。 


@ ベ ー ス キッ ト :1/24 BELKITS No.8 ツー ル ・ ド ・ コ ルス 1984 念 7260 円 (税込 ) 


イー が 用 臣 計 訂 百 WW る (5 本 スポ ー ク 、 メ ッ シ 
ミ 、 ロ プ 雪 罰 8 間 隊 拉 2 前 中 で は ミッ クス の 
63 年 サン レモ で の タ 仁 se の 2 トド ジ シビ ピン ャ な ロナ 
ー ル を チョ イス し た 。 田 フロ ント グリ ル は 、 ノ ー 
マル と 4 連 ラ ンプ ポッ ド 付 き の 2 種類 が 用 意 さ れ 
て いる が 、 今 回 は ノー マル グリ ル で 仕上 げた 。 


K. Takahashi 
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愛知 県 新城 市 
MaV3 新城 SS 
し て も 使用 され る 
の ン 5 才 / ま サー ビス パー 
グ の ケッ ト は Day1 一 4 
分 で 、 各 日 7,500 円 (子供 


シベ の EC 2 0 二 シ ン 25 00) 
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愛知 県 岡崎 市 

DaV3 額田 SS 

Rally Japan オ リ ジ ナ ル の 手ぬぐい を 5 
名 様 に 
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明らか に な っ た の は 9 つの SS。 岡崎 で は 河川 敷 で の 設定 も 


チケ ッ ト 発 売 に 合わ せ て 明か され た コー ス 設 
定 。 当 初 の 想定 か ら ズ レ る こと は な く 、 愛 知 県 
と 岐阜 県 の 6 つの 市 町 に 各 SS が 置か れる こと 
と な っ た 。 そ の 大 半 は テス トイ ベン ト で も 使用 
され た コー ス だ っ た た め 、 岡 崎 の 河川 敷 SS は ( 池 人 財 の 
目 を 引く も の と な っ て いる 。 ま た 、 追 加 で SS | 5 ' 鞍 ケ 池 ス マー ト IC 
の 走行 スケ ジュ ー ル も 公表 され た 。SS1 は ナイ | 生 四 ス タ ジ ァ ム 
ト セ ッ シ ョ ン と な り 、Rally Japan は 幻想 的 な 
夫 半 気 の 中 で スタ 主 ボ で 0 2 に と 2 
れ ら 最新 情報 は 、 ま ず オ フィ シャ ル サ イ ト に 上 
人 AO 開催 初日 は 鞍 ケ 池 公園 内 の SS1 の み 。 走 行 は 17 時 43 分 か ら で 、 ナ イト セッ ショ ン と 


https://rally-japan.jp 4 1 な る 。 園 内 の 道路 を 使う た め 低速 コー ナー が 主体 と な る が 、 そ れ で も 最新 ラリ ー 1 
11 月 10 日 ( 木 ) シン の パワ ー 感 と 強力 な トラ クシ ョ ン 性 能 を 垣 問 見 る こと は 可能 だ 。 


較 ケ 池 SS 
豊田 勘 八 IC 


豊田 スタ ジア ム 
ドリ 豊田 東 JCT 


laVZ 11 月 11 日 ( 金 ) 


3 カ所 計 6SS が 設定 され た Day2。 本 格 的 な 林道 SS が 始 
まり タイ ト で 曲がり くね っ た 道 が 連続 する た め 、 2 日 
目 に し て 優勝 候補 が 絞ら れる 可能 性 が 高い 。 観 戦 ポ イ 
ジ 人 RIGNIG 用 の の | 直 月 に 生ま 二 1 の の 
ィ な 林道 、 高 原 の 高 速 コ ー ス と バラ エ テ ィ に 富む 。 


] 豊田 ス タ ジ ア ム 


表 届 財 弄 的 油 
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ゴ OC て 澤田 隊 


11 月 12 日 土 ) 3V3 


2019 年 の セン トラ ル ラ リー に 出場 し た 勝田 貴 元 操る ヤ 
リス WRC の オン ボー ド 映 像 が 公開 され 、 そ の 速度 で 衝 
撃 を 与え た の が 三河 湖 SS 。Day3 は 林道 と 市 街 の ミッ 
クス コー ス も あり 、 ア クセ ル ベ べた 踏み の 長い 直線 も 多 
数 出現 。 岡 崎 の 河川 敷 は 唯一 グラ ベル の スー パーSS。 の 


」 岡崎 公園 


laV4 最終 戦 の 最終 日 と いう こと で 、 仮 に タイ トル 争い が も つれ 込む と 、 ラ スト 5 つの SS で は と ん で も な い ア タッ ク 合 戦 が 繰り 広げ られ る 。 
11 月 13 日 (日 ) 舞台 は 岐阜 県 の 林道 主体 で 、 パ ワー ステ ー ジ と な る 最終 SS19 に て 愛知 県 豊田 市 に 移動 。 パワ ー ス テー ジ の 表彰 は 元気 村 に て 行なわ れる 。 
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モー ター スポ ー ツ に お ける 新た な 歴史 の 1 ペー ジ が 開か れ た と 言っ た ら 大 げ さ だ ろう か 
GR86/BRZ Cup の 記念 すべ き 開 幕 戦 が 富士 スピ ビー ドウ ェ イ で 開催 され た 

エン トリ ー 台 数 は プロ フェ ッ シ ョ ナル シリ ー ズ 39 台 と クラ ブ マ ン シ リ ー ズ 50 台 の 合計 89 台 
奇しくも 2013 年 7 月 の 86/BRZ Race 開 幕 戦 と ほぼ 同じ 台数 が 集まっ た 

GR86/BRZ Cup は 86/BRZ Race の 後継 カテ ゴリ ー に あたる が 

新しい レー ス フ ォ ー マ ッ ト が 与え られ て いる 

エン トラ ント に と っ て 未知 の 部 分 が 非常 に 多かっ た は ず だ が 

100 台 近く の GR86 と BRZ が 集まっ た の は 期待 の 表れ に ほか な ら な い 

決勝 レー ス で は 86/BRZ Race に 勝る と も 劣ら な い 激 し い バ トル が 随所 で 繰り 広げ られ た が 
特筆 すべ き は 指定 / 認 定 部 品 に よる 改造 範囲 の 拡大 (プロ フェ ッ シ ョ ナル シリ ー ズ ) や 

ワン メイ クタ イヤ の 採用 (クラ ブ マ ン シ リ ー ズ ) な ど 、 新た な 施策 を 取り 入れ た こと 

PR ファ ン と 一 緒 に レー ス を 盛り 上 げ る た め の 取 り 組 み も 始ま っ て いる 
GR86/BRZ Cup は これ まで の 常識 に と りら われ すず す 、 新た な ステ ー ジ へ 向け て の 歩み を 始め た 
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認 入 すべ き 益 誠 衣 の クア ナー 
谷 刀 請 郊 (プロ フェ ッ シ ョ ナノ ル ) と 
女 彦 究 ( ク ラブ マン シソ 
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顧客 の 


エン トラ ント の 多く を 占め る トヨ タ 販 売店 

チー ム 。 近年 で は 自社 参戦 に 加え 、 

車両 を サポ ー ト する チー ム が 増え た 。 社員 
売店 も 。 


研修 な ど で 活 用 する 販 
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0 4265mm/1775mm/1300mm 加 を G そ 車 | す 尽 1、 ス 後 つ 立 を ス 購 | 装 
iT ーー 全 具 の 四 人 る 区 、 革 衣 名取 の ムシ を ( コ 

ーー 一 名 0 骨 人 里 レ 後 ツ 人 行 
の 6 込 て ` い 入 ん は | ラ の 任 類 に 付 〒 ギ ドク な シ R 
総 排気 量 2387cc ま お B 車 ! ^ バ こ トン 指 意 が は ほけ ュ エ ーー っ > ツ 86 
種類 水平 対向 4 気筒 DOHC れ り R 両 即 ケ れ べ ベス 定 選 あ 搬 て レン は て ク と 
最高 出力 235ps/7000rpm る 9 価 レ ツ ら ル ミ 部 択 り 。 定 | ト 基 い は B 
最大 トル ク 25.5kgf・m/3700rpm 今 と 格 | ト に トッ ツ ッ 品 と 部 レシ ラ 準 る 、R 
双 動 方 式 FR( 後 輪 肥 動 ) 後 も を スシ 加 な シ は な 者 品 和 | ョ ン と 持 T Z 
トラ ンス ミッ ショ ン 6 速 マ ニュ アル に 低 と | え ど ヨブ つ は と ズ ン ト い る C の 
架 装 メー カー 希望 小売 価格 (消費 税込 み ) 333 万 4000 円 (GR86) エ 順 < は ト ン レ て 装 誰 に に が う 館 D カ 
333 万 8500 円 (BRZ) ン 調和 い な タレ ク | い 着 定 四 合 参 意 み と ツ 
ト な え か ど イ | | キ る が 部 電 致 戦 味 合 S フ 
リ セ そ な も ヤス ラキ " 義 品 すす す で 争 カ 
8 Cp 用) | | いい 必 と に | ャ 両 務 の る る る 時 1 1 
なー 人 の ル % る が 要 ホ 出 リク 付 ふ "部 ク 車 一 が べ 
盛 紛 ズ ペ シャル 増 ス や で イ 場 6 パラ けた 品 ラ 両 べ 避 | 
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高い 安全 性 を 誇る ロー ルケ ー ジ フロ アマ ッ ト も 専用 タイ プ 空冷 式 エン ジン オイ ルク ー ラ ー を 装備 プロ シリ ー ズ は 部 品 選 択 が 可能 

ロー ルケ ー ジ は イン パネ 貫通 タイ プ の 6 ロー ルケ ー ジ が 干渉 する た め 、 左 右 の フ 。 フロ ント グリ ル 内 に は 、 空 冷 式 の オイ ル 写真 は プロ シリ ー ズ の 指定 部 品 の ひと つ 
点 式 。 さ ら に ドア 開口 部 に は 2 本 の サイ ロア マッ ト も カッ ト さ れ た カッ プ カ ー 専 クー ラー を 装備 。 高 負荷 時 で も 安定 し た で ある キャ ロッ セ の サス ペン ショ ン 。 ク 
ド バ ー が 加わ り 、 ド ライ バー を 保護 する 。 用 タイ プ と な っ て いる 。 純正 品 と 同等 の オイ ル の 冷却 性 能 を 発揮 し 、 ド ライ バー ラブ マン シリ ー ズ は TCD 製 の サス ペン シ 

乗車 定員 は 4 名 の まま 。 素材 で 、 固 定 方 法 も 同じ 。 の 戦い を 支援 。 ョ ン が 指定 部 品 と な っ て いる 。 

autoSspOrt 084 


0 に 5 


PP スタ ー ト の 谷口 が 


官 波 を 抑え 切り 優勝 


ウエ ッ ト で 行なわ れ た 予選 で は 、 谷 口 信輝 が アタ ッ ク を ま と 
めき り 、 ポ ー ル ポジ ショ ン を 獲得 。 2 番手 は 昨年 の チャ ン ピ 
オン 菅 波 冬 悟 、 3 番手 は 伊東 各 明 。10 周 の 決勝 は ドラ イ で 行 
な われ 、 谷 口 選 
トッ プ で 1 コー ナー へ 進入 する 。 1 周 目 の 順 位 変動 は な く 、 谷 
口 、 菅 波 、 伊 東 の 順 で ホー ム ス ト レー ト を 通過 。 菅 波 は 谷口 
に プレ ッ シ ャ ー を か ける が 、 前 に 由 る こと は で きず 、 そ の ま 
ま の 順位 で 周回 を 重ね る 。 菅 波 は コー ナー 毎 に ライ ン を 変え 
揺さぶり を か ける が 、 谷 口 も 隙 を 見 せ ず 、 そ の まま チェ ッ カ 
記念 すべ き 開 幕 戦 を ポー ル ・ ト ゥ ・ ウ イン で 制 し た 。 


が アウ ト 側 の グリ ッ ド か ら 順 当 な スタ ー ト 。 


左 写 真 は 4 位 に 入っ た 松井 孝 
葛 と 5 位 に 入っ た 佐々 木 孝 太 。 
佐々 木 は BRZ の 最上 位 で 、 こ 
こま で を ダン ロッ プ ユ ー ザ ー 
が 占め た 。 佐々 木 の 後ろ は 予 
選 7 位 の 富 林 勇 佑 。 


20:5] ご 
了 二 sn で ナダ ミー で す ダ ミー で す 。。 
ます ダミ ミー で す 
ミー で 


PROFESSIONAL SERIES 
谷口 偽 


菅 波 冬 悟 


KTMS KOBETOYOPET MOTOR SPORTS ZN 
OTG MOTOR SPORTS ZN 


1 王 臣 / 


チ 東 雄 明 
松井 孝介 NETZ TOYAMA Racing N 
庄 々 木 孝 太 RECARO RACING TEAM ZD 
山 雄 IBARAKI TOYOPET RACING TEAM ZN8 


6 
8 
OTG MOTOR SPORTS N8 
6 
6 


※ ト ッ プ 6 まで 


衣 7 朋 唇 才 ス どー ムク ェ プ イプ 


た だ 


/Z 且 76 一 7/ 万 


CLUBMAN SERIES 


松井 宏 太 
勝木 崇文 


TEAM SAMURAI 


な 不 宗 AVANTECH racing team 


菱 井 将 文 徳島 トヨ タレ ー シ ン グ 
攻 本 賢 奈良 トヨ ペッ ト CHAUPY Racing Team 


北見 洗 太 ケー・ エ ム ・ エ スレ ー シ ン グ 
岩本 佳之 


※ ト ッ プ 6 まで 


auto sport 


レー ス 中 団 の バト ル の 様子 。 
クラ ブ マ ン シ リ ー ズ の ドラ イ 
バー は トヨ タ 販 売店 チー ム の 
カス タマ ー ド ライ バー や 社員 
ドラ イ バ ー、 完 全 な プラ イベ 
ー タ ー と 幅広 い 。 


1 周 目 か ら リ ー ド を 築い た 松井 
5 秒 差 を つけ 独走 V 


予選 は ウエ ッ ト で 行なわ れ 、 ス ペー ス を 空け て か ら コ ー ス イ 
ン し た 松井 宏 太 が 2 周 目 に トッ プ タ イ ム を マー ク 。 勝木 崇文 
と 姜 井 将 文 が 松井 の タイ ム を 抜く べく アタ ッ ク を 行なう も 、 残 
り 約 4 分 で 赤旗 が 提示 され 、 松 井 、 勝 木 、 凌 井 と いう トッ プ 
3 に 。 決勝 は ドラ イ で 行なわ れ 、 松 井 が 好 ス ター ト 。 後方 で 
は 2 位 に 上 が っ た 竣 井 が 勝木 と 競っ て お り 、2 番 手 に 1.5 秒 差 
を つけ て オー プ ニ ン グラ ッ プ を 終了 する 。 松井 は この 展開 を 
好機 と と ら え 、 さ ら に プッ シュ 。 リード は 周回 毎 に 拡大 し 6 
周 目 に 5 秒 495 と な る 。 松井 は マー ジン を キー プ し な が ら ト 
ッ プ チェ ッ カ ー。 2 位 は 竣 井 を 抜き 返し た 勝木 が 入っ た 。 


初め て アリ タリ アカ ラ 
ー を まとい 、 本 格 的 に 
活躍 を 始め た 75 年 の ス 
トラ テト スズ ス 。 サ ン レ モ で 
の 勝利 は ポル シェ と ト 
ョ タ で 喝 ら し た BB ワル 
デ ガ ルド に と っ て WRC 
通算 2 勝目 と な っ た 。 


色 裾 せな い 珠玉 の ラリ ー 専 用 車 ーー ons 
所 有 満 足 度 最高 の 大 スト ラ ト ス 


ラン チア スト ラ ト ス HF 1975 サン レモ #11 5 ン 
ラン チア スト ラ ト ス HF 1978 フン スリ ュ ッ ク #1 
ラン チア スト ラ ト ス HF 1976 ツー ルド ・ コ ルス #5 
京 商 時 1/18 
ダイ キャ スト 製 邊 各 2 万 6400 円 (税込 ) 


Text W 小嶋 生 (Joe Kojima ン MS-models) 
Photos d 田中 秀 宣 (Hidenobu Tanaka) McKLEIN KYOSHO 


auto Sport 


レー ス と ミニ カー の ディ ー ブ で 幸せ な 病 係 


H.Tanaka 


| 成層 圏 ] を 意味 する 車 名 、 低 く 失 っ た ノー ズ 、 
戦闘 機 の よう な コク ピッ ト に フェ ラー リ 製 V6 
を ミッ ド に 搭載 する と いう 独自 設計 ぶり と 圧 
倒 的 な 戦績 な ど 、 ラ ンチ ア ・ ス トラ トス の 偉 
大 さと 個性 は 今 も 色 補 せな い 。WRC 投 入 か ら 
も うす ぐ 50 年 と いう 事実 に 驚く が 、 そ ん な 稀 
有 な る 名 車 だ け に スト ラ ト ス は ミニ カー 界 で 
も 長く スタ ー で あっ た 。 た だ スー パー カー に 

し て は 短 す ぎる ノー ズ と 高 す ぎる 車 高 は ミ 

ニカ ー に は 不向き と も 言わ れ た 。 と ころ が 
この 京 商 1/18 は どう だ 。 当 然 の よう に フォ 
ルム に 破綻 は な く 、 重 厚 感 と 細部 の リア ル さ 
を 両立 。 満 足 感 は 相当 高く 、 オ スス メ だ 。 


珠玉 の 名 車 を この 迫力 、 こ の リア ル さ で 手 に で きる の は 
実に 高 コ スパ と 言え る だ ろう 。 各 部 は 開閉 し 、 ラ イト カ 
スト ラ ト ス 快走 を 支え た 心臓 部 。 細 バー は 脱着 式 だ 。 ま た 上 の 2 種 に 加え て 76 年 コル ス で 2 
部 の 再現 力 の 高 さ は ビッ グ ス ケ ー ル 人 と な っ た シャ ルド ネ チ ー ム の ベル ナー ル ・ ダ ル ニ ッ シ 
な ら で は と 言え 、 ミ ッ ド シッ ツア の Pmg ュ の 青い 5 号車 も 同時 発売 され る 。 通 好み で オス ス メ だ 。 
ンジ ンカ ウル は 実車 同様 に ガバ ッ と 
開く 。 内 部 に は プラ グ コ ー ド まで 再 
現さ れ た フェ ラー リ 製 の “" デ ィーノ" 
V6 が 鎮座 し て いる 。 


H.Tanaka H.Tanaka 


ラリ ー 車 攻勢 や まず 。 037 サ ファ リ も ある ぞ 


この 、 いま 京 商 は 現在 、 複 数 の WRC 車 を 新設 計 1/18 で 開発 進 
夫 行 中 だ 。555 イ ンプ レッ サ 、ST165 セ リカ に 最強 
デル タ な ど 完 成 が 待ち 遠 し い が 、 こ れ ら は 新 金 型 

了 で も あり 発売 は まだ 先 。 最 近 の 新 製 品 と し て は グ 
問 ) 京 商 ルー プ B 時 代 の ラン チア 、037 (それ も マニ アッ ク 
https://dc.ky0sho.com/ja/ な サフ ァ リ 仕様 ) が 今春 に 発売 され て いる 。 最 速 
ラン チア の 系 譜 、 こ ちら も ファ ン は 見 逃 せ な い 。 
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6567 CZ/ の 
万 募 ス ペ シ ャ ル 


チュ ー ニ ング 業界 の 雄 が GR と 強力 タク 
ナン バー 付き 車両 レー 静 の 新 草 が 開 が れ た 


と 


NAIAL 


し に し 


給 を スタ ー ト 


いよ 上 よ 近 びび 上 ぜ 


が 


指定 ノ 


ー カ 


器 メ 


) 加 


NAPAC( 日 本 自動 車 用 品 ・ 部 品 ア フタ ー マ ー ケ ッ ト 振 興 会 


部 品 の 供 


ロコ 


い 


トー 


ー ズ ( 


リ 


や 
や 


プ マ ン 


より マシ ン の 速 さ が 増し た だ 


GR86/BRZ Cup の プロ フェ ッ シ ョ ナル シリ ー ズ 、 クラ 


RU 

い 

3 

っ J 

人 電 

ト J 

Q 

4 へ 
ツン の gg 
5 ロ 8 
し TK 2= 
Tv | の 
1 CO 
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よる 、 戦略 戦 の 様相 も > 


Text @⑱ auto Sport Photo @⑱ 小笠 原 足 士 (Takashi 0gasawara) 奥野 大 志 


トー 


仁 能 パ ー ツ の 使用 【 
その 組み 合わ せ の 差異 


ーー トニー 
F ゴ コガ 
に 


ホリ ロー ロ | へ 性 中 りさ ー ド 末 区 ” 選 
ン レ 吉 人 で で 〇 や る CS 直 団 名 の と 8 
NmN の 〇 っ な H46 で で う BCS 
倒 O TNHNHAAm 本 さ ヘ ユー 人 7 
SINN ル ヘコ ユー 人 KK 人 介 っ し” 己 マ an- 
その 〇 (首相 訪 司 時 唱 ・ 芝 呈 トト ペー 


T.0gasawara 


ュー 


【 


十 
寺 


ング レー ス は 期 
違わ ぬ 激 戦 。 優 勝 し た 谷口 選 


つなが る 」 と 評価 。 


ュー 


けれ ど ア フタ ー パ ー ツ 参入 は 


活性 化 ( 


1 


Pt 。 き 
宗 
過 才 
O ト 半 陸 
に 1 
は 押 

ョ Z 坦 科 


レート て 暑 恒 4) 号 昌 ベー ドー 人 7 
人 IE た EsESNSI 3J 光 SMPESRG 
QG や ” JJ し SS 所 公記 8 生 
G 也 壮 里 )) で し 人 v で hG は うり 公 紅玉 
8 や AORS” 人 回 人 て さて ふ K ミ 
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時 りり 枚 っ Q ジ ェ ロ て マ の G キ エー ドル へ や 


朱 短 喉 幕 叶 p 映 昌 


「 て 還 尼 公 押 つ ン で KN0O と あめ へ NEN 
〇 っ ュ ec G 凌 揚 幸人 名 じ う っ ン 公 し 中 
ロー 篤く ミーム ス 更 医 村 KG)) 公 し 


OS っ 尽 う うっ 心 握 加 公 答 や ” 六 本 
レン で ご 届 Gan その 早 偽 中 
O 


[ 款 思 余 7TN ロ ユー 代 弟 や hG 
けつ 選 うっ)” 区 で 3 民 恒 ロ 


ハ ユ ーK っ せる で 国 で KGpG 
りつ 刀 う 7 刀 補 つ 
層 可 tG 油 喧 貴 
取 畠 装 く hg し 
te@ ト JaJ 選 泡 恒 "NM 
!J) じ し 新 昧 四 攻 じ 志 
Ne 窟 打 居 で 政 
忌 閉 Q6 つ 妨 」 

幅 泡 過 中 @ 揚 所 
円 上 ポロ で hG っ ) 「 虹 
選 葬 際 恨 芝 員 
お 町 尼 忌 来 S 
つつ” NG トマ て マト 
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ー ド ー 球 忌 つ し ゃ で で 刀 り ろう 人 6 色 
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QtG 公 NSKG っ J 選 SN9G 
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工 


0 に 


ンジ ンチ オイ ル 万 苦 太 店 部 虎 


プレ ー キ キャ リバ パー 


ブレ ー キ ロー ター 
プレ ー キ パッ だ 
プレ ー キ ホー ス 


牽 史 衣 穴 あ ぎ 
ブラ ケッ トム 


7 4 


に 2 


ン ン ヨ 


TOYOTA GAZOO Racing GR86/BRZ Cup 2022 
指定 認定 部 品 リ スト (2022 年 8 月 3 日 現在 ) ※ 一 部 NAPAC 非 会 員 あり 


安全 ベル ト エン パイ ヤ 自 動車 株 式 会 社 
牽引 用 穴 あ き ブラ ケッ ト エン パイ ヤ 自 動車 株 式 会 社 
株 式 会 社 キ ャ ロッ セ 


株 式 会 社 昭和 トラ スト トラ スト 事業 部 

スバ ル テ ク ニカ イン ター ナシ ョ ナル 株 式 会 社 
株 式 会 社 東名 パワ ー ド 

矢島 工業 株 式 会 社 SYMS 事 業 部 
5ZIGEN イ ンタ ー ナ ショ ナル 株 式 会 社 

- ,., 、。。 株 式 会 社 昭和 トラ スト トラ スト 事業 部 
マフ フー お よび 拓 気 技研 工業 株 式 会 

株 式 会 社 ブリ ッ ツ 

スバ ル テ ク ニカ イン ター ナシ ョ ナル 株 式 会 社 


エン ジン オイ ル 
片 寄 防止 部 品 


ラバ ー マ ウ ント 


お よび ブッ シュ 株 式 会 社 トヨ タカ スタ マイ ジン グ & デ ィ ベ ロッ プ メ ント 
トラ ンス ミッ ショ ン 株 式 会 社 エ イチ ・ ピ ー・ ア イ 
オイ ルク ー ラ ー 株 式 会 社 キ ャ ロッ セ 
ディ ファ レン シャ ル 株 式 会 社 ト ヨタ カス タマ イジ ング & デ ィ ベ ロッ プ メ ント 
ディ ファ レン シャ ル 株 式 会 社 エ イチ ・ ピ ー・ ア イ 
オイ ルク ー ラ ー 株 式 会 社 キャ ロッ セ 
ディ ファ レン シャ ル 株 式 会 社 キ ャ ロッ セ 
カバ ー 株 式 会 社 昭和 トラ スト トラ スト 事業 部 
ブレ ー キ キャ リ パ ー 株式 会 社 ア ド ヴ ィ ックス 
ブレ ー キ ロー ター 株 式 会 社 ア ド ヴ ィ ックス 
有限 会 社 ア イ ・ デ ィ ・ ア イ 
エム ケー カン ヤマ 株 式 会 社 ウ イン マッ クス ディ ビジ ョ ン 
ブレ ー キ パッ ド 株 式 会 社 エン ドレ ス ア ド バ ン ス 。 。 
株 式 会 社 シ レー アー ルケ イ 
有限 会 社 制動 屋 
株 式 会 社 デ ィ ク セル 
有限 会 社 ア イ ・ デ ィ ・ ア イ 
ブレ ー キ ホー ス 株 式 会 社 エン ドレ ス ア ド バ ン ス 
株 式 会 社 キ ャ ロッ セ 
株 式 会 社 シ ー ア ー ル ケイ 
株 式 会 社 エ ンド レス アド バン ス 
株 式 会 社 キ ャ ロッ セ 
株 式 会 社 シ ー ア ー ル ケイ 
2 株 式 会 社 テ イン 
2 株 式 会 社 ブリ ッ ツ 
株 式 会 社 HAL 


スバ ル テ ク ニカ イン ター ナシ ョ ナル 株 式 会 社 
株 式 会 社 ト ヨタ カス タマ イジ ング & デ ィ ベ ロッ プ メ ント 
株 式 会 社 キ ャ ロッ セ 

株 式 会 社 シ ー ア ー ル ケイ 

株 式 会 社 テ イン 

株 式 会 社 ウ ェ ッ ズ 

エン ケイ 株 式 会 社 

株 式 会 社 TAN-EI-SYA WHEEL SUPPLY 
BBS ジ ャ パン 株 式 会 社 

ブリ ヂ ス トン リテール ジャ パン 株 式 会 社 
横浜 ゴム 株 式 会 社 

有限 会 社 ライ トマ ン ア ー ル アン ド デ ィ ー 

株 式 会 社 レイ ズ 

トヨ タ 自 動車 株 式 会 社 

スバ ル テ ク ニカ イン ター ナシ ョ ナル 株 式 会 社 


フロ ント 
スタ ビラ イザ ー リ ンク 


ホイ ー ル 


デー タロ ガー 


auto sport 


安全 ベル トム 


ラバ パー マウ ント 
お よび ブッ シュ 


赤 イ ー ル 


mmewww 一 一 


ーー 厨 5/ ビ = 


| どん 6 が ち mrfemez 
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= の レー ス で の 結果 は 、 業 界 へ の アピ ー ル に 
トー な る 」。GT ド ライ バー に こう 言わ し め る ほ 
ど 新 生 GR86/BRZ Cubp の プロ シリ ー ズ の レベ ル 
は 高い 。 現 役 GT ド ライ バー は 10 名 を 超え 、 ハ コ 
レー ス の 手練 れ も 多 数 参加 。NAPAC の 指定 ノ 認 
定 部 品 に 限り 交換 も 認め られ た た め 、 パ ー ツ の 良 
し 悪し や セッ ティ ング も レー ス 結 果 を 左右 する こ 
和志 7 うつ 7 さら 

周 峰 詩 束 用 由 和 を P 邊 セカ の リリ リョ くだり スペ 
ンション 「CUSCO SPORT R GR-Cup エディシ 
ョ ン | は 、 既 存 の 「CUSCO SPORT R] を リセ 
ツン シク ルレ た 0 G ド クイ パ バ 
語 め の 全 箇 を 出 6 還 それ る ら り 羽 中 の の 
能力 を ベー スモ デル が 備え て いた こと を 示す 。 
フロ ント サス は 横 力 に さら され る スト ラッ ト 形 
式 な た め 、 剛 性 感 や 放熱 性 に 優れ 、 バ ネ 下 重量 の 
軽減 に も 貢献 する 倒立 式 を 採用 。 バ ネ レ ー ト が 規 
定 さ れ た スプ リン グ は 、 公 差 を 極め て 小さ くし た 
新開 発 の 「Blue spring] が 秦 ら れ て いる 。 

パー ツ 各 部 で 上 限 価格 が 定め られ て いる た め 、 
ゴリ ゴリ の レー ス 用 と し て は 破格 の 値段 と な っ て 
いる NAPAC の 指定 / 認 定 部 品 。 サ ー キ ッ ト を 走 
る 人 は 、 こ の 恩恵 を 享受 し な い 手 は な い 。 


VN パス 中 さ V ぺ ペー で 8 [時 | 当店 
は ご 選 徐 きき SS ロ ュ せ 本 二 可 口 出 


| い 


減衰 力 は 下部 (リヤ 用 は 上 部 ) に 取り 
付け られ た 特殊 ニー ドル バル ブ に て 24 
段階 の 調整 が 可能 。 レー ス で は 規定 で 
-3 度 まで が 上 限 と な る が 、 フ ロン ト 用 
GENIDO ツ 2 マルク ンド トン 
バー 角 も 調整 で きる 。 


SPECIFICATIONS 


単 筒 式 シ ョ ッ ク ア プ ソ ー パ バーグ ノ 減 衰 力 24 段 調整 ノ 全 

長調 整 式 車 高調 整 

EN クウ Ra (人 | ンク バ 圭 調 杯 式 下 ョ 
ボー ル ア ッ パー マウ ント プス プリ ング レー 
ト 8 kgf/mm 

リヤ : 固定 式 ピ ロボ ー ル アッ パー マウ ント プス プリ 

ング レー ト 10kgf/mm 
\294.800 (税込 ) 
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ダン ロッ プ の タイ ヤ サ ー ビ ス で は タイ ヤ 
を 購入 し 、 組 み 込 み を 依頼 する こと も 可 
能 。 手 厚い サー ビス 体制 が 整っ て いる こ 
と も 参加 者 に と っ て は 大 き な 魅 力 と いえ 
る だ ろう 。 


積極 的 に コミ ュ ニ ケー ショ ン を 重ね 、 エ 
ント ラン ト の 声 を フィ ー ド バッ ク す る の 
も 、 コ ント ロー ル タ イ ヤ を 販売 する タイ 
ヤメ ー カ ー の 使命 。 タ イヤ の 特性 や 扱い 


ディ レッ ツァ ZIl が コン トロ ー ル タイ ヤ に な っ た クラ ブ マ ン シ リ ー ズ の 開幕 戦 。 初 戦 か ら 括 抗 し た バト ル が 繰り 広げ られ た 。 方 の アド バイ ス を する こと も 。 
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気 れ 異 温 ヤ や は さ 度 ツ “| 性 | 大 コ 行 さ | 優 "バル タレ と が 
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れ め 走 | 物 て ン ミ 扱 を い タ <- 抑 の て 走 え に mso / “る 
影山 が 走行 し 、 基 準 出し を 行なっ た く て りり リ ス で お ジス い 入 も イ え まき 行 に ウ 優 気 か の 
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れる 。 ワ ン メ イク タイ ヤ な ら で は の に サ た り ア る て い ば a oma=mm- 。 。 及 ii 寺 イ 
サー ビス だ 。 設 | コ 天 マ も う グ 熱 の マ て 走 む ラ の イ る 販 な ク 
GR86/BRZ Cup こ の Z ン は 温 状 Z レ R エ 定 
し AM 2 。 : 生 才 守 < 
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影山 彦 間 上 ワ ブ 詰 を 空 ど 履 | B ラ き 
違 が ンマ め ぬ め 基 気 の い の R ン か 
「 ド ライ で も ウエ ッ ト いり メン て 準 圧 条 て 影 Z ト 迷 
で も 空気 圧 は 少し 高め 。 2lla クト 数 中 の う 
走行 フィ ー ル と タイ ム 電王 語 少 症 加 りす ” し 信二 妥 語 机 語 ら 細 貞男 
が 一 致し な いこ と も あ ^" す と | ば て 表 と ト 彦 こみ と 
る の で 、 結 果 を 見 な が まな ズ い ` し に 走 が 『P に だ 
ら 理想 の 数 値 を 探し て す っ が い 好 て 行 で 応 ろ 
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5 に 5 ツ け テ 寅 ツ チチ 
プロ フェ ッ シ ョ ナル シリ ー ズ も ダン ロッ プ 勢 が 表彰 台 を 独占 る そ ア だ ィ 者 間 面 アイ G た 


プロ シリ ー ズ 用 の 「 デ ィ レ ッ ツ ァ p』05」。 新 開発 の 非 対 
称 パ ター ン に より 旋回 時 の グリ ッ プ 性 能 を 向上 。 パ ター 
ン 剛 性 を 最適 化し 、 高 速 域 で の 操縦 安定 性 を 高め て いる 。 
開幕 戦 で は 1 位 か ら 5 位 まで を ダン ロッ プ 勢 が 占め た 。 


ダン ロッ プ の テン ト 前 に デモ カー の GR86 を 展示 。 エ ント ラン 
ト 以 外 の 来場 者 と も 積極 的 に コミ ュ ニ ケー ショ ン を 取り つつ 、 
ダン ロッ プ HP で の リザ ルト 速報 の 発信 に も 力 を 入れ て いる 。 
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1981 年 、 高瀬 社長 の 挑戦 は この 社屋 か ら 始ま っ た 。 


一生 
し 
シー ト 底 部 の 角 を えぐ る 形状 と する 
上 旧 古 ョ マ ックス シス テム | を 
実現 。 XERO CS は ドラ イ バ ー の 頭 部 
を 守る 形状 を 維持 し つつ 、 車 検 対応 
の た め の 視 界 も 確保 する 。 


H.Sato 


な 


芳 デ ィング の 徹底 が 創出 し た 
一 シング シー ト の 新た な 価値 観 


BRIDE の 、 創業 期 か ら 続 く ド ライ バー ファ ー ス ト の 思想 が 
国 両 直言 多 ー ス 記 主 界 で シ 言 虐 の トッ プ 東 還 衣 放 も た らし た 
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新 6T300 規 v 定 車両 開発 秒読み !? 
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ー を 全 周 に 巻く 
強度 と 高 


は 、 シ ー ト 自体 が 破断 し な 
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ce 
と で 、 破 断 を 防ぎ 、 


を 確立 し た 。 


ラッ ジュ し た 際 に ドラ パイ バ ョ ん 
高 


の 2 
の 
いこ と が まず 肝要 に な る と いう 。 強 


肛 ⑳ 
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揃っ て 表彰 台 ( 


カル ソ 


TR・ ロ ーI ト h ロ ー ホ ー ビ 入 堪 凡 公 
Q 店 遇 Q 嘱 し っ t@J^ の ヒ ゥ の の 心 
Km の 舞 G 玖 っ 届 夫 つつ 7" の と ベーhNih 
人 S し ビビ で つ ン トロ ヘー 加 ロー 公 引 
刊 つ し ふさ だ 県 人 ぐ ボ じ 下 公 概 
で で レス う ン 6@ 避 表 つ し "NN の ヒヒ 6 の 
らぶ ペー へ ヘ で へ ヘレ 6 ユーKG 記 0 怪人 
ャ キャー ト し っ Sp NRN ロ ヘ ーー 公 朋 NN で ロ 
中 CO" で うし" ふ ふ SNS で 
し じゃ p に 展 條 SS 癖 WS うっ" 万 の ※% - 〇 
ヒー ゼロ ー ホ トー ペロ SS で ロレ つい 
RS さぶ か や へ トド ーK 公 球 っ し っ うじ" 
te し 史 ! 選 Kー ミ ー ト ネ ポーz7 TIN ル へ 
の rGG パ 愉 め SNG* 

の ぶ 忌 各 必 へ トド ポー ド 陸 RGTA 
ゃ トー 牌 二 つ し っ hGG ゼ ^ J で し 
Jp 人 SRA つじ し うぃ っ) 包 福 会 に の と K 


ーINih っ JNIG 玩 っ せ 走 公 ぐ Q も し っ teG 
RS" 還 如 和 つじ 上 公 の 十 人 SteGS 日 へ 
信 へ く @ 環 咽 @ 域 っ 民 し 人 交 Ke” 臨 に 或 
直 に ビレ WS く ロ ー 居 本 Nmn) 還 
KW で で 胃 暗 田 軒 *RtG 履 層 で HHA 公 へ 
是 給 公 Q 妥 ささ や” 環 軸 悪 り 中 中 
玲 や 宙 父 互 く トン を TN ロ へ 公 押 マソ 
SSt@ の ベー[hIhG れ で トー に ド 
ー 田 革 貴 員 ロ ー ン 時 攻 約 つ し じ 科 "1J 
S 窟 上 @ー ペ ー テ ドド ト つじ 反 日 
信 へ く IhN で くさ パ さ の 軸 咽 間 悪 で し っ 
Ne-6 届 7 更 明 9 つじ し 拘 男 公 し ビ 思 
*St@ JJ や 据 べ 提 人 で で KO" 

| RNN ゼ 団 尽く INhAK” 由 咽 因 人 
SSJ 握 守 く INAKG 堀 円 SQKWS 堅 
下 ト トール つじ し 型 宇 し うっ 玉 7 で せ 皿 
貼 條 ミウ テヒ - ヒ じ 抽 択 つ 台 め NO7 
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Photo @ 吉見 幸夫 (Yukio Yoshimi) ノ 奥 隅 圭 之 (Keishi Okuzumi) 


NG 査 旗 ト ー ト ドル 6 嘩 郁 つ いし" む で 
で Ne GS マキ く G く RG 時 つや 公 麗 
Ne” |NIJ 葵 花 じ R 間 で で 刀 展 じ め 
S さ 必 | の) 党 定 環 本 昌信 ホ ー コ 
島 彰 細め 了 映 信じ っ t@7 

入 心 へ トド ー ド KS し じ 下 所 装 き 穏 
り 避 申 く INAK や や NG は JJ 公 し 選 で 
36^ 尽 マヤ 6 怠 店 p 収 沿 秩 下 羽 じ 
諸 く 刊 G つ や て トペ ポー ドル へ KK 六 KG 
JJ 寂 避 組 じ SNO" oOCG 尽 マキ ペー 
ドーS べ 半角 間 取 お S 公 で NN で 
忌 坦 喉 層 二村) りり 公 し WNe 守 計り) 
表土 色 で で 人 色 で し っ hG) 店 し や TON 
得 5 6。 WS 中 張 補 や 選 G 公 人 回 
SISEENIIEESSE て M 

「Q ひ JG ユー ド 福 避 を で や) 編 聴 @ 入 
マキ ペー ドー トード 四 公 瑞 唱 で 公 
いで な やじ ゼ 交 間 や" 馬 苦 揚 公 で 
聞 ぶ 二 p6G nH シン 坦 暗 下る O 
te っ) 公 レ も つ 刀 | つつ ト IN て 代 
ロー モモ ユー ハル へ ト ケ く へ NG 欄 立 
共 斑 ” ホー コ ペ マ て 6 肝 由 員 時 せ 
「 揚 回 G 岬 十里 つっ 的 っ つつ 選 6 じ もじ 
ド ポー トト 息 6 普 哲 選 お TT く トド 
0 ぐり 飛 る 表 ぐ し pp っ うつ 刀 」 つの 避 
司 村 he” 稀 Q 括 則 填 せ 中 員 Q 貴 人生 
ヶ 公 Q ド ーhIIAIN AT し 環 公 で 
G 公 坦 明 KW ンジ 年 0oo 半 りり 有 で で し 
っ ぷ で” 人 回 せ 貴 疫 Q 牌 尺 且 愉 で の 
皿 思 リ て S NB 装 で" NvIJS で ペー 
K 対 改 理 つ * 

Q 回 思 GD り リロ 宙 犬 tKG 久 直上 証 6 
提 じ の 所)S で 刀 欠 に ペーK マ ー ド に“ 
時 論 や く レ 6@ 虫 Ih て で く ミ ペ ー ボ ドー 
IN で くさ マ ヤキ ペ ー ボ ドー 聖 幅 己 回 亜 
ズーG 妖 っ 電 里 査 つ 丸 机 窒 補間 作 刀 ユ 
や お客 計 頑 人 で し っ で 7 

Q 選 うき で 刀 ユ 條 Kー ヘ ロー 中 一 
し SQR さ へ 昌代 ふ で そ へ くさ NN ふう 
癌 で む 選 G せ 回 mmGD ト ホー リロ 代 お 


Kemp っ うり ゆー 坦 圭 骨 証 @ 掴 7" 
AIRNS NO トト ーーI ト STNG 押 定 ) 
IO し p う うと ン う CM や ローK 二 
し 6 加 持 償 褒 る ふ で ン レ し” 衣 懲 @ 
Ste 客 っ 公 思 臣民 で し 十 ヨ の 4nG 
品 し 壁 へ も で で 7 

| 選 " 無 の 衣 編 陣 人 田 つ 刀 の 忠司 
SI か NKK モー へ 中 ロ ー ミ さい 
所) で マ ヘ ーー 電 手 喧 本 KG )) 公 レ W 生 
ヘ ユ ー 人 K 下 ymIiN で て ミ し SN 昌代 民 
KNIhN で の と ベーININ 色 に 時 じ し 舞 
了 避 で ヘ 了 更 所 っ 6 や 表 姓 補 
n 7” で で うじ し 記 人 設 彰 細 せ 1 っ 
っ て IN で つ で 下 只 」 祥 の 如 牙 本 KG 
や 上 で へ 人心 牙 選 迫 つう トト ロー 応 
tpG 6 My で 忌 條 6 ンス 到 束 
Can や 7 中 本 の コロ リロ 生 KG 咽 己 中 
6 SGINSN ペ てく 掲 径 記 TA ル @ 倒 
うっ 心 軸 IO つっ 殖 抽 G 閣 っ つじ" ふつ @ 
信 ユ 忌 競 加持 6 麺 つ けい お で 公 tG)J 
っ JI つ し っ ぃ @" 

針 也 唱和 や t 電 郊 記 員 @ 公 で で で 角 
o 誤 N9 和 いふ へ 人 ト ヘ ーー で 換 つ 
レ っ t@ 名 中 局員 下 ロー ミネ ドー トト 人 私 
NN お" 性 調 ! 晒 中間 李 六 SS 人 篤 G ヤ 6 
で さ 6 征 策 ふ ホー6 て IN ミロ で ビレ 
く ト ネー ドル へ KK 玖 民有 で で 
レ つ で ” 野 じ o 叫 環 ロ で 遇 
加 如 やく N ド ポー ドル へ 人 K 交 民 つ 77 人 
IN へ 忌 古 寺 局 得 っ "SNS ひく ト 
ポー ドル へ に K ぬ ペーK じ にょ)J う ) 公 レ 40 
8GS^ SS で も つっ うさ で 7 

ト JG 坦 史 駅 刻 じ "に お ふ や K 必 日 て 
て 6G 牙 柴 公 @Q つ し ゃ 駆 p 妖 編 聴 負っ 
レ 叫 8 総 伴 じ しめ 本 性 得 りさ で 7 
NG 中 玩 人 9 包 ユ ロ ペ ー ド K 半 く 穫 人 67 
岬 寺 で 時 本 編 陣 でき の 〇 ら りう 心 
ペー ド 国 経 間 下る つじ し Iih で くさ 公 押 肖 
RS” 工 総 公 中 選 0 で Ke 胡 堪 
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7 盛 廊 加 7 


Text @ 高藤 昌 洋 (Masahiro Takato) 


苦 財 中 砦 絡 @ 李 寸 の つら ュー ベ ド “ 
の ヒ の の の 6G 皿 回 半 玉 8 還 で 0 刀 ” 守 

oO ほう で 選 人 本 6 皿 " NIRhK 
"の らら gG 水 調 ロ ” 関 也 唱 補 で KG 媒 
尋 く て ミト 公 虫 中 ぐ で て" 

モー ュ モ モハ ハー 誰 R NIS で 半 上 衣 
KA IN77/A ケ < て 室 の (B 叫 同 ) 人 7 
HEN ロ IA て 6 モモ マー ミホ ムー て INN ミ 
りこ に 形 じ 外交 尉 "や レント 
NU 装 6 刀 や と K ル マミ 以 地 77 ふ 
、 、 に 皿 皿 要 NR ロ 
ヘー テマ 色 く AS”) で し トー 
ーー 躍 民 ) G 収 
田 年 MWL" K ミ mh とい ロ K 失 ーー 
へ (S 叫 司 ) G コ 和 時 公 ^ 著 悪 釣 還 
心中 醒 さ いひ" 

き さ 忠司 選手 選 玖 眉 Ke6 じ ” 過 叫 司 
思 於 避 民 刀 肌 "4n8 コ の 訪 甘 
謀 尽 届 近 壮 じ 臣 回 装 坦 記し うっ ” NNWS 
り 払 つ ” の 下 貴 的 掲 だ か ht@ コ G ふ で 
ゼー の 評 揚 壮 公 で 0U の 4n7 
「 念 衝 己 じ 組 人 @ レ ン hkG| ( 取 田 )” !J6 
っ JO* 1 
ぶ 栄 teo 叫 司 で 上 7 
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進入 
61 号車 の 


20 の 2 ロン 1 


2. 台 が 横並び で 1 コー ナー に 
2 


向け て イン 側 を 死守 し 、 抜 き 返 し て 勝負 を 決し た 。 


Ses の 0) ノリ ラン 80) 


ペー 


HaEODg2 人 人 0 ポ ンコ スラ 5 作 ン GBD の の 


GT300 の 86 周 目 、 
山内 も ひか ず 、 コカ ・ コ 
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- 
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選 臣 叩 G や ふ ぶ ペー し 過 忠 林 ) 記 
IMESPTeES や よー トド) で SEA 全 いさ 
違 ” ヨコ セ E 只 ロー ホー ビ じ 尽 陣 や つ 公 
で St” 公 取 田 只 っ K イ ペー て ロリ 
選 し ト ふ や さ 吐 で 斉 本 じ 訓 StG 
ト て 6 で へ 更 欠 Q 生 "て で へ 喜 公 必 
抱 公 し pK ュ ーー し 畠 賠 つじ 
仏間 菩 取 つ 昌 お 玉 " K て ユー て 
レヒ - 計 公 mmNS 抱 図 や ハ ホー ヘ 
尺 尽 押 p 甘 員 し 事 つ 五 も で 「 錠 で 
ご ( り ピ 計 お 6 KN 記 証 で 9 
心 豆 豆 補 O 競 やめ つ で っ 公 7 JS 軸 
環 財 客 革 GQ4hG 喘 弄 eS ロロ 
中 避 公 Q ほほ N で と) 玖 ろり) 記 昌 で 
SW 回 亜 で ” 刀 補 "NNSA へ 
ささ ペー モ GmN リ ポン < の ・ooS 
へ て へ ペー の F - と GB 心 公 藤 更 
R し 区 ^ NGK テ ロ へ へ 守 マ ヘー 状 
直人 選 田 G 喘 有紗 ロ ー ト ー じ GII ト で へ 
己 る 色 WS 区 引 ロ つじ し っ 選 6? 

つ S つ づつ” mona_ ( 聞 総 骨 敵 ) 帳 咽 + 
お むふ や KH マ て < で や 司 居 幅 咽 
公 ロ Qto き ざ Gm と N( さ の 有 S 帳 っ コ 
の oO 寺 ら 6 忠司 率 マ モ く 6 各所 
SKK っ” つじ 8 臣 忠 "中 柚 上 応 
計 公 刷 つ 選 "「OF - と 6G ユ 昌 NS 
と GS へ SN へ 色 交 で し ” 押 嘱 - 
ホー ツ nH ン 壮 民 二 公 で し っ で 代目 層 」 
っ っ 心 コ 私 ^ 坦 ン ら と ベーNIWT 一 
ホー し レ で へ 府 つ ” 喘 失 ロ ー ト 言 虹 に 
取 ぐ 閉 選 二 名 で し う マン" 陣 瑞 基 培 
ふろ CX0。 コ (上) ロー+ 志 @ 半 
くし ト て べべ 缶 る 友 吾 還 N 還 IIh で て 
へ 訴 可 6 レ し TR・ ロ ーI ト ロー ホー 証 宜 
けり 交 Ne や ふ ペ ー む 計 可 や で ヘー ビレ 並 
琉 揚 じ 握 唱 Ne” 色 JJ) て へ 吉 
SIhN で へ 玖 層 ひし っ や ゴ 色 や で 舞 
0 図 つ ” 欧 思 公示 つ で 7 

JG 負 環 上 届 閣 @ 水 次 じ Cm | 押 や 
環 昌 NG マツ” くそ で ささ で ふ ユ 


#11 VS #61 


最終 コー ナー を 
コカ ・ コ ー ラ コー ナー 


で イン 側 の #61 が 抜き 返し 決着 


こつ 。 に つ 
に (し ー 


SYoshid3 


#61 が アウ ト か ら 立 ち 上 が り #11 の 前 で コン トロ ー ル ライ ン を 通過 
際 認 り | 


#61 が GR スー プラ コー ナー で #11 の イン か ら 前 へ 、 
* # ガ 11 が TGR コ ー ナ ー ア ウト か ら ク ロス ライ ン を 取り 、 
直前 で #61 の 前 へ 。 
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ー へ トト マー て 柚 やや" 回 誰 豆 取 
田 入 で QRSQ 1JhJ し 評 選 堀 古 NGIJ 
S や 穫 "つり | 麹 ン し っ や) 
民 局 臣 つ し 避 や で ヨゴ E 公 稚 話 ご つの 
納 還 、Gim く ユーK 赴 つ 選 " 


* 果 個 く 、6 坦 必 葵 で ・ 


申 き 部 環 十 ゼ ” 低 Q 閣 尽 内 ト ふ ハ 
SMEIEIESSNI に ES3、 
で で 公 で 刀 り りお の 揚 王 ” 取 十 尽 GS き 
i の 〇 ユーK、 っ う ) つ じ し 劉 宰 p 間 mo で 
し っ ぷ ” 琵 計 ミー ミツ つじ し 回 @ 釧 坦 
S 失 紛 や や で 6% で て の へ 私 
ヘー リズ くく IN で く 一 悦 補 着い な 
t@QGS 尽 マエ ゼ 剖 ね KG 公 つ っ 
G 忌 " 

坦 喉 MO レ つ 6 愉 ス JJ)、S2JG 
ホー コ 公 Q 回 GU トレ 入 マ て 羽 き 絡 
層 郡 つづ" 円 水 民 6 閣 剖 間 洋 で ホー ベ 


N.Mitsuhashi 


N.Mitsuhashi 


7 きか が Q て し ま り VS 


で 修理 で きず 、 


入 
レン 


f 


し か し 、 17 周 目 に 右 フ ロン ト ホ イ ー ル ナッ ト が 緩む トラ ブ 
中 


の e 導 


て 後続 を 引き 離し て いた レオ ン AMG。 何事 も な けれ ば 優勝 は 安泰 
ル が 発生 。 ハ ブ 側 の # 


ホイ ー ル ナッ トト ラブ ル 


。 ポー ルポ ジ シ ョ ン か ら ス ター ト し 、 フ ァ ス テス トラ ッ プ も マー ク し 


2 
トー 


9 旋 所 盛 励 加 74 


NNGS 尽 交 ひじ ご 陣 M6 話 大 、 
泌 で し W 刀 ホー や SNO” 握 用 て 町 々 
^ ふ ーー の mm の ヒビ ベー ト 届 の (S 叫 局 ) 
JJ ル レト く 交 村 H に ト く K ペ ー 且 〇 あめ ルム 
く 叫 (忠司 ) ドー TAINATN 
し "エビ ヒマ 乙 の < の ヒ o (6 叩 局 ) 
3 語 陣 し りー ロマ く ^ 鑑 下 G 玖 GK 
TINhAATH ウ ピローK 了 で 7 遇 宙 7 
to 中 局 革 中 員 じ 高 四 中 中環 せ 避 四 
ふさ 私 と 選民 人 < や OGK ペー て し S ユ 
etaEiGWNSCISksi に NaESPYo】I バ d 避 

| 所 訓 叩 民 せ 中 中 避 晶 中 " 李 明 寺 
尺 い で り ポ 宜 念 で AAmA7 閥 Q 括 


岬 重忠 局 革 に 輪 幅 公 GK ペ ーー つ ^ 


四 陽 選 。A 級 の レー トス っ 九 
6 公 隊 癌 名 ら 光 瑞 つ 選 "IN や さも し 妖 応 赴 連 に 眉 国 つ / せ ざり で 可 
き い ue ッ ます て k ト | お 
ーー SS e、 / X 層 
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左 フ ロン ト タ イ ヤ が パン ク 
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2 回 目 の ピ ッ ト で タイ ヤ 無 交換 。 奇 策 を 成功 さ 
せ 、 予 選 12 番 手 か ら 7 位 入賞 を 成し遂げ た 。 


に る  」 
NN は 


させ 

CA 

ム 
4 


as 
の 2 K、 
も - も し) 
ョ 日 
も 


ーー 
Ve WI | 合 人 きき 
6 と ペー 5 し - 


LEON と 初音 ミク の AMG が 
トラ ブル で 戦線 離脱 
交錯 し た 450km 戦 略 は 
"正攻法 が 上 位 を 占め る 


ーー た * = 
レン ンー ニー 5 避 
給油 の み 
ARTA NSX GT3 は 予選 で タイ ヤ の 温度 レン ジ が 合わ ず 」 
21 番手 。 気 温 が 上 が っ た 決勝 で は 木村 が 多く の オー バ 「 予 選 か ら 良 い 意味 で 
ー テ イク を 見 せ 、14 周 目 に は 給油 の み の ピ ッ ト で 入賞 埋 切 られ て いる 」 と は 
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IN で へ A ト SN 間 統 NeO AH て マ 委 ペー ハハ 
AS や 選 時 G の F - すさ へ 選 K 下 そ へ 0 
へ 玖 ” 飽 の 話 @ 相 揚 は ゼー さ K 
KJ ユー 28AH マ 当 さ ペー へ ハ へ へら @ 遂 
未 ロ 7 矢 中 ペーAA 人 ホー 人 K 公 人 G 
や 心 視 お 6ーー う っ 心 擬 図 公 舞 公 
で KR 昭 で で し っ で 7 

つ S つ 婚 の 疑 レ ゼ ” 幅員 玖 握 唱 画 性 
SG 所 間 で 机 Kt@ っ お 6 し レ ゼ で マン "| 仙 
贅 0 到 じじ うさ うじ セ 」 の うっ 心 
TX て 9 谷 つ し うっ ゃ "人 Q 審 ポレ ゼ 
叫 避 6G5 寺 域 皿 つ し っ や 色 振 穫 GH 
A 公 へ 琵 居 咽 に ATND 表 つじ しゃ 「 生 
さ 導 本 直 や 要 で で し っ k@G し じゃ 公 必 1J 
ッ ン 骨 さ で ① っ 品 や "INAK の 更 H 
さぶ 王 ン SS で じじ も | うっ うっ " 
ohHJjp リ 7 in で く ー や や せ 失 周 
PESSWEISE た SMPES で NE に の SI やく. だき p』) 
宙 つ し っ ぃ 9@ の うっ 心 公 ^ 學 の 客 ” 半 き 疑 
民 嘘 し" ト J) ト J ウ 5 叫 末 全 や ハト で 
へ 心 回 pp⑪S | 取 ペ ーー "NNv で oo oo 
き 叱 但 "忠司 公 環 心中 査 せ で で っ 
NG へ H マ ペー へ へ Goooo き 忠 
や 岡 性 GTX ヘ て ロリ や p 更 KGJ や "や 
^ テ トト NG 革 郊 公 %6 叫 司 弄 2 っ で マン 
尋 SG も で ヘー て うっ) う NO38AOn"* 


6 時 @G の F - さじ ゼ " 毅 醒 p 届 

Je て In で くく ー ゼ やせ SNvO 
hG 殆 の 疑 @ の F - さじ ゼ " キ 各 
ペー へ 呈し 誠 下 公 中 坦 到 も て ミ 
へ A ふ 公 で ビビ S さ で で KG で の SO 刀 B 到 7 
て で へ 色 〇 に ト 必 て し G 並 配 公 直 
SQ で て 0 ) け は SC GS や や? 

「 抽 し 人 S で 8 で ペ ーー ゴ 層 GS っ 
6 や 層 似 じ ym いせ うっ 公 さ ン で し う っ 
な ” 扶 や むし で マ 半 疾 や 玉 尺 つや 
心 で | っ J 眉 上 臣 " 刀  「 寺 民 委 in て 
く て ー ゼ を を ne 選 人 J) つ で 友利 人 9 
お” o べ 色 の べべ 必 を で うり 者 剛 和装 つ きっ 
* 剖 じ し ほ ン で し っ " マー ド 同 蛋 
区 つき で やむ しゃ SQ8 つ ) だ っ 
レ っ te く ー ム 3 で で 殖 / い 6 し "My 
G 虹 回 折っ の 昭 で ひし を で し 層 選 | 
lmmn@ 記 ” 爺 普 ペー ヤキ く 公 
みつ うい で し pp あ 5 叫 何 に を か で 
ふ ヽ K” oooo き 忠 局 日 ヘー さ K” 過 忠 
財 へ へ 同上 本 で ひし っ ke" 

全 由 GKー く 一 加 く きち な し リロ 話 和 
SC レ っ nt 公 の F - 〇 GS 叩 困 Oc 
eo io 叫 民 mEN お 7 円 の で シン 
虹 G で teHA 公 へ 和 を 直 に 態 由 く ー ム へ 尽 褐 
さ 計 Hf で も し の ーー すう 本 で KG 
@GK コ ロー を 選 二 で 財 で し っ nt 
| 選 R し ドミ ー ミ 、 ぐ の ヒー- き し が 7 
oO4「G の と あ 選 KO 還っ 公 る つ 屋 O 衣 
務 @ 押 <m っ 約 要 つじ 選 玉 "| G 路 公 
Ste6o 中 司 公 。 李 っ つい ン タマ 鯉 幅 @ 々 
ー ド K4 二 全 heoo oo 守 叫 同人 NN で ュ Jp 
角 べ G 公 坦 *ot@ 富 忠司 愉 " 

濁 き 導 ポ モー て モミ ユ さ K じ し お” 路 時 の ヒ 
- さ JRP 玉 の へ NE ら アーoc で 
ま へ 系 ・ で へ 届 や 必 人 で う せ 記 弄 つの 要 " 
〇 と あめ 5 先 mN DU ュ T6tG 浅 豆 聞 記 ゼ 7 
32JG や で 心 宮 鈴 ボ 菩 の さき の レシ スン 6 宙 
心 公 ” 選 / 挨 忌 SIN で くさ G 給 ゼ 


SNOG や AO" 


トコ に 1: < 
6O3J 居 己 481@ 


OF ヒ 志 拉 6 提 貴 


ふ ャ セキ ぐ ⑤ 蘭 乙 公 由 似 酷 胃 届 で ・ 


Text @ 遂 制 呈 選 (Kazuya Minakoshi) 


K モ トー 稚 閣 で 公 ぐ の 訓 尽 細 珍 つ 
8 ロコ つの ヒマ の ー 己 6Gm 受 受 受 
さ の ヒビ ヒ の” Kー ミ ー の ヒ 和 を ヒドロ ー 
ミー 中 そこ へ 僚 ・ ト 似 に し 羽 醒 革 G 肥 
き 到 "1JG 司 居 せ の ヒト 公選 医 り 
局 NGpG" ZiNー ポ ゼ 基 吐 Kー 
く 一 の ヒ 愉 絡 ひ 刀 ゴ ロロ 皿 ” 振 一 油 " 

避 性 揚 菩 レ ” K% ト で 人 篤 や モー て itG" 
[ 普 財 の F - NIRNKD 受 さ の ヒ 
さじ し 映 つじ し っ SG しゃ 公 " 條 生涯 
謀 概 で teG レー 叶 丁 大 お 心 J” は 
Q 公 病 瑞 受 さ の Fo の 篤 篤 何で KGIJ 
りき や" Kー く 一軸 ペロ Up お K 共 
絶 閣 KG つつ 刀 」 う ゴコロ”「 玉 
ーー モモ ユ K ゼ 憧 I ド し の 三 有 有三 の 選 臣 叶 " 
息 骨 jp 他人 Q 心 つ ^ 来 衝 GS 選 褒 ロ 
いで 人 SW で っ 昭 っ 必 ” 
ヾ キロ で っ じ G 訟 細 w 公 識 つ っ し じ セ 
の ヒト AKG さっ ) 表 ろく へ 町 
^ ヽ G 正 震 り 骨 で keG 半 桃 じ ち 」" 


い 順 応 性 を 見 せ た 。 


ーー テー 
三 ] 
喧 | 


初 参戦 の BMW M4 は いき な り 予 選 2 番手 に 。S 耐 と い 


29 異な る ステ デー ジ で も 
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記 mrmmmla 明 mg 
* 世 界 最速 "の 核心 に 追 る 


アス トン マー ティ ン が 抜け 穴 を 発見 ! 
合法 性 に つい て の 異論 は あがら ず 


リヤ ウイ ング の 蒙 端 


形状 が 


来 李 に 向け た “ホッ トス ポッ ト " に 


接近 戦 の 増加 を 狙っ た 施策 の 一 環 と し て 


リヤ ウイ ング の 糞 端 板 は 禁止 され た は ず だ っ た 
し か し 1 チーム が 抜け 穴 を 発見 し 連 端 板 の 発明 に 成功 
これ は ルー ル の 意図 に 反する も の だ と も 考え られ る が …… ? 


現 代 F1 に お いて 、 合 法 性 に つい て 
の 議論 を 呼ぶ よう な 草 新 的 な イノ 
ベー ショ ン が ひと つも 見 られ な い 年 は な 
か っ た と 言っ て も いい 。 だ が 、 そ うし た 
も の を 導入 する の は メル セ デ ス や レッ ド 
ブル と いっ た トッ プチ ー ム で ある こと が 
多く 、 今 年 アス トン マー ティ ン が その 先 
陣 を 切る と は 誰 も 思っ て いな か っ た 。 
2022 年 F1 技術 規定 の 際立っ た 特徴 の 
ひと つ は リヤ ウイ ング に ある 。 ル ー ル が 
要求 する 曲線 的 な デザ イン で は 、 従 来 の 
連 端 板 が な く な っ て いる の だ 。 リ ヤ ウ イ 
グ に 関す る 規定 は 、 後 流 が な る べく 後 
続 の クル マ の 空力 性 能 を 損なわ な いよ う 
に 考え られ て いる 。 垂直 細 端 板 に 代え て 、 
ロー ルド チッ プ と 呼ば れる 形状 が 採用 さ 
れ た の も その た め だ 。 糞 端 を この よう な 
形 に する と 、 ダ ウン フォ ー ス の 発生 効率 
は 大 きく 低下 する が 、 後 続 車両 が 接近 し 
て 走れ る よう に する と いう 観点 か ら は 極 
め て 効果 的 な の で ある 。 
この エリ ア の 規定 は 極度 に 制限 が 厳し 
く 、 糞 端 板 と リヤ ウイ ング の 接続 部 分 は 
曲面 と せ ざ る を 得 な いと 考え られ て いた 。 
し か し 、 こ うし た 認識 は アル ビー ヌ が フ 
ラッ プ の 糞 端 部 を 真っ 直ぐ 後方 へ 伸ばし 
て きた こと で 打ち 破 ら れ た 。 こ の 糞 端 処 
こよ り 中 高速 コー ナー で の ウイ ング の 
効率 が 大 幅 に 向上 する た め 、 ウ イン グ 有 角 
を 寝かせ られ る = ドラ ッ グ を 減ら せる の 
だ 。 結果 と し て 、 ア ルビ ピー ヌ は スト レー 
ト で 抜群 の 速 さ を 発揮 する こと に な っ た 。 


当初 パドック の 住人 た ち は 、 リ ヤ ウ イ 
ング 周り の 開発 進行 を 防ぐ べく FIA が 介 
入 す る だ ろう と 考え て いた 。 今季 の 新規 
則 が 公表 され た 段階 か ら 、FIA は 「 車 体 
後 流 に 悪影響 を 及ぼ し か ね な い ル ー ル の 
抜け 欠 は 、 た だ ち に 塞 が れ る | と 明言 し 
て いた か ら だ 。 と ころ が 、 ア ルピー ヌ の 
アイ デア は 禁止 され ず 、 メ ル セ デ ス を 含 
め た 多く の ライ バル チー ム が 、 そ の デザ 
イン を アレ ンジ し て 導入 し 始め た 。 

そし て 、 ア スト ンマ ー テ ィ ン の エン ジ 
ニア た ち は 、 さ ら に 大 き な 抜 け 穴 を 見 い 
だ し た 。 特定 の 形状 を 用 いれ ば 、 ル ー ル 
の 文言 を 守り つつ 、 な お メイ ンプ レー ン 
か ら 上 に 伸び る 糞 端 板 を 設け る こと は 可 
能 だ と 気づい た の で ある 。 

ハン ガリ ーGP に 持ち 込ま れ た 2 台 の 
アス トン マー ティ ン に は 、 誰 も が た だ 貴 
然 と する ば か り だ っ た 。 こ の クル マ の リ 
ヤ ウ イ ング に は 違法 と 考え られ て いた 垂 
直 な 糞 端 板 が 設け られ て いた か ら だ 。 

合法 性 を 担保 する た め に 、 開 発 当初 か 
ら FIA と 連絡 を 取り 合い 、 何 度 か の ディ 
スカ ッ シ ョ ン と 手直し の 未 に 完成 し た も 
の だ | と 、 ア スト ンマ ー テ ィ ン の チー ム 
代表 、 マ イク ・ ク ラッ ク は 言う 。「 こ れ 
も ルー ル の 解釈 の 産物 で あり 、 特 別 な こ 
と は 何 も な いと 思う 。 ほ か の チー ム か ら 
の 抗議 や 、 規 定 を 変え よう と する 動き が 
出る と は 思っ て いな い 」。 

だ と すれ ば 、FIA が アス トン マー ティ 
ン の 新しい ウイ ング に 対し て 動く こと は 


な さそ うだ 。 ま た 驚く べき こと に 、 ラ イ 
バル か ら も 合法 性 に 関す る 不満 の 声 は ま 
っ た く あ が っ て いな い 。 
「 あの ウイ ング が 規則 の 意図 に 反する か 
どう か は 、FIA と 間 昌 昌 ド が 判断 
すべ きこ と だ 。 仮に 意図 に 反する と 見 な 
旨 有 PS 3 と に に 
に で きる こと は 何 も な いと 思う 。 と も あ 
れ 、 あ の 糞 端 板 が 速 さ に つなが る の な ら 、 
すぐ に ほか の チー ム も 取り 入れ て くる は 
ず だ 」 と 、 ア ルビ ピー ヌ の スポ ー テ ィング 
ディ レク ター、 ア ラン ・ パ ー メ イン は 語 
っ て いる 。「 間 違い な く 言 える の は 、 ど 
の チー ム も あの ウイ ング を 見 た 瞬間 か ら 
デザ イン に 取り か か っ て いて 、 ま も な く 
CFD で 試し 始め る だ ろう と いう こと だ 。 
そし て 、 ク ル マ が 速く な る こと が 確か め 
られ れ ば 、 す ぐに 9 種類 の コピ ー が 見 ら 
れる と 思う 。 完全 に 合法 だ と し た ら 、 そ 
うな ら な い 理 由 は 見 当たら な い 」。 
レッ ドブ ル 代 表 の クリ スチ ャ ン ・ ホ ー 
ナー も 、 チ ー ム が 同様 の ソリ ュー ショ ン 
を 検討 中 で ある こと を 認め て いる 。 そ れ 
と 同時 に 、 彼 は 現在 の アス トン マー ティ 
の 空力 コン セプト が 、 レ ッ ド ブル の そ 
れ を 基 と し て いる よう に 見 える と 暗 に 指 
摘 す る こと も 忘 本 
な こと は 、 規 則 に 適合 し て いる か 否 か だ 。 
上 半 に に 

すべ き 興 味 深い 道 が 開か れる こと に な る 。 
今回 ば か り は 、 ア スト ンマ ー テ ィ ン が 私 
た ちの クル マ を コピ ー す る の で は な く 、 
の 逆 が 起き る の か も し れ な い 」。 

スパ や モン ツァ と いっ た た 高速 サー キッ 
ト に は 専用 の ウイ ング パッ ケー ジ が 用 意 
され る こと に な る が 、 そ れ ら の 設計 は も 
うず いぶ ん 前 に 終わ っ て いる は ず だ 。 ま 
た 、 ザ ント フォ ー ル ト の よう な ハイ ダウ 
ン フ ォ ー ス コー ス で は 、 モ ナコ や ハン ガ 
リー で 使っ た 既存 の ウイ ング セッ ト を 用 
いる 可能 性 が 高い 。 そ う 考 える と 、 ほ か 
の チー ム が 糞 端 板 を 投入 で きる の は 、 早 
く て も シン ガ ポ ー ル か 鈴鹿 あたり に な る 
だ ろう 。 来季 も 車両 規定 は 基本 的 に 変わ 
ら な いた め 、 今 後 は リヤ ウイ ング の 糞 端 
部 分 は 実験 と 開発 の 主要 領域 に な る か も 
し れ な い 。 当然 、FIA が そう し た デザ イ 
ン を 禁止 し な けれ ば の 話 だ が 。 
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Text & Photo @ サム ・ コ リン ズ (Sam Collins) Translation @ 水 書 健司 (Kenji Mizugaki) 
PhotO ⑳ XPB 


今季 の 規定 と し て 、 新 設計 の パー ツ を 投入 する 際 、 チ ー ム は 

サー キッ ト に 持ち 込む 前 に それ を FIA に 提示 し 、 承 認 を 得 な 

けれ ば な ら な い 。 そ の た め 、 ア スト ンマ ー テ ィ ン (ハン ガリ 

ーGP) と アル ビー ヌ (イギリス GP) の リヤ ウイ ング は 運営 

ス ト 時 マ 還 呈 の 本 板 を サイ DSE に It 
= 1 ンマ ー テ ィ ン 以 外 の チー ム の エン ジニ ア の 間 、 必 死 

/ ンプ ナイ ン の 異 交 に 連 端 板 の デ ザイ ン と いう “宿題 "に 取り 組ん で いる は ず だ 


各 チ ー ム は すでに コピ ビー 開始 と みて いる 。 
模 信 品 が 見 られ る の は 日 本 GP 前 後 か 
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ト あ いき 用 の お り で す ] 


問題 は シン! 
ら な い 」| と 定め られ て いる 
の た めで ある 。 

迅速 な 脱出 が 可能 で ある 
メデ ィ カ ル セ ン ター!【 


[完治 まで 1 カ月 か な …・ 
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ゞ ロー ペーK モ ー ム っ) っ 736 | 本 へ く 
ー ゼ ぐふ ミド レセ じ 稚 叶 必 Ke ロー ペー に ド 
モー ム 」 の うっ 心 マ ペー 公 公 細っ 公 7 
人 回 時 べ te ペーーーI ト マト 
ミロ 司 居 @Q N ポ ドー ・ ト TH 
K 必 と の 共 や エ ー マ ぐ 脱 G 
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く マーKHRKw ル て マ K 選 妃 ーーー 
IN マト 地 攻 レ ハ へ 7 
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軸 咽 人 る さら つら ぎー 則 唱 QE ペ ビ " 
MRoE ペ ビビ” マー ミーKeE ペ 
ゴ て こさ トン 中 コ ・QE 二 レ ” ロー 
ミ よ ホー 作 第 因 年 ′ 中 軸 時 @ 他 4H 殖 半 交 
据 Q つ し っ で 3 て で NN ユー マコ 擬 列 
S 心 対生 も KG Jp し YOtG 民 眉 7 
選 ^ 時 履 性 ゼ さ ー 和 AA ドー6G パ 心 リ 
T ふ リト ホー 直さ くじ め の と "ペー て 
IN ささ ゼ トド ー/77HIN 和 へ G や 
SS ドー ト へ モト で ぜ 火 寺 Y り で しばっ 
NepGG′” 皿 田 で 引 叶 じ て 中 公 で 守 生 
し WOte” NG 代 屋 @ ルレ ハ へ 公司 選 " 
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訪 隊 p” 画展 羽 府 INS 下 6 下田 玖 務 
中 足 量 つじ 拓 寄 @ て ミ ふ 軸 wESen" 
トト ヾ で 人 か ・ や ヘーi ト IN (その 〇 の) 
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いっ ht" SGS 誰 は)G テ 人 せ 和 へ 心 状 
宰 半 やや ktG 刀 SN ドー 6 受 と 〇 の 
ホー 時 珈 生 トマ HK ペーKG 
局 居 豆 生 な he 押 軒 6 用 K モ ー ヘ ワ 玉 
1 人 ト ヾ ドー ペー つ 選 JGIJ っ うり 7 
*OQ ロ 7 HHHHG 和 ケト La 宮 じ 李 
了 な NG っ) っ Jp けけ 7 ペー トト お prihN マ ボー 
た へ 悪 己 鬼 馬 ” IN 人 AH ペー 蝶 っ 加 北 
相手 否 幸 <m で や じ 閑 克 机 マト 
RS べ 撮 避 G 出 咽 ぶ で トロ 痕 了 つ CC2 
服 宮 トト へ Qi 理 環 むつ し 利 量 幸 交 


ニー 


ll 


回 四 ロ ー ル ケー ジ は フィ エス タ R5 の FIA 公 認 ロ ー ル 


AG 0 ク 0726( し / 昌 の ルポ 
二 の が 回り の 性 まち わり は ラン リョー エボ り ミ 
ーション X の マル チリ ンク を ベー ス に R4 キ ッ ト を 搭 
載 。 還 フロ ント サス ペン ショ ン も ラン サー エボ リュ 
0 且 下 シ ンション oi の 62 SN ポニ 0 の 
た に 製作 し て いる 。 回 太 R4 サ スペ ンション キッ ト を 
件 I2ADNAO ASSGURI り IXIKIEN ニ ラク 0 クン たり スペ 
ンション は 、 前 後 と も テイ ン 製 の ワン オフ 品 を 搭載 
し て いる 。 職 回 プレ ー キ ロー ター、 キ ャ リ パ ー、 パ 
ツ ッ ツ lawm2z レッ 2NU 2 ノッ ーーoRU 必 - 雪 シ 
ョ ン X 用 の FIA 公 認 パ ー ツ (VO) に 換装 され て いる 。 
回 エン ジン は ラン サー エボ リュ ーション X に 搭載 さ 
れ て いる 2.0 2 の 4B11 型 を ペー ス に 、HKS 製 の 2.2 2 
キッ ト を 搭載 、 ド ライ ブシ ャ フト は V37 型 スカ イラ 
イン 用 を 使用 し 、 ホ イー ル ベ ー ス が ラン サー エボ リ 
ジョ ジン UI だ の に アロ ペラ ンド は ァ 
ルミ 製 の 特注 品 を 装着 。 リ ヤ デ フ も V37 型 スカ イラ 
イン 用 を 使用 する 。 圏 ミッ ショ ン は ドラ ンス 製 5 速 
シー カン ノン ン ルル る 提 者 還 目 座 の レー トラ ノン ジニ ェ 
ボリ ュー ショ ン X の V0 パ ー ツ を 装着 。 
HKS・YH・ テ イン フィ エス タ SPEC. 
@ ベース 車 両 : フォ ー ド ・ フ ィ エ スタ R5 氏 4WD シ ステ ム : 三 菱 ラ ン サ ー エ ボリ ュー ショ ン XX 葵 サ スペ ンション 形式 : フロ ント マク ファ ー ソ ンス トラ ッ ト 式 リヤ マル チリ ンク 式 人 豊 ダン パー : テ イン 製 試作 品 


@ エ ンジ ン :4B11 改 2.22 鍛 タ ー ビ ン :HKS 製 (市 販 化 予定 試作 品 ) 丹 イ ンタ ー ク ー ラ ー: 大 容量 タイ プ 、 倫 ドラ イブ シャ フト :V37 ス カイ ライ ン 用 氏 リ ヤ デ フ :V37 ス カイ ライ ン 用 
@ ミ ッ シ ョ ン : ド ラン ス 製 5 速 シ ー ケ ン シ ャ ル 堪 プ ロペ ラシャ フト : ア ルミ 製 特 注 品 葵 ブレ ー キ ユニ ッ ト : ブ レン ボ 製 ラン サー エボ 用 VO パー ツ 欠 LSD:ATS 製 


て 幸 戦 両 ズ 鎌 帰 田 フ ル し | 一 を 16 ト 2 は ラ す オ 度 戦 な リ ジ | 彦 て 1 に 0 規 手 確 
Ne で 国 し 人 四 イ マ タ ま 獲 年 ト 0 ダリ る ン の し ど | アク は ド い 1 成 kg 定 を 保 
る 含 長 駆 イ 卓 て だ エ で み | ぁ 得 ラ 1 | | ラ を :> の 選 ・ ス ラ る 5 功 か の 加 す 
” め 年 り ト 麻 以 が ス 走 ん ス ` し 18 イ 2 ト を り リ 獲 リ A 海 手 パ の か イ と 0 しら 最 え る 
王 全 ル や 来 有 タ リリ U な ポタ ダ て 年 ア 年 ト 始 | 得 |1P 外 権 シ ー つ バ い kg 80 低 た な 
毎 者 日 を 18 ` 彼 を た が | | き に ル に ラ め ドレ し レズ R ラ ズ フ 員 て | うに 車 kg 重 結 ど 
戦 に 本 獲 年 全 が 作 い ワ ツ ッ ト て 3 に 約 イ る ラ た チ C リ 5 イィ イ と は の “ 抑 両 の 量 灯 細 
感 君 タ 得 に 日 タダ っ と ク の ト い 度 復 18 ア 前 イ 縫 で | トッ レ し 三田 え 重 軽 1 回 
鐘 臨 | し A 本 | た い ワ 原 ラ る 全 帰 年 ル の バ 緯 有 ン は に で に ク て 和義 ら 量 量 2 R ま 
な し トト た P ラ ト き う ク 点 イ “日 し ぶ に 181| を ピク 2 参 選 ラ ア ワ 勝 ほほ 作 9 5 で 
戦 て ト 炭 R リ ト っ 気 で が 本 り 参 ) の 持 
い き ラ 山 C | ラ か 持 き た ん ル チ こと に 肖 20 ひ づ 
が た イ 特 ドド で イ 記 ちる い は ャ れ 全 し 歳 と 日 
続 谷 ア 矢 ラ 活 ア ー が よ な 目 ン ま 日 て に り 本 
け 田 ル も イ 武 ル と う お や の E で 本 い の か を 
ら 川 に D バ す に いこ な の の オ 15 ダ たけ 実 代 
れ 敏 参 車 | る 復 う の ク だ モ ン 年 | “て は 表 
て た 目 井 モ 80 
いな を 義 ン 年 か 
る ス 集 浩 ス 代 つ 
ル の の ク の の て 
パ て 名 | ら 
| き 勝田 2 全 
D た 人 負 嶋 0O 日 ミ 
時 "を こ 0O 本 | ーー 
代 令 繰 と 0 タ 昌利 ーー 
が 和 り リ 田 年 1 ラリ ー ド ライ バー が ダー トト ライ アル で 対 崎 ! 
到 に 広 嶋 代 ト で > 
来 なげ け 伸 前 ト 功 詳 憶 鎌 田 卓 麻 (上 ) の スー パーBRZ は 、BRZ の ボディ に イン プレ ッ サ の 
し っ `~ 博 半 ラ 回 間 パワーユニット を 搭載 し た D 車 両 。 現 在 2 号機 を 製 人 中 で 、 こ の 1 
75 AA どこ し に の 号機 は モノ コッ クボ ディ が ベー ス と な る が 、 2 号機 は パイ プ フ レー 
の さき の ア ム が ベー ス と な る 。 炭 山 裕 矢 ( 下 ) の マシ ン は 、 現 行 ミ ラー ジュ の ボ 
と な ・ け ル ディ に ラン サー エボ リュ ーション X の パワ ー ユ ニッ ト を ドッ キン グ 。 
し 新 注 大 て は こち ら も 田口 の マシ ン と 同様 に 、R5 キ ッ ト が ベー ス と な っ て いる 。 
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カテ ゴリ ー を 追い か ける 英国 人 ジャ 
ー カ リズ トド 。 かなり の ビー ル マ 三 ア 
で も あり 、 イ ギリ ス の 某 有 名 ブリ ュ 
ワリ ー の 株 式 を 保有 し て いる らし い 。 
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へ 、 回 の ネタ は ポル シェ 963 だ 。 こ の クル マ 
- プ は ポル シェ を 名 乗る が 、 同 社 は 設計 も 製 
作 も 手がけ て いな い 。 そ の た め 「 こ れ は 真 の ポ 
ル シ ェ で は な い 」 と 主張 する 者 も いる 。 

実際 、 同 車 は マル チマ ティ ッ ク が 製作 し た も 
の で 、LMDh プ ロジ ェクト か が 頓挫 し た アウ ディ 
と シャ シー を 共有 する は ず だ っ た 。 だ が 、 同 じ 
クア ォ オル クス ワー グン 人 下 メー カー ながら と も が く 、 
まっ た く 別 の 企業 が マル チマ ティ ッ ク の シャ シ 
ー を 選ぶ こと も あり うる わけ で 、 そ うな れ ば シ 
ャ シー その も の は ポル シェ と は 呼べ な い 。 また 、 
LMDh の ギヤ ボッ クス と ハイ ブリ ッ ド シス テム 
は 共通 な の で 、 メ ー カ ー が 関わ る の は エン ジン 
と ボディ ワー ク だ け に な る 。 

真 の LMDh 車 両 と 言え る の は 、 リ ジェ 、 マ ル 
ナマ デイ マック 、。、 タ ラー ラ 、 オ レ カ の 4 つ だ ほか 
も し れ な い 。 す べ て の LMDh 車 両 は こう し た 車 
両 の 亜 種 に すぎ ず 、 異 な る エン ジン 、 ス タイ リ 
ング や エア ロ を 持っ て いる だ け な の だ 。 昔 な ら 
ポル シェ 963 は “マル チマ ティ ッ ク ・ ポ ル シ ェ “ 
と 呼ば れ た に 違い な い が 、 現 状 で は 真 の ポル シ 
で あめ る が か の よう な アリ を し て ゆる 。 


だ が “ 真 の ポル シェ " と 見 な せる 条件 は 何 か 。 


また 、。 それ は 重要 な と と だ ろう か 。 ポル シェ 自 
身 が マル チマ ティ ッ ク 製 だ と 主張 する マシ ン で 
あっ て も 、 ペ ンス キー が “ポル シェ 963" と し 
て 走ら せる こと が で きる な ら 、 そ の ほう が ファ 
ン に と っ て も スポ ー ツ に と っ て も いい に 決ま っ 
て いる 。 ファン か ら す れ ば 、 ポ ル シ ェ が BMW 
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LMDh 車 両 は 次 世代 LMP2 シャ シー を ベー ス と し て お り 、 ポ 
ル シ ェ は マル チマ ティ ッ ク の シャ シー を 選択 し た 。 来 年 の デ 
イト ナ 24 時 間 で の デビ ュー に 向け 、 す で に アメ リカ で の テス 
ト が 開始 され て いる 。 


や キャ デラ ッ ク を 相手 に 戦う ほう が 、 マ ル チ マ 
ティ ッ ク が ダラ ー ラ な ど と 競う より も 明らか に 
心 躍 る に 決ま っ て いる 。 


技術 より も マー ケティング が より 重視 され る よ 
うに な っ て きた こと だ 。 マ シン に 関す る 本 来 の 
技術 の 基本 や 個々 の 違い を 無視 、 あ る い は 軽視 
する よう に な れ ば 、 技 術 そ の も の が 衰退 し 、 い 
ずれ この スポ ー ツ か ら 完 全 に 排除 され か ね な い 。 
モー ター スポ ー ツ に 技術 力 は 必要 な いと いう こ 
と に な れ ば 、 未 来 の 技術 を 競い 合う た め の 高 束 
実験 室 と いう “本 来 の 目的 ” を 失い 、 単 な る 気 
2 生 が 但 染 の ひと つ に な る だ 対 だ 。 

多く の メー カー の 参戦 が 確約 され て いる こと 
か ら 、WEC の ショ ー 有 要素 は 間違い な く 増 し 、 
レー ス は 見 応え の ある も の に な る に 違い な い 。 
た だ 、 何 より も 忘れ て は な ら な い の は 、 庫 に そ 
の 中 心 に 技術 力 が ある と いう こと だ 。 


オー トス ポー ツ 読 者 の みな さん へ 


上 日 上 加 回 日 for Readers 


Spark 1/43 BMW M1 Procar 
“Speed Star” #6 1980 1 名 様 


スパ ー ク が 手掛け た 、BMW M1 “ ス 
ピー ドス ター"” の 1/43 ス ケー ルミ ニ 


カー を 1 名 様 に 。 


| 2 | 

ハセ ガワ 1/24 ス ケー ル NISSAN 
BLUEBIRD 4Door Sedan SSS-R (U12) 
“1989 ALL JAPAN RALLY” 1 名 様 
1989 年 の 全日 本 ラリ ー 選 手 権 で 活躍 し た カル ソ 
バグ の ロワ シー の URI2 ドニ ーッ ンス ピア ンー ンー 
の 組み 立て 式 プ ラ モ デ ルキ ッ ト を 1 名 様 に 。 
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応募 方 法 
ハガキ に 、 郵 便 番 号 、 住 所 、 指 
名 、 年 齢 、 職 業 、 電 話 番号 を 明 
記し 、① 希 望 す る プレ ゼン ト の 


2022 年 
9 月 29 日 ( 木 ) 


番号 、② 今 号 で お も し ろか っ た (当日 消印 有効 ) 
記事 と その 理由 、③ 今 号 で お も 

し ろく な か っ た 記事 と その 理由 、 あて 先 
④ 好 き な カ テ ゴ リ ー、⑤ 好 き な  〒163-1126 


ドラ イ バ ー、(⑯⑥ 読 者 企画 ( 下 に 掲 
載 ) へ の メッ セー ジ お よび オー 
トス ポー ツ へ の 要望 を お 書き の 
の KOK GEE SGG ち GbESUICG5GXS こ TS 
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2022 年 11 月 号 No.1577 定価 1200 円 


※ 企 画 内 突 / オ か ー ナ チト | デ 
人 ペ 條 画 内 容 は 変更 に な る 場合 が ご ざい ます . 


東京 都 新宿 区 西新 宿 6-22-1 
新宿 スク エア タワ ー26F 

(株 ) 三栄 オー トス ポー ツ 幼 集 部 
「1576 号 プレ ゼン ト 」 係 


FORUM8 Rally Japan 

2022 手 ぬぐい 5 名 様 

11 月 に WRC シー ズン 最終 戦 と し 

て 開催 され る ラリ ー ジ ャ パン 。 そ 

の 公式 グッ ズ と し て 展開 され る 手 
ぬぐい を 5 名 様 に プレ ゼン ト 。 


ォ ン テイ ン て も https://id.San-ei-corDp.co.jp/top/ 回 必 加 
オン ライ ン 応 募 締め 切り : 2022 年 9 月 28 日 ( 水 ) EMRG 
オン ライ ン 応 募 コ ー ド : asS1576 ロ 四 ! N 


PC や スマ ー ト フォ ン か ら ご 応募 され る 方 は 、 弊 社 が 運営 する 『 三 洒 ID』 か ら お 願い いた し ます 。 上 に 
掲載 の OR コー ド も し く は 下記 URL より アク セス いた だ け ま す 。 登録 後 は サイ ト 内 の 指示 に 従っ て 必要 
事項 を ご 入力 くだ さい 。 そ の 際 、 ご 住所 等 は 正確 に ご 入力 いた だ きま す よ う ご 協 力 を お 願い いた し ます 。 


応援 する チー ム 、 ド ライ バー 自慢 

今 応 援 し て いる の は 埼玉 トヨ ペッ ト の クラ ウン で す 。 
小学 生 の 息子 が 「 ク ラウ ン が 走っ て る !| と 言っ て 応 
援 を 始め て 以来 、 親 子 で 注目 し て いま す 。 子 ども の 
目 に も クラ ウン が レー ス し て いる の は 目 に 留まる よ 
う ^ で あら ペン ネー ム : も と きち さん 
田 身 近 な クル マ が 走っ て いる 姿 を 観る の は 楽し いも 
の で す 。 そ こ が フ ァ ン に な る 入口 で も あり ます ね 。 

代位 に オー トス ポー ツ 読 者 の 方 へ 平川 選手 を 、 い や 、 
世界 の Ryo Hirakawa を 自慢 させ て くだ さい 。 平川 
さん の 魅力 は 感情 を 表 に 出さ ず ク ー ル に 決め る か 
っ こよ さ で す 。 そ ん な 平川 さん の 2020 年 SGT 最 終 
戦 で 見 せ た 、 負 けた 悔し さ の 爆発 に は 胸 が 熱く な り 
まり 誠 5 内 田 京 何 さ ん 
田 ガ ー ド レー ル 脇 に 崩れ落ち る 姿 は 忘れ られ ませ ん 。 
導 洲 SRNI 有 IGGIESNSO2 が ce 

人 @ 好 き な ド ライ バー は 井口 重 人 さん で す 。 あ と 小河 
誠 選 手 が GT の ドラ イ バ ー さ ん に イン タビ ュー する 時 
間 が 大 好き で す 。 お お し まゆ いと さん 
田 13 オ の ゆい と さん が 書い て くれ た 「 イ ンタ ビュ ー」 
は SGT 公 式 YouTube チ ャ ン ネ ル の ILIVE de PIT] で 
すね 。 富士 で は 60 号 車 を 取材 し て いま し た 。 


久松 田 次 生 君 の ファ ン や ! 俺 は 元 松阪 市 民 や か ら 
桑名 出身 の 松田 君 が ええ わ ! プリ ンス 自動 車 時 代 


か ら の ニッ サン ファ ン で も ある し 。 
ペン ネー ム : 清水 南 高 校 OB 会 武闘 派 さ ん 


田地 元 出身 の ドラ イ バ ー は 応援 し た く な り ま すね 。 チ 
ー ム も 地元 に あれ は ば 高校 野球 みた い に 応 援 へ カカ が 入 
り そ う で す 。 で も 市 町 対抗 だ と 御殿 場 市 が 圧勝 !? 
念 北米 の スポ ー ツ カー レー ス が 好き で 、 好 き な ド ラ 
イ バ ー は ジョ ン ・ モ ー ト ン 。 BRE 時 代 の ジョ ン ・ モ 
ー ト ン が か け て いた メガ ネ を 復刻 発売 し て ほし い の 
94958 北郷 順 さ ん 
田 そ の 昔 SCCA で 510 プ ルー バー ド を 走ら せ て いた ド 
ライ バー で す よ ね 。 北郷 さん は ビン テー ジ カ ー マ ニ 
ア で も ある の で し ょ うか ? 若い 人 の 間 で も 流行 っ 
て いる みた いで すし ……。 

From READERS ヘ メッ セー ジ あ り が と う ご ざ いま 
の SS の SO の SUERI に RAIMNES2SC に さき 7 つの さり グン | 
で す 。 好 き な ク ル マ は 記憶 に 残っ て いる も の 。 好き 
に な っ た きっ か け な ど も 教え て くだ さい 。 そ の 他 、 お 
題 に 関係 な か い テ ー マ で も けっ こう で す 。 

プレ ゼン ト 応 募 に メッ セー ジ を 記入 し て いた だ いて 
も けっ こう で すし 、as-web(https://www.as-web.jp) 
の お 問い 合わ せ フ ォ ー ム か ら も 受け 付け ます 。 ト ッ 
プペ ー ジ 一 番 下 に ある 「 お 問い 合わ せ ] を クリ ッ ク 、 
項目 と し て 「 オ ー ト スポ ー ツ 本 誌 に つい て 」 を 選択 
し て 、「 お 問い 合わ せ 内 容 ]」 へ 「 メ ッ セ ー ジ 掲載 希 
望 ] と 冒頭 に 書い て くだ さい 。 ま た 匿名 も し く は ペ 
ン ネ ー ム 希望 の 場合 に は 、 そ の 則 メ ッ セ ー ジ 文末 に 
書い て くだ さい 。 メ ッ セ ー ジ 採用 の 方 に は オー トス 
ポー ッ ツ 特 提 デ ッ ガ を 進呈 し まず 
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